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        序　章　アイリとカレンの出会い


　我が家の玄関チャイムはボタンを押しているあいだだけ音が鳴る。

　素早く何度もボタンを押されたら、ピンポンピンポンピンポン。

　ゆっくり一度だけ押されたら、ピーンポーン。

　訪ねてくる人の顔触かおぶれはたいてい決まっているから、チャイムの押し方だけでだれが来たのかわかる。来客者の顔を映すモニターがなくても、わかるのだ。

　ピンポーン……。

　聞きなれないチャイムの押され方だった。

　こんな押し方をする近所のおばちゃんはいない。ごく一般的な押し方だとは思うけれど。

　六畳敷きの部屋の中央、布団の中にいた高屋敷たかやしき 愛莉あいりは寝ぼけ眼まなこでしばらくぼうっとしたあと、「もしかして！」と大声を上げて飛び起きた。

　板張りの廊下をギシギシと鳴らしながら玄関へ向かうと、すでに母親が来客に応対していた。

　愛莉は廊下の角に張り付いて、母親のようすを見守る。

「ご苦労様です」

　宅配便の男性に向かって母親が言った。

「ありがとうございましたー」

　玄関の引き戸がカラカラと乾いた音を立てて閉まる。

　愛莉の視線は母親の傍かたわらにある長方形の箱に釘付けだ。

「ねえっ、それって！」

「あら、なぁに～？　パジャマのままで。着替えてらっしゃい」

「うん、着替えるけど！　その箱、私宛わたしあてでしょ？」

　母親のもとへ駆け寄り、宅配便のお兄さんが運んできた箱の差出人を見る。

　母親が「そうよ」と言うなり愛莉は箱を両手で抱えて、

「じゃあ、これに着替えてくる！」

　そうして自分の部屋へと急ぐ。

　うしろのほうから「もう～、はしゃいじゃって」という声が聞こえてきたが、気にしない。

　だって嬉しいものは嬉しい。

　憧れの『姫乃浜学園ひめのはまがくえん』の制服が届いたのだから！

　自分の部屋に戻った愛莉は襖ふすまを閉めるなり長方形の箱を畳の上に置き、ガムテープの端を爪で引っかいた。箱を開け、身を乗り出して中を覗のぞき込む。

「わあぁーっ！」

　透明なビニール袋に入った真新しい制服を手に取った愛莉は顔をほころばせた。にやけ顔で、あらゆる角度から制服を眺めたあと、着ていたパジャマを脱いで制服に袖そでを通す。

　スタンドミラーの前に立ってくるりと一回転すると、ライトグレーのスカートの裾すそがひらりと軽やかに翻ひるがえった。

　ダブルボタンの白いセーラー服に、ミントグリーンのリボン。袖そでと裾すそにもリボンと同じ色のラインが入っていて、いいアクセントになっている。

「ふふっ。似合ってるじゃない、私！」

　独ひとり言ごとを呟つぶやき、愛莉はまた一回転した。

　こんなところ、もしだれかに見られていたらとんでもなく恥ずかしいだろうけれど、いまこの部屋にいるのは私一人なのでなにも問題ない。

　愛莉は懲こりずに鏡の前でポーズを決める。

　なにせ、この制服を目当てに姫乃浜学園を受験したようなものなのだ。

　もっとも、この田舎で学校といえばそこくらいしかないというのも理由の一つ――いや、最たる理由だ。最寄もよりの学校には違いないのだが、その姫乃浜学園だって家からは車で一時間ほどかかる。

　交通の便の悪い、辺鄙へんぴなところにあるからか姫乃浜学園は全寮制だ。制服を着たまま、ダンボール箱の一番奥に入っていた冊子――『入寮の手引き』をパラパラとめくる。

　入学式まであと二週間。式の一週間前から前日までには学園寮――姫乃寮ひめのりょうへ入っておかなければならない。

「この家ともいよいよお別れかぁ」

　冊子を閉じて部屋を出た愛莉は縁側から中庭へ下りた。

　瓦屋根の古風な一軒屋。それが、愛莉の実家。

　庭を吹き抜ける風がライトグレーのスカートの裾すそを揺らす。慣れ親しんだ家と土地を離れる寂しさと、新生活への期待と不安を、春を思わせる暖かな風に煽られる。

「愛莉～？　早く朝ごはん食べちゃいなさい！」

　台所のほうから母親の声が響いた。

　愛莉は大きな声で「はーい」と返事をして、家の中に戻った。


　入学式の三日前。

　愛莉は実家の軽自動車に乗って姫乃寮へ向かった。

　引っ越しということになるのだが、荷物は小ぶりのキャリーケースとハンドバッグ。その二つだけだ。

　キャリーケースの中には下着や私服など最低限の着替えを入れた。よけいなものは一切、入っていない。

（四人部屋だって書いてあったし、そんなにいっぱい持っていってもね……）

　冊子のあいだに挟まれていた入寮案内の紙に部屋割が記してあった。三年生に上がるまでは、だれかしらと部屋をシェアすることになる。

　決していいとはいえない乗り心地の軽自動車に揺られること一時間弱。

　後部座席で外ばかり眺めていた愛莉は「あっ」と叫ぶ。

「海だ！」

　車の窓を開けると、潮風が香った。

　白い砂浜と、どこまでも広がる水平線に目を奪われる。

「ここが、姫乃浜海岸？」

　運転席にいる父親が「そうだよ」と言葉を返してくれる。

「きれいなところねぇ」

　助手席から海を眺めながら母親が言った。

　愛莉は深呼吸をして目を輝かせる。

「ほんと、きれい！」

　愛莉は海岸の端から端まで隈なく視線を走らせる。

「あれ――なにかな。洞窟どうくつ？」

　灰色の岩壁に、ドーム状の大きな穴が開いているのが見えた。

「そうねぇ……あらっ、見てみてお父さん。夫婦岩めおといわよ」

　母親は洞窟どうくつよりも夫婦岩めおといわに夢中だ。

　いっぽう、母親に呼びかけられた父親はちらりと海のほうを見て、「あぁ、本当だ」と嬉しそうに笑って相槌あいづちを打った。

（まったく、うちの両親は）

　仲良きことは美しきかな、喜ばしいことではあるのだが――。

（これから娘と離はなれ離ばなれになるんだから、もうちょっと私の話に付き合ってくれてもよくない？）

　愛莉は「はぁ」とため息をついて、遠ざかるドーム状のくぼみを横目で見た。


　背の低い椰子ヤシの木が両側に何本も連なるアプローチの先に姫乃寮があった。一見すると高層マンションのようにも見える、近代的な建物だ。

　父親が車寄せに軽自動車を停めると、寮の中から管理人らしき中年の女性が出てきた。

　助手席に乗っていた母親が車を降り、

「お世話になります、新入生の高屋敷 愛莉の母です。これからどうぞよろしくお願いします」

　そう言って深々と頭を下げるので、愛莉も慌あわてて車を降りて母親の隣に立ち、「よろしくお願いします」と挨拶をした。

　姫乃寮は男子禁制だが入寮者の近親者――父親は許されるらしい。少ない荷物を、部屋まで父親に運んでもらう。

　吹き抜けのエントランスホールを抜けて廊下を歩き、エレベーターに乗って八○七号室へ。管理人さんの話だと、八○七号室にはまだだれも入ってきていないという。

　横にも縦にも大きな白い扉を開ける。

「わぁ……！」

　四人部屋は思いのほか広かった。愛莉の実家の私室の四倍はある。

　両側の壁に沿って二段ベッドが配され、それぞれカーテンがついていた。学習机は中央にまとめて四つ置いてある。

　クローゼットも、四つある。服を掛けることのできるハンガーの下に、棚が五段ほどあった。

　愛莉は窓際へ駆ける。海――姫乃浜を見渡すことができた。

「広いし、眺めもいいし、よさそうなところで安心したわぁ」

　いつの間にか隣に立っていた母親がほくほくとしたようすで言った。

　そうして、おもむろに両肩に手を載のせられる。

「愛莉。これから、楽しいことばかりとは限らない。だから……うまくやるのよ」

　神妙な面持ちで、あらためてそんなことを言われるとにわかに涙腺を刺激される。

　心なしか、母親の瞳は潤んでいる。ちらりと父親のほうを見やれば、目には涙が浮かんでいた。

　つられて、よけいに泣きたくなってくる。

（私のこと、どうでもいいわけじゃ……ないんだ）

　愛莉は口の端を無理やり上げて、涙を堪こらえて大きく頷うなずいた。


　姫乃寮のエントランスで両親を見送ったあと、愛莉は一階の食堂へ行った。

　まだ十六時前だが、お腹が空いてしまった。

　愛莉はパーカーのポケットに入れていた財布からＩＣカードを取り出す。ＩＣチップが埋め込まれた学生証だ。これで、食券を購入することができる。

　食券を購入し、案内看板に従ってカウンターへ歩く。そこから、厨房に向かって「お願いします」と声を掛けながらカウンターの上に食券を置いた。

「は～い」

　恰幅かっぷくのよい中年の女性が食券を取りにくる。

　厨房内には二人しかいなかった。食堂にいる人もまばらだ。春休みだからか、あるいは夕食には早い時間だからか、閑散としている。

　唐揚げ定食が載のったトレイを両手で持ち、窓際の席に座る。

（一人でごはんを食べるの、初めてかも……）

　家には常にだれかいたし、いままでの学校だってそうだ。食卓はいつも、家族や友人と囲んでいた。

（早く友達がほしい）

　愛莉は熱々あつあつの唐揚げにかぶりつき、もぐもぐと口を動かして窓の外を見る。中庭には玄関アプローチと同じ、背の低い椰子ヤシの木がいくつかあった。それだけで南国ムードが漂う。

　眺めはいいし、唐揚げは美味しい。それなのに、一人だというだけで物悲しくなる。

　愛莉は小さくため息をついた。


　愛莉が入寮した翌日。待望のルームメイトがやってきた。

「よろしく～っ！」

　八○七号室に荷物を運び入れてきたルームメイトに向かって愛莉は元気に挨拶をした。

　ルームメイトの二人――幸村ゆきむら 菜那ななと長谷ながたに 優ゆうは愛莉に負けない大声で「よろしくー！」と返した。

　姫乃寮歴、一日先輩の愛莉の先導で三人は売店を目指す。

「菜那ちゃんと優ちゃんって、もしかしてもともと友達？」

　――同時に入寮してきたし、なんだか仲がよさそうだし。

　それには菜那が答える。

「うん、そうなの。幼なじみ」

「そっかぁ～……」

　――いいな、羨うらやましい。

　愛莉にも幼なじみはいるが、なにぶん田舎なので友人が少なかった。姫乃浜学園は女子校なので、異性の友人は入学できない。貴重な同性の友人はみんな、県外の学校へ行ってしまった。

　姫乃寮の売店は品ぞろえが豊富だ。飲食物のほかにも日用品や雑貨、本まで売ってある。

　徒歩圏内けんないにショッピングモールがないので、車のない学生にとってこの売店はかなり重宝する。

　三人は売店でお菓子とジュースを買い、八階に戻った。エレベーターを降りてすぐのところにあるオープンスペースで、いましがた買ったお菓子を食べる。

　菜那と優は二人掛けのソファに並んで座った。愛莉はその向かいの、黒革のソファに一人で座る。ふかふかだ。

　ライトブラウンのローテーブルの上にお菓子を広げ、ジュースが入ったペットボトルを置く。

「愛莉ちゃんはさ、どうして姫乃浜に入ろうと思ったの？」

　ダークブラウンのふわりとしたセミロングヘアを揺らして菜那が首を傾げた。

「あー……ええと……制服がかわいかったから」

　大それた理由ではないので少々、言いづらかった。

　しかしすぐに菜那が「それ、わかるー！」と同調してくれたので、愛莉はホッと一安心する。

「菜那ちゃんと優ちゃんは？」

　愛莉が尋ねると、先に優が口を開いた。

「姫乃浜は、国立大学への進学率がこのあたりだとナンバーワンだからね」

　耳の下できちんと切りそろえられた黒髪のストレートヘアには真面目で勤勉な印象を受けたが、まさしくそのとおりのようだ。

「優ちゃんと同じ学校じゃなきゃ、やっていける自信がなくて。優ちゃん、すごく頭がいいの。だからいつも勉強を教えてもらってるの」

　菜那は苦笑くしょうを浮かべてポテトチップスをつまむ。

　とはいえ、姫乃浜学園の偏差値は高い。菜那もまた勉強はできるほうなのだろう。

　三人はたわいない話に花を咲かせる。

「そういえば優ちゃん、あのときだって――」

「えーっ？　それは菜那のせいでしょ」

「なになに？　なにがあったの？」

　愛莉が尋ねれば、菜那と優は事細ことこまかに話してくれる。愛莉は菜那と優の話題についていけないことがしばしばあった。

（二人は幼なじみなんだし、仕方ない。聞いたら教えてくれるから、いいんだけど）

　疎外感そがいかんが少なからずあって、なんだか寂しくなる。

（もう一人、ルームメイトがいるはずよね）

　ベッドと机の割り振り表には菜那と優のほかにも確かに名前が記載してあった。

　愛莉はその『もう一人』を、首を長くして待ちわびる。


　入学式の前日。

　お昼を過ぎても、残る一人のルームメイトはやってこなかった。

　新入生のほとんどが午前のうちに入寮を終えたと管理人さんから聞いた。

（もしかして、入寮できなくなっちゃったとか？）

　まだ見ぬルームメイトの身を案じながら、愛莉は八階のオープンスペースの窓から外を眺めた。ここからはちょうど車寄せが見える。

　三十分くらいはそうして階下を眺めていたが、その間、車は一台もやってこなかった。

「あれっ、愛莉ちゃん。なにしてるの？」

　通りかかった菜那に声を掛けられる。優も一緒だ。

「あと一人のルームメイト、まだこないなぁと思って」

「あぁ～、そうだね」

　菜那と優も、愛莉と同じように窓から階下を見る。

　車どころか、人っ子ひとり見当たらない。

「菜那ちゃんたち、どこかへ行くところだった？」

「うん。売店で本でも買おうかなって」

「あ、じゃあ私も行く」

　ここでいつまでも階下を眺めているのは、どうかと思う。

　愛莉は菜那と優のあとに続いてエレベーターに乗り、一階の売店へ行った。

　新刊コーナーで本を物色する。結局、本を買ったのは優だけだった。

　八〇七号室に戻り、入浴の準備をしているときだった。

　コンコンッというノック音が響く。

　扉の近くにいた愛莉は「はーい」と返事をしてドアノブを掴つかみ、真っ白な大扉を押し開けた。

　煌きらめくプラチナシルバーの髪。

　透き通ったエメラルドの瞳。

　日本人にはない、彫りの深い造作ぞうさく。

「……こんにちは」

　そのふっくらとした唇から流暢りゅうちょうな日本語が発せられたことに安心しながらも、愛莉は戸惑いを隠せなかった。

「こ、こんにちは」

　ベッドの割り当て表に記されていた名前からはまったく予想できなかった。まさかこんな――日本人的な要素が一つもない子がルームメイトだとは、思わなかった。

　彼女の傍かたわらには海外旅行に持っていくような大きなキャリーケースがあった。愛莉が持ってきたものよりも三倍ほど大きい。

「三条さんじょう 花蓮かれんです。よろしくお願いします」

　そうして彼女――花蓮は深々と頭を下げる。

「よろしくお願いします。あ、高屋敷 愛莉です」

　愛莉は慌あわててお辞儀をした。日本語で挨拶されて、日本語で返しているというのに、外国人に会ったときのように緊張してしまう。

「あっ、最後のルームメイトさん？」

　部屋の奥から菜那と優が出てきた。花蓮を見るなり驚いたように目を丸くする。

　花蓮はふたたびフルネームで自己紹介をした。菜那と優も、それぞれ名乗る。

「花蓮ちゃんっていうんだ。もしかしてハーフ？」

　菜那が尋ねると、花蓮は無表情で「ええ」と返した。

「……荷物は、どうすればいいのかしら」

　部屋の中に入るなり花蓮は思案顔になる。

「ベッドに振ってある番号の棚に置くといいよ」

　優が説明すると、「そうなの」とだけ言って花蓮はベッドを見た。しかし、どのベッドが自分のものなのかわかっていないようだった。

「花蓮ちゃんは二番のベッドだよ」

　愛莉が言うと、花蓮はコクリと小さく頷うなずいて、大きなキャリーケースをゴロゴロと押して二番の棚の前に立った。キャリーケースを横たえて、ロックを外して開く。遠目からでもケースの中に大量の私物が収められているのがわかった。

　花蓮はそれを一つ一つ取り出して、棚に並べ始める。

「愛莉ちゃん、花蓮ちゃん。私たちお風呂に行ってくるけど、愛莉ちゃんたちはどうする？」

「あー……私は、もうちょっとあとから行くね」

　愛莉が答えると、少し遅れて花蓮が「私も」と言った。

　菜那と優が部屋から出て行ったあと、愛莉は荷物の整理をしている花蓮のようすを伺うかがう。

（わぁ……。棚、全部埋まっちゃってる）

　それでもまだキャリーケースには雑貨が残っている。花蓮は顎あごに手を当てて棚とにらめっこしている。明らかに、荷物の置き場所に困っている。

「花蓮ちゃん、私の棚も使っていいよ。場所あまってるし、隣だから」

　すると花蓮は「えっ？」と声を上げながらこちらを振り返った。大きな瞳で瞬まばたきをしたあと、口元をほころばせる。

　花蓮は、笑うと一気に人懐っこくなる。逆に、無表情だと――少し近寄りがたい。

　カーペットの上に座り込んでいた花蓮はすっくと立ち上がり、愛莉の前までやってくる。

　ギュッと両手を掴つかまれ、

「ありがとう、アイリ！」

　――いきなり呼び捨て!?

　そうは思ったが、愛莉は笑って「どういたしまして」と言葉を返した。

「棚に並べるの、私も手伝っていい？」

「ええ、もちろん。ありがとう」

　それからは二人でせっせと棚に雑貨を並べていった。

　キャリーケースの中身が片付くころには日が暮れていた。

　花蓮と一緒にお風呂へ行く。菜那と優はいまごろ食堂だ。

　バスルームは各階に一つ設しつらえてある。

　脱衣所も浴室も、広々としていて使いやすい。ホテルの大浴場とそう変わらない造りだと思う。

　着ていたスウェットを脱いで脱衣かごの中に放り込む。

「あ、花蓮ちゃん。バスタオルは湯船に入る前に外さなくちゃいけないけど」

　ふと花蓮を見やれば体にしっかりとバスタオルを巻いていたのでそう言った。

　愛莉はいつも、ボディタオルだけを持って浴室に入る。

「そうなの……？」

　不安げに呟つぶやき、花蓮は下を向いてバスタオルの端に手を掛ける。

　花蓮の裸体が曝さらけ出るのを、どうしてか見つめてしまう。

（わぁ……腰、ほっそい）

　胸が大きいから、くびれがよけいに目立つ。

（――って、こんなにジロジロ見てたんじゃ失礼だよね）

　愛莉はパッと視線を逸らして浴室へ入った。

　シャワーで体を洗い、湯船に浸かる。何人か先客がいた。八階は新入生のフロアだから、みんな同級生だ。

　お湯に浸かったまま窓際で外を眺めていると、いつの間にか隣に花蓮がいた。

「アイリ……。これからも、私にいろいろ教えてくれる……？」

　花蓮は俯うつむき加減だ。それが、新生活に不安を抱いているように見えた。

「うん。私にわかることなら」

　すると花蓮は顔をほころばせた。

　その微笑ほほえみが、やけに印象的だった。


　入学式の日はよく晴れて、絶好の行事日和ぎょうじびよりとなった。

　姫乃寮と学園の校舎は目と鼻の先にある。徒歩三分といったところだ。

（よし、っと）

　寮の部屋、扉近くの壁に造りつけられた全身鏡の前で制服のリボンを正す。

　花蓮や菜那、優が部屋の中にいるので、くるりと一回転するのはやめておいた。

（うん、やっぱり似合ってる！）

　心の中で自画自賛する。ようやくこの制服を着ることができて、幸せだ。

「行こ～」

　菜那の一声でみんなそろって部屋を出る。部屋はオートロックだ。開錠にはＩＣカードを使う。

　姫乃浜学園の生活ではＩＣカード学生証が欠かせない。校舎に入るときも、ＩＣカードが必要になる。

（寮もそうだけど、この校舎も――立派）

　五階建ての校舎は姫乃寮と同じく壁が真っ白だ。ＩＣカードをかざして中へと入る。エントランスホールは寮のものよりも広大だ。一学年くらいなら学生がすべて収まりそうだ。

　まず二階の教室で点呼があった。そのあと、列を成して体育館へ向かう。体育館へは二階からそのまま、連絡橋を通って行くことができる。

　入学式は滞りなく進んだ。

　愛莉はパイプ椅子に座り、自分の名前が呼ばれるのを待つ。返事をして立つ、という――動作としては単純なことなのだが、多くの学生や保護者たちの前でそれをするとなると、緊張する。

「高屋敷 愛莉さん」

「はい」

　返事をして立つ。クラスの全員が名前を呼ばれるまでこのままだ。

「――以上、Ｂ組四十名。着席」

　皆がいっせいに着席する。そうしてまた別のクラスの学生が名前を呼ばれてその場に立つ。

（ふう……）

　無事に済んでよかった。

　あとは、うたた寝しないように気をつけていればいい。

　そう思っていたものの、学園長先生や来賓の話を聞いていると眠気を誘われた。体育館内がとても暖かいのもいけない。

「――新入生代表、三条 花蓮さん」

　睡魔に襲われていた愛莉だが、一気に目が覚める。

（えっ、花蓮ちゃん？）

　そういえば花蓮だけ、座る場所が違っていた。

「はい」

　花蓮は凛とした声で返事をして席を立ち、来賓や保護者席に一礼して壇上に登った。

　微笑ほほえみをたたえ、「暖かな春の訪れと共に――」と話し始める。

（すごい……。カンペなしで挨拶してる）

　花蓮は体育館内をゆっくりと見まわしながら、なにも見ず、言葉に詰まることもなく、新入生代表として雄弁している。

「どうぞ、ご指導ご鞭撻べんたつのほどよろしくお願いいたします」

　そう締めくくり、花蓮が頭を下げると、拍手喝采かっさいが湧き起こった。学園長先生や来賓の挨拶よりも格段に大きな拍手だった。

　入学式が終わり教室に戻ると、花蓮は複数のクラスメイトに取り囲まれた。

「花蓮ちゃんって帰国子女なの？」

「じゃあ英語ペラペラ～!?」

　クラスメイトたちは口をそろえて「すご～い」と言う。

「でも、どうしてこの学園に？」

　すると一瞬だけ、花蓮の表情が引きつった。

「それは、ちょっと……言えない。ごめんなさい」

「あー……そうなんだー……」

「ねぇねぇ、それじゃあさぁ――」

　クラスメイトたちは懲こりずに花蓮に質問を投げかけていく。

（あんなに質問攻めにされたら、私だったらイヤだけど）

　花蓮は、どうなのだろう。微笑ほほえみは浮かべているものの、戸惑っているようにも見える。

　愛莉は結局、寮の部屋に帰るまで花蓮とは一言もしゃべらなかった。

「……花蓮ちゃん、大丈夫？」

　ベッドの上段へと登ろうとしている花蓮に愛莉は声を掛けた。なんだか疲れているようだったからだ。

　花蓮はハシゴに掛けた足を引っ込めて、「え、ええ……」と呟つぶやく。なにか、ほかにも言いたげだった。

「アイリ――」

　パジャマの裾すそをクイッと引っ張られる。それはまるで、小さな子どもがなにか催促しているよう。

「うん？」

　愛莉が首を傾げると、花蓮は口を大きく開ひらいた。

　しかし、言葉は出てこない。花蓮は開ひらいた口をゆっくりと閉じて、最後にはキュッと引き結んだ。

「……ごめんなさい、なんでもない」

　曖昧あいまいに笑って、「おやすみ」と言いながらハシゴを登っていく。

（どうしたんだろ……）

　気にはなったが、花蓮が「なんでもない」と言うのだ。深く追求しないほうがいい。

　愛莉はベッドの下段に入り、音が立たないようにそっとカーテンを閉めた。


　学園生活は順風満帆じゅんぷうまんぱんに滑り出す。

　寮での寝起きにもすぐに慣れた。もともと、どこででも眠ることができる性質たちだ。

　授業についていけない、ということもない。予習復習は必須だが、寮では皆がそうして勉強するのが当たり前のことなので、苦にはならなかった。

　そうして二週間が経つころには、クラスメイト全員の顔と名前を覚えた。

　愛莉は相変わらず、教室では花蓮と言葉を交わすことが少なかった。花蓮はいつも、不特定のクラスメイトに囲まれている。

「花蓮ちゃんってさ、成績優秀、スポーツ万能――で、あの見た目。なんでもそろってるよね」

　体育の授業を終えてロッカールームで着替えをしているときだった。隣のロッカーを使っているクラスメイトが唐突に言った。

「……でも、ちょっとお高くとまってると思わない？」

　別のクラスメイトが不満げに呟つぶやいた。花蓮はまだロッカールームに来ていない。それゆえの陰口だ。

　愛莉は制服のスカートを履きながら、不満げなクラスメイトに微笑ほほえみかける。

「まわりとうまくコミュニケーションが取れないだけなんじゃないかな？　ほら、外国育ちみたいだし」

「あぁー、それある～！　なんていうの？　カルチャーショック？」

「うん、きっとそんな感じ」

「じゃあ日本のこと、うちらが教えてあげないとねー！」

　愛莉は笑顔でコクコクと頷うなずく。

（はー……なんか、疲れる）

　まだ入学して二週間だ。クラスメイトの顔と名前は覚えたが、人となりまではわからない。これからだ。

　気の合う友人を見つけるというのは、なかなか骨が折れる。

　住んでいた場所、育ってきた環境がまったく違う人と一緒に学園生活を送っていかなければならないのだ。

（そう思うと、花蓮ちゃんは……ホント、大変だよね）

　日本の文化は、もしかしたら外国育ちの花蓮には窮屈きゅうくつに感じるのかもしれないと愛莉は思うのだった。

　夕方、授業を終えた愛莉は寮の八〇七号室で、制服のまま入浴の準備をしていた。

　そこへ、花蓮がやってくる。なにを言うでもなく、愛莉のすぐそばに立った。

「アイリ。私のこと……かばってくれてありがと」

「えっ？」

　なんのことなのか、すぐにはわからなかった。

（かばう――……って、私……なにかしたっけ）

　愛莉が思案顔になったからか、花蓮は「ロッカーで」と言い足した。

「あぁ！　……あ」

　あのとき花蓮はロッカールームにいないと思っていたが、もしかしたら扉の前にいて、中へ入ろうとしていたのかもしれない。

（まわりとうまくコミュニケーションが取れないって……言っちゃったような……）

　花蓮が気を悪くしていないか心配になった。謝るべきだろう。

「あー……ええと、ごめんね。うまくコミュニケーションが取れないなんて言って……。花蓮ちゃんってキレイだから……誤解されやすいんだね、きっと」

　なんとかして笑顔を作ってそう言うと、花蓮は小さな声で「そうなの」と相槌あいづちを打った。

「私、誤解されやすいの。お高くとまってるつもりなんてない」

　花蓮の表情が、しだいに悲しげなものに変わる。なにかを我慢しているような、そんな顔だった。

　花蓮が大きく息を吸い込む。

「私ね、女の子のことが大好きなの」

　愛莉がなにか言う前に花蓮は言葉を継ぐ。

「だって、恋愛対象なんだもん！　だから、話をするのもドッキドキ……！」

　――はい？

「特に、アイリと一緒にいると……すごくドキドキする」

　――あの？

「アイリは、私に深く踏み込んでこない。でも、気遣ってくれるし……さりげなく助けてくれる。そういう――ｇｅｎｔｌｅｍａｎｌｙヂェントゥルマァンリィなところ……すごく好き」

　じり、じりっと花蓮が詰め寄ってくる。

「あぁ……もう、がまんできない」

　心なしか花蓮の息遣いが荒い。

「私――本当は、アイリのこと襲いたくてしかたがなかったの……！」

　そうして花蓮は両手の指をわきわきと動かす。

　愛莉は壁にドンッと後頭部を打ちつけたあとで、「はぁっ!?」と驚嘆した。

　花蓮の両手が伸びてきて、制服の袖そでを摘つまむ。

「アイリ……私の恋人になって？」

　――なんでそうなる！

　花蓮は冗談を言っているようではなかった。

　いまにも泣き出しそうな顔だが、真剣さがひしひしと伝わってくる。

　制服の袖そでを摘つまむ指先だって、わずかに震えている。

（でも、そんな……女の子同士で、なんて……）

　いままで考えたこともなかったし、これからもそうだし、想像もつかない。

　これは、きっぱり断ったほうがいい。曖昧あいまいな態度はよくない。

「……ごめん、花蓮ちゃん。恋人には、なれない」

　すると、花蓮の表情があからさまに硬くなった。

　花蓮を『傷つける』覚悟のなかった愛莉は慌あわてて言い繕う。

「でも、これからも友達だから」

　恋愛対象が女性だという花蓮に対して、『友達』という状況が成り立つのか愛莉にはわからなかった。

（でも、花蓮ちゃんのこと……嫌いなわけじゃ、ないし）

　ルームメイトとして、良好な関係でいたいと思った。ところが、

「……Ｎｏノォゥ」

　花蓮は『うん』と言わない。

「友達じゃ、イヤ！」

　眉間みけんに皺しわを刻んで、花蓮は声を絞り出す。

「私、アイリとｓｅｘｕａｌセェクシュアルな関係になりたい」

「セッ、セクシャッ――!?」

　恥ずかしくて最後まで言えなかった。

　先ほどのジェントルマンリーといい、その部分だけいやに流暢りゅうちょうな発音だ。さすが帰国子女――などと、感心している場合ではない。

「私ね……ここの制服がすごくかわいかったから、入学を決めたの」

　――まさかの、同じ志望動機。

「アイリ……その制服、あなたにすごくよく似合ってる」

　制服の袖そでは控えめに摘つままれていたはずなのに、いつの間にか腕を掴つかまれていた。

　逃がさない、と言わんばかりにしっかりと愛莉の両腕を掴つかみ、花蓮は「はぁ、はぁっ」と息遣いを荒くする。

　花蓮の美しい顔が、だんだんと近づいてくる。

　このままではぶつかってしまう。

「かっ、花蓮ちゃん!?」

　呼びかけると、花蓮は顔を斜めに傾けた。なにをするつもりなのかようやくわかって、愛莉は短く息を吸い込む。

「ごめんっ、本当に――むっ、無理！」

　手を振り払い、背を向ける。心臓が、ドキドキとうるさい。

　花蓮の表情がわからない。泣いていたらどうしよう。

（でも、だからって……！）

　応こたえることはできない。

　しばしの沈黙があった。愛莉は顔だけを動かして、おそるおそるうしろを見た。花蓮は下を向いていた。

「……私、あきらめないわ」

　俯うつむいたまま発せられた声はくぐもっていた。

「Ｎｅｖｅｒ　ｇｉｖｅ　ｕｐネェヴァギィヴアプ！」

　そう叫びながら、花蓮は愛莉に抱きつく。

　急にうしろから抱きつかれた愛莉は瞬時に身を硬くした。

　そして、抱きつかれただけならまだしも、制服の上からぐにゃっと胸を揉まれたものだから、

「ぎゃあぁっ！」

　叫び声を上げて花蓮の腕を思いきり振り払う。

「なっ、なな、なにするのっ!?」

「はぁ……アイリの胸、すごく柔らかぁい……」

　愛莉は顔を引きつらせる。

　――この子にうしろを取られたら絶対にまずい。

　なにをされるかわかったものじゃない。

「私っ！　お風呂、行ってくる！」

　愛莉は棚の上に置いていた着替えを両手で抱え、逃げるように部屋をあとにした。


    
        第一章　アイリとカレンのウォークラリー


　眠りは常に深いほうだ。

　『愛莉は一度寝たらめったなことじゃ起きない』と、母親によく言われていた。

　――だから、まったく気がつかなかったのだ。

「ん……」

　頬になにかが当たってる。

　いや、なにか風のようなものを感じる。

　窓を開けて寝た覚えはないのだが――。

　目を開ける。すぐには焦点が合わない。

　すぐそばに、透き通るようなエメラルドグリーンがあった。

　おかしい。ベッドの上には枕と布団以外なにもないはずだ。

　愛莉は目を見開く。

　いまにも唇が触れそうな位置に、その人はいた。

「――ぎっ」

　愛莉の叫び声が八〇七号室にこだますることはなかった。

「むぐぅっ」

　なぜなら、口を手で塞がれたから。

「だーめ、静かにしてなくちゃ」

　少しも悪びれたようすなく花蓮は言う。

「安心して？　アイリが寝ているのをいいことに唇を奪ったりなんかしてないから」

　すりすりと頬を撫でられ、身の毛がよだつ。言葉が出ない。

「ただ、アイリのかわいい寝顔を眺めていただけ」

　脇腹のあたりがゾクッと震えた。

「ちょっ、ちょっと！　触らないでもらえるかな!?」

　愛莉は低く抑えた声で花蓮を咎とがめた。隣の二段ベッドではまだ菜那と優が眠っていることだろう。

「どうして？　『お友達』なら、これくらい普通でしょ？」

　ぶんぶんと全力で首を横に振って否定を示す。

　いくら仲のよい友達でも、頬を撫でまわすなんてきっとしない。

「ところでアイリ。私のこと、カレンって呼んでくれない？」

「……なんで？」

「だってそのほうが、親密な感じがするじゃない？」

　愛莉はまたも首を横に振る。

「絶対に嫌」

　すると花蓮は不満そうに唇を尖らせる。

「つれなぁい……」

「つれなくない。……もう起きなくちゃ」

　あたりは明るい。ちょうど、部屋の中に音楽が流れ始めた。寮ではいつも決まった時間に、目覚まし代わりにクラシック音楽の放送が始まる。

　愛莉は花蓮を避けるようにしてカーテンを開け、ベッドを出ていく。

　花蓮もすぐに出てきた。菜那と優に、愛莉のベッドにいるところを見られてはまずいと思ったのだろう。

　花蓮はクローゼットの前に立ち、制服を手に取った。

「三条さん。今日はウォークラリーだから制服じゃなくてジャージに着替えなくちゃ」

「あぁ、そうだったわね。……って、なぁに！　その他人行儀な呼び方！」

　制服をクローゼットに戻しながら花蓮は眉を下げる。

「そんな呼び方なら、『花蓮ちゃん』のほうがマシよ」

「ううん。苗字で呼ぶほうが、適度な距離感があっていいと思う。これからはそうする」

「Ｏｈ，ｍｙ　ｇｏｓｈなんてこと！」

　両頬に手を当てて落胆する花蓮を横目に、愛莉は素早くジャージに着替えるのだった。


　海辺に立つ学園のウォークラリーだ。てっきり砂浜を歩いてまわるのかと思っていたが、そうではなかった。

　姫乃浜学園の校門で点呼がなされたあと、引率の先生に連れられて山へ向かった。

　ウォークラリーは新入生だけのイベントだ。親睦を深め、協調性を高めることが目的である。

　山の麓ふもとに着くと、先生がウォークラリーの説明を始める。

「姫乃浜学園のウォークラリーはすっごく大変らしいよ～」

　すぐそばにいた菜那が声を潜ひそめていった。

「なんでも、毎年一組は遭難するグループが出るとか」

　優が付け足した。愛莉は「えっ!?」と声を上げる。

　ウォークラリーでは寮の部屋ごとにグループを作る。したがって、愛莉は菜那と優、それから花蓮と一緒に山道を巡り、皆で協力して課題をクリアしていかなければならない。

「アイリ。遭難しても私たちはずっと一緒だからね」

　花蓮は愛莉の腕に自分の腕を絡ませて身を寄せる。

　愛莉は苦笑するばかりで、どうすることもできない。みんなの前で花蓮を無下むげにするのはどうかと思ったからだ。

「愛莉ちゃんと花蓮ちゃん、もうすっかり仲良しだねー」

　菜那に言われ、愛莉はギクリと体を強張こわばらせる。

（――って、べつにギクッとすることなんてないんだから）

　なにかやましいことがあるわけではないのだ。

　ただ、花蓮には好きだと言われただけで――。

　頭の中に『セクシャル』という言葉がパッと蘇る。

（あぁもう……やめやめっ、考えないようにしよ）

　愛莉は頬が熱くなるのを感じながらも小さく首を横に振り、手に持っていた地図を見下ろした。ウォークラリーのチェックポイントが記された、山のマップだ。

「うわぁ……けっこう多いね」

　マップには、まわらなければならない箇所チェックポイントが無数に書いてある。

「そうそう。一つ一つの課題……クイズは大したことないらしいんだけど、とにかくあっちこっちまわらなくちゃいけないから、大変みたい」

　そう言って菜那は「うーん」と腕組みをする。

「まぁ、そんなに険しい山じゃないから。さ、行こう」

　優の先導で山道へ向かう。ほかのグループも、続々と入山している。

「日本の山って、動物はいるの？」

　すぐそばを歩く花蓮が唐突に尋ねてきた。

「そりゃぁ、まあ……いるんじゃない？」

　愛莉が答えると、花蓮はどこか嬉しそうに口の端を上げる。

「……動物、好きなの？」

「うん、好き。だって、無邪気でかわいいんだもの」

「あ、そう……」

　野性の動物にもそれが当てはまるのだろうかと疑問に思ったが、口には出さなかった。

　間もなくして、一番目のチェックポイントに到着する。

　木の幹に括くくり付けられた紙――ラミネート加工されている――に書かれたクイズを読む。

『姫乃寮の起床時刻は？』

「あぁ……なんだ、こういうクイズか」

　呆あきれたように――残念そうに、優が言った。どうやら、もっと捻ひねりのあるものを期待していたらしい。

「簡単だね。寮則とか校則の確認って感じなのかな」

「そうみたいだね」

　菜那に相槌あいづちを打ちながら、愛莉はバインダーに挟んでいた解答用紙にクイズの答えを書いていく。

「よし、じゃあ次」

　二番目のチェックポイントにも、すぐに辿たどり着いた。

『姫乃寮の消灯時刻は？』

「かんた～ん」

「簡単すぎる」

　菜那と優がそれぞれ言った。優はやはり、もっと難しいクイズに挑戦したいようだ。

　その後も順調にチェックポイントを押さえていった。

　いっぽう花蓮はというと、端はなからクイズに解答しようという気がない。先ほどからそわそわしたようすで、きょろきょろとあたりを見まわしている。

　ウォークラリーのクイズには解答しようとするまいと成績には響かない。正誤を問わず、とにかく全問解答すれば記念品がもらえる、というだけ。だから、解答は本人しだいではあるのだが――。

「ねえ、ちゃんと解答してる？」

　愛莉が尋ねると、花蓮はどこか上の空で「うーん？」と唸うなった。

「あっ――たぬき！」

　突然、花蓮が走り出す。

「えっ!?　ちょっと！」

　花蓮の背中は瞬く間に遠くなる。

「もうーっ！」

　愛莉はすぐに花蓮を追いかけた。

（無駄に足が速いのよ！）

　心の中で不満を漏らしつつ必死に花蓮を追いかける。

　うしろから「ここで待ってるからね！」という菜那の声が聞こえてきた。愛莉は後方を振り返って「うん、ごめんね！」と叫ぶ。

　花蓮は山道から外れてもなお、たぬきを追って全速力で駆け抜ける。愛莉はついていくのがやっとだった。

「は――はぁっ……」

　ようやく追いついた。すっかり息が上がってしまった。

「あぁん……見失っちゃった……」

　猫撫で声でそんなことを言うものだから、呆あきれてしまう。

「もうっ！　勝手な行動は控えてよね！　ほら、早く戻ろう」

　愛莉は花蓮の腕を掴つかんで引っ張る。

「ゃんっ！　アイリに掴つかまれちゃった」

「へっ、へんな声出さないで！」

　あわてて手を放すと、花蓮はたぬきを逃したときと同じ調子で残念そうに「あぁん」と呟つぶやいた。

「まったく――」

　憤然と一歩を踏み出した愛莉だが、すぐに立ち止まる。

（ええと……）

　ここは、どこだろう。

　ひやりとした汗が脇腹のあたりを伝う。

　愛莉は手に持っていたバインダーをバッと勢いよく開く。マップと周辺を交互に見やる。マップに記された目印を必死に探すものの、一つも見つからない。

　愛莉はゆっくりと首を動かして花蓮のほうを見やる。

「……来た道、わかる？」

　すると花蓮はエメラルドグリーンの大きな目をほんの少しだけ見開いたあとでふるふると首を横に振った。

　愛莉はサァッと青ざめて、リュックのポケットからスマートフォンを取り出す。

　一縷いちるの望みをかけて画面を表示させたものの――圏外けんがいだった。

　愛莉は静かにため息をついて、スマートフォンをポケットに戻し、あたりを見まわした。

「こっち……だったかな……？」

　こうなればもう、記憶を頼りにもとの場所へ戻るしかない。しかしその肝心の記憶が曖昧あいまいだ。

「ねぇ、こっちだったと思う？」

「うーん……覚えてない」

　夢中でたぬきを追いかけていた花蓮は、そうだろう。そういう愛莉だって、花蓮を追うだけで精いっぱいだったのだ。

「あっ、そうだ。コンパスアプリ！」

　以前、友達が使っているのを見たことがある。愛莉はスマートフォンの画面をタップしてコンパスアプリを探した――が、見当たらない。ここは圏外けんがいなので、検索もダウンロードもできない。

「……コンパスアプリ、入れてる？」

「なにそれ？」

「ああぁ……」

　愛莉は頭を抱えてその場にしゃがみ込んだ。

　やはり、この曖昧あいまいな記憶を辿たどるしかないのか。嫌な予感しかしない。

「でも、とにかく進まなくちゃ……日が暮れちゃう」

　愛莉はすっくと立ち上がり、花蓮に「歩こう！」と声を掛ける。

「うん！」

　どこか嬉しそうに花蓮は返事をした。

（もうっ……呑気のんきなんだから）

　花蓮には、迷子になったという自覚がないのだろうか。いや、もとの場所に戻ることができれば、迷子でも遭難でもない。

　愛莉は慎重に前へ進んだ。花蓮にもたびたび、道が合っているか尋ねた。花蓮は首を傾げるばかりだったので、まったく当てにならなかった。

「…………」

　――ここはどこだろう。

　もうずいぶん歩いた。走って花蓮を追いかけたぶんよりも遥かに長い距離を歩いたと思う。

　それでも、もとの場所に戻れないのだ。

　手にはスマートフォンを持ち、圏外けんがいを脱する場所がないか常に確認していたが、ずっと圏外けんがいだった。

　遭難した。迷子になってしまった。

　愛莉はへなへなとその場に崩れ落ちる。

「……休憩しよう？」

　いやに落ち着いた、静かな声音で花蓮が言った。愛莉のすぐそばに座って膝を抱える。

「アイリ。お弁当、食べようよ」

　愛莉は前を向いたまま、瞳だけを動かして花蓮のほうを見る。

「……そうね」

　夕方までとっておいて傷ませるよりも、いま食べてしまうほうがいい。お弁当以外にお菓子やお茶もある。そちらは、できるだけ温存しておこう。

　リュックのショルダーベルトを肩から外し、中からお弁当袋を取り出す。

　膝の上でお弁当箱を開ける。五等分された肉厚なステーキに色とりどりの春野菜が添えられた豪華なお弁当は姫乃寮の食堂で作られたものだ。

「いただきます」

　愛莉と花蓮は二人して手を合わせる。

　花蓮は外国育ちだが「いただきます」や「ごちそうさま」のときはきちんと手を合わせるし、頭を下げての礼儀正しい挨拶もできる。たまにズレているのはなんなのだろう――と、かえって疑問だ。

　パキン、パキンッと、割り箸を二つに分ける音が森の中に響く。

　木々の合間を抜けて吹く暖かな風と、そよぐ草花を見ていると和む。迷子になってしまったことを、一瞬だけ忘れた。

　つい先ほどまで太陽は真上にあったと思っていたが、もう傾き始めた。

（陽ひが落ちたら、まずい）

　いまはぽかぽか陽気だけれど、陽ひが沈めば冷え込むに違いないし、もしかしたら危険な動物にも出くわすかもしれない。

　そう思い至ると気が急せいた。愛莉は忙せわしなく箸を動かして昼食を終える。

　いっぽう花蓮も、愛莉と同じ心境なのかあるいはたんに早食いなのかわからないが、食事を終えていた。

「私ね……アイリに見せたいものがあるの」

　おもむろに口を開いた花蓮を愛莉は凝視する。

「なに？」

　この危機的な状況を打開する秘密道具でもあるのだろうかと、にわかに期待する。

　花蓮は紺色のジャージの胸元を左手で撫で上げていく。ファスナーの一番上についている、銀色のスライダーを摘つまんでゆっくりと引き下げる。愛莉はそのようすをただ、見つめていた。遭難したショックで思考が鈍くなっていたのだと思う。

　ふつう、ジャージの下には白いシャツを着る。けれど花蓮はそうではなかった。

　ファスナーが下へずれるにつれ、透き通るような白い肌が露呈する。

　花蓮はジャージの中にシャツを着ていなかった。ミントグリーンのレースのブラジャーと、深い谷間が垣間見える。

「……こうやっておっぱいが見えたら、誘惑されちゃうでしょ？」

　ほんのりと頬を赤くしてそんなことを言う花蓮を、愛莉は呆然と見つめる。言葉が出なかった。

　しかし、しだいに様々な感情が込み上げてきて頭に血がのぼる。

「――っされないから！　……ていうか、いまそれどころじゃないからー!!」

　愛莉は憤然と立ち上がり、「行くよ！　さっさとファスナー上げて！」と一喝いっかつする。

「はぁ～ぃ……」

　つまらなそうな返事をして花蓮はファスナーを首まで上げて立つ。

　その後も、二人は森の中を彷徨さまよい歩いた。

　どれだけ歩いても、この山でウォークラリーをしているはずの学生たちと出会わない。

　よほど大きくルートから外れてしまったのだろう。そう思うとよけいに愕然がくぜんとなり、同時に失望した。

　愛莉は空を見上げる。陽ひはだいぶん傾いてしまった。カァ、カァというカラスの鳴き声が遠くで聞こえる。

　ふと花蓮を見る。先ほどにも増して肌が白く、顔色は決していいとは言えなかった。

「ねえ、寒いんじゃない？　上着、持ってないの？」

　ジャージの中には下着しか着ていないのだ。寒いに違いない。

　花蓮は困り顔で首を左右に振って「持ってない」と答える。

「……これ、使って」

　リュックに入れていたパーカーを手渡す。夕方は冷えるかもしれないと思って持ってきていたものだ。

「アイリ――」

　すると花蓮はいまにも泣き出しそうな顔になってパーカーを受け取った。ところが、着ようとはしない。

　上を向いたり下を向いたりして躊躇ためらいを見せながら花蓮は言う。

「……私は、大丈夫。こうやって、アイリと温め合ってれば」

　いましがた手渡したパーカーごと、ぎゅうっと抱きしめられる。

「ちょ、ちょっと……！」

「……ね？　温かいでしょ？」

　触れ合っている部分――頬は、たしかにそうだった。むしろ熱いくらいだ。ピタリと重なる頬が、とんでもなく熱い。

　だれかと、こんなふうに顔を寄せ合うのなんてめったにないからか、心臓がドキドキと鳴り始める。

　耳のすぐそばには花蓮の鼻と口がある。花蓮の息遣いが、しだいに荒くなっていくのがよくわかった。

「あぁん……なんだか、熱くなってきちゃった」

　花蓮が顔の角度を変える。頬同士は離れたものの、至近距離に翡翠色ひすいいろの瞳があった。

　その緑色はきっと、見つめていたら虜とりこになってしまう――。

「とにかく着て！」

　愛莉は花蓮の手元にあったパーカーをもぎ取り、無理やり着せた。

「はぅ」

　妙な声を出しながら花蓮は渋々しぶしぶといったようすでパーカーに袖そでを通す。

「アイリは寒くないの？」

「平気！　このままじゃ日が暮れちゃう。走るよ！」

「えっ、走るの～っ？」

「山を下くだる。公道に出ればきっと、だれかに助けてもらえる」

　菜那、優と合流するのは諦めよう。そもそも、二人はウォークラリーを中断している可能性がある。

（私と花蓮とはぐれた、って……先生に言ってるはず）

　そうなるとやはり、やみくもに山の中を歩きまわるよりも下山したほうがいい。

（そうよ、公道に出ればスマホが使えるだろうし）

　なぜ早く、そのことに気がつかなかったのだろう。みんなと合流することにばかり気を取られていたが、そうではなく、電波が入る場所に行けばいいのだ。そのほうが確実だ。

　愛莉は脱兎だっとのごとく山を下くだる。

　体力には自信がある。田舎育ちなので、毎日長い通学路を往復していた。

　しかし花蓮は違った。あからさまに息が上がっている。花蓮は立ち止まり、膝に両手を置いてぜいぜいと荒く息をする。

「ア、アイリ……ちょっと、待って。休憩……しよ？」

　愛莉は無言で唇を引き結ぶ。

　これくらいの距離を走ったくらいで休憩なんかしていたら、到底、麓ふもとまで辿たどり着かない。いよいよ真っ暗になってしまう。

「ごめん、休憩はできない」

　きっぱりと言ったあとで、

「……みんなのところに帰れたら、カレンって呼んであげる」

　下を向いていた花蓮が、驚いたようにバッと顔を上げる。

「きっともうすぐだよ。だから、頑張ろう？」

「……うん。わかった」

　花蓮は力強く頷うなずき、ふたたび走り出す。

　それからは、無言でひた走った。

　あたりはすっかり薄暗くなってしまった。それでも、ぼんやりとした光を目指して獣道けものみちを走る。

　諦めず、立ち止まらず、走り続ける。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

　アスファルトで綺麗きれいに舗装された道路を見て、これほど安心したことはいままでにない。

　無事、車道に出ることができた。

「大丈夫？」

　息遣いの荒い花蓮を気遣う。

「ん、ん……うん」

　額の汗を拭いながら花蓮はふわりと微笑ほほえんだ。

　愛莉は息をつき、縋すがる思いでスマートフォンを見る。

「よかった……電波、入ってる」

　愛莉はさっそく電話を掛ける。ひとまず優に掛けることにした。ウォークラリーのグループリーダーだからだ。

　トゥルルルル、トゥルルルル……というコール音に、漠然ばくぜんと不安を煽られる。

　どうか、繋つながって。

『もしもしっ!?』

　ひどく取り乱しているのが電話口から伺うかがえた。

「も、もしもし――」

　優が電話に出てくれたことで一気に安堵あんどして、足の力が抜ける。アスファルトの上にしゃがみ込む。

『いまどこにいるのっ』

「ええと、道路――あ、待って。ここの住所は、っと……」

　スピーカーフォンに切り替えて現在地を確認した。優に住所を伝えると、

『先生が車で迎えに行ってくれるから、その場から一歩も動かずに待ってて！』

　電話口からでも凄まじい剣幕を感じた。愛莉はすぐに「はいっ」と返事をした。

　それから約二十分後のこと。

　道路端で膝を抱えていた愛莉と花蓮を、車のヘッドライトが照らす。二人はすっくと立ち上がった。

　車が路肩に停まる。運転席から担任の先生が顔を出す。

「二人とも、心配したのよ！」

　駆け寄ってきた先生に、愛莉はすぐに「ごめんなさい」と謝った。

「先生、高屋敷さんは少しも悪くないんです。私が巻き込んでしまったんです。私が、たぬきを追いかけたばっかりに……。軽率な行動だったと反省しています。申し訳ございませんでした」

　そうして花蓮は深々と頭を下げる。

　愛莉は「あっ、ええと」と言葉を濁にごすばかりで、なにも言えなかった。

（本当のことだけど、いいのかな……）

　もし花蓮だけが停学、というようなことになったら――どうしよう。

　担任の先生は眉根を寄せて首を傾げる。

「そうなの？　まぁとにかく、車に乗って。寮に帰りましょう」

「はい」

　促されるまま、後部座席に乗り込む。

　姫乃寮へは三十分もかからなかった。山の中をずいぶんと歩きまわったが、それほど遠くへは行っていなかったようだ。

「今回のこと――処分は学年主任の先生が決めると思うけれど、まぁ……たぶん、反省文程度よ」

　愛莉はホッとする。反省文くらいなら、大したことはない。

　寮の部屋に戻るなり、愛莉と花蓮は菜那と優に詰め寄られた。

「もうーっ！　全然戻ってこないからっ……心配したんだからね！」

　菜那の瞳にはうっすらと涙の膜が張っていた。

「でも、ほんと……無事でよかった」

　そしてそれは、優も同じだ。

　二人が瞳を潤ませているものだから、つられて涙腺が熱くなる。

「心配かけて、ごめん」

「ごめんね」

　愛莉と花蓮がそれぞれ謝る。

　菜那は両手をめいっぱい伸ばして二人の体を抱き寄せた。優もまた、菜那の腕に自分の腕を重ねた。


　八階のお風呂には、私たちのほかにだれもいなかった。

　消灯時間はとうの昔に過ぎている。食堂で特別に夜食を出してもらって食べていたら、こんな時間――深夜になってしまった。

　愛莉は脱衣所で、無言で服を脱ぐ。すぐそばには花蓮がいる。二人きりだからか、妙に花蓮のことが気になってしまう。

「……二人きりね」

　手早く服を脱いで裸になった花蓮がおもむろに言った。愛莉の両肩がビクッと弾む。

「おっ、お風呂では一メートル以内に近づかないで！　ぃやっ、二メートルッ」

「えぇ～っ!?」

「ほらっ、離れて！」

「Ｏ．Ｋ，Ｏ．Ｋはい、はい……」

　花蓮はしぶしぶといったようすでうしろ歩きをする。そのあいだに愛莉は花蓮に背を向けて服を脱いだ。

　両腕で前を隠しながら早歩きで浴室へ入る。花蓮には少しも目を向けなかった。

　頭からシャワーを浴び、がむしゃらにシャンプーを泡立てる。

　――私はどうしてこんなにも取り乱しているのだろう。

　わからないけれど、手を動かさずにはいられなかった。

　体を洗い終わる。このまま浴室を出ようかとも思ったが、湯船に浸かって今日の疲れを癒したいという気持ちもある。

　花蓮はすでに湯船にいる。愛莉は花蓮がいるのとは反対側から湯に浸かった。

　窓際へ行き、夜景を眺める。いつもより光が少ない。もう夜の十二時近いからだろう。

「ところでアイリ。約束……覚えてるよね？」

　一瞬、なんのことかすぐには思い当たらなかった。

（あぁ、そういえば――）

　みんなのところに帰れたら名前を呼ぶと約束していた。

（べつに、名前を呼ぶくらい……どうってことないんだから）

　そう呼んでほしいと言われたときは意固地になって拒んだが、心底嫌だというわけではない。

　友人の名を呼び捨てるのなんて、普通のことだ。

　普通の、ことなのに。

「……っ」

　どうして、初めの一言が出てこないのだろう。

　愛莉はこっそりと深呼吸をした。高鳴り始めた心臓を鎮めるためだ。

「アイリ？」

　不思議そうな顔で、花蓮は頭を斜めに揺らす。

　愛莉は長くゆっくりと息を吐きだす。そうして息を整えても、心臓までは整わなかった。

「……カレン」

　ようやく絞り出した声は、少し掠かすれていた。

「あぁ、聞こえなぁい！」

「――ッ、絶対、聞こえてるでしょ！」

「アイリ～。お願い、もう一度言って？　今度はとびきりあまぁく！」

「今度は、って……やっぱり聞こえてたんじゃない」

「ア・イ・リ！　はやくぅ」

「イ・ヤ！　もういいでしょ。何回も呼ぶとは言ってない」

「ひどい！　騙だまされた！」

「騙だましてない！　人聞きの悪いこと言わないで」

　愛莉はぷいっと顔を背そむけて花蓮に背を向ける。

　頬が熱いのは、のぼせてしまったから――？

「……アイリ。追いかけてきてくれて、ありがと。遭難しちゃって、ごめんね。でも私は……アイリが一緒だったから、すごく心強かった」

　なにか、たとえようのない感情が込み上げてくる。

「お礼のキスをさせて？」

　うしろから聞こえてきたそんな声に、前を向いたまま即答する。

「結構です」

「そんな、遠慮しないで」

「遠慮なんかしてない」

　心なしか先ほどよりも近くで声が聞こえた。ちらりと振り返る。花蓮は明らかに距離を詰めてきている。

「……っ、二メートル以内に近づかないでって言ったでしょ」

　咎とがめるような調子で言っても、無駄だった。

「ねぇっ！　人の話、聞いてるっ!?」

　愛莉はとうとう、湯船の角に追い詰められてしまう。

「ね？　ほっぺたでいいから。ほんのお礼よ」

「だからっ、いいってば」

　花蓮の口角がみるみるうちに上がっていく。

「……Ｙｅｓいいのね？」

　それは、一瞬の出来事だった。

　両肩を掴つかまれ、頬にちゅっと吸いつかれる。

　一瞬だけの、柔らかな感触。

　愛莉は右の頬を手で押さえて狼狽うろたえる。

「ななっ、なにするの……！」

「ふふっ……」

　花蓮は極上の微笑ほほえみをたたえている。

「アイリは『いい』って言ったじゃない」

「もうっ！　それはダメなほうの『いい』って、わかってるでしょ!?」

「ワタシ、ニホンゴ、ヨクワカリマセーン」

　わざとらしい棒読みだ。愛莉は訝いぶかしげに目を細める。

（あぁ、もうだめ……なんか、のぼせてきた）

　頭の中がくらくらする。頬だけでなく、耳まで熱い。

「私、もう上がる」

「えぇ～っ？　ちょっと待って」

「……なんで？」

「アイリのおっぱい、少しだけでいいから触らせてもらいたいなって」

　顎あごに手を当てて上目遣いで花蓮は戯言たわごとを紡ぐ。

　愛莉はわなわなと唇を震わせて、

「ノー！」

　これだけはっきり言えば誤解のしようがない。

「Ｄａｒｎ ｉｔちぇっ！」

　そうして花蓮はあからさまに表情を曇らせた。


    
        第二章　アイリとカレンの体育祭


　朝食前に愛莉は姫乃寮の管理人室を訪ねた。

「おはようございます、高屋敷 愛莉です。荷物の受け取りにきました」

「ああ、高屋敷さん。おはよう。はい、これ」

　管理人の女性から小さなダンボール箱を受け取った愛莉は「ありがとうございます」と言いながら認印を押した。

　それから八〇七号室に戻るなり、花蓮に箱の中身を言及される。

「アイリ、どこに行ってたの？　その荷物、なに？」

「ヒミツ。……備そなえあれば患うれいなしってね」

「えぇ～？　気になるじゃない。教えて？」

「山で遭難しないためのもの。だれかさんのせいでまた迷子になったら、困るから」

　ウォークラリーで立ち入った山に入ることはもうないかもしれないが、なにかのときに役に立つかもしれない。

　愛莉は一人「うん、うん」と頷うなずいて、ダンボール箱を引き出しの最下段にしまった。


　最近は体育の授業が連続している。二週間後に体育祭を控えているからだ。

　グラウンドからロッカールームへ移動した愛莉はふと思い出す。

（そういえば、前に花蓮が陰口を言われたのってロッカーで……だったっけ）

　あのとき花蓮はその場にはいなかった。ロッカールームの外――廊下にいたのだと思うけれど、それにしても壁と鉄扉を挟んでいるのによく聞こえたものだ。

（もしかしてすごく耳がいいとか？）

　愛莉と花蓮のロッカーはちょうど端と端で、ずいぶんと離れている。

　ここから、小さな声で呼びかけても花蓮の耳には届かないだろう。

「……カレン」

　隣の人にも聞こえないくらいの小さな声で呼びかけてみる。

「なぁに、アイリ！」

　うしろを向いていた花蓮が満面の笑みで振り返ったので、愛莉は驚かずにはいられない。

「うそ、いまの――聞こえたの？」

「アイリの声を聞き漏らすわけないじゃない！」

　花蓮はブラジャーと制服のスカートという中途半端な恰好かっこうで駆け寄ってくる。

「なっ、なんでもないから――早く制服を着て」

「ぅん？」

　不思議そうに首を傾げる花蓮を、愛莉は直視できなかった。

　その日の放課後、教室では委員長を中心に体育祭の出場種目決めがなされた。

　教壇の前に立った委員長が、百メートル走のタイムをもとにリレーの選手を推薦していく。

　愛莉はリレーには選抜されなかった。短距離は不得意だ。

　いっぽう花蓮は、クラスや色別のリレーに引っ張りだこだった。

「では次。障害物競走に出たい人――」

　この種目は『リレーに選ばれなかった人が出る』というのが慣例らしい。仮装して、さまざまな障害物を乗り越え走る競技だ。

　徒競走ではほかに出場種目のない愛莉はすぐに手を挙げた。短距離をただ走るだけのリレーより楽しそうだし、足の速い遅いはあまり関係ないようなので気が楽だ。

「それじゃ、ペアを決めます。ええと、人数はちょうどかな……」

　委員長は候補者の名前をノートに書き出しながら、障害物競走に出場するメンバーを数え始めた。

「アイリ！　私とペアを組みましょう？」

　斜め前の席にいた花蓮が急にそんなことを言うので、愛莉は「えっ!?」と小さく叫ぶ。

「カレンは障害物競走に出ないでしょ？」

　花蓮は真顔で何度か瞬まばたきをして、左手を挙げる。

「委員長！　障害物競走のメンバーは偶数でしたか？」

　委員長は眼鏡の端を上げて首を横に振る。

「ううん、奇数だった」

「じゃあ私も出ます！」

「あぁ、そう？　ありがとう」

　すると花蓮は満面の笑みでこちらを振り返り、親指を立ててウィンクするではないか。

「愛莉ちゃん、相変わらず花蓮ちゃんに愛されてるね～」

　前の席のクラスメイトに茶化される。

「あ、愛って、そんな……」

　このところはいつもこんな調子だ。

　花蓮は以前のように「お高くとまっている」と言われなくなった。

　愛莉にべったりなのだ。どこへ行くにも、なにをするにも愛莉についていくので――気取ったイメージは払拭されて――『花蓮は愛莉の忠犬』などと、たまに揶揄やゆされる。

　大っぴらに無下むげにすることもできず、結局愛莉は花蓮とペアを組むことになった。


　遠くで聞こえるチュン、チュンという鳥の囀さえずりが、浅い眠りを覚ます。

　朝もそれほど冷え込まなくなってきたからか、最近は目覚まし時計よりも先に起きることが多くなった。

　なにかが、すぐそばでモソッと動いたような気がした。

　愛莉はすぐに目を開ける。

　視界いっぱいに広がる花蓮の顔を見て、思わず大声を上げそうになったがなんとかして堪こらえた。

（もうーっ、また私のベッドに入ってきて……！）

　いったいいつ、潜り込まれているのだろう。夜中に目が覚めるということがないので、まったくわからない。

　やれやれと思いながら、なんとなく目線が下へ向かう。そうして花蓮の体を見るなり、愛莉はギョッとした。

（なっ、なに――この下着はっ……！）

　形は、一般的なブラジャーとなんら変わりないものの、生地に問題がある。ところどころ、透けているのだ。

　薄いレース生地に覆われた、たっぷりとした膨ふくらみを、ついまじまじと見てしまう。花蓮は眠りが深いのが、すうすうと寝息を立ていた。瞼まぶたは固く閉ざされている。

（あ――）

　その箇所に、釘付けになる。ライムグリーンのレースとは対照的に薄桃色になっているものだから、そこが際立つのだ。

　薄桃色の乳輪は、ライムグリーンのレースに隠されて半分だけ見えている状態だ。

　もう片方はどうなっているだろう。愛莉は視線を横へ滑らせる。

「……っ」

　左側の乳首はほとんどすべてが晒さらされている。豊かな膨ふくらみの先にくっついた小さなその突起から、目が離せなくなった。

（なんか、私……ヘン!?）

　ドキドキする。それに、足の付け根のあたりががきゅうっと締め付けられるのだ。そこが、トクトクと脈を刻んでいる。

　――どうして？

　薄いレースの向こう側にある花蓮の秘めやかな箇所に、興味をそそられる。気になって気になって、仕方がなくなる。

　愛莉はゴクッと喉を鳴らした。花蓮の乳頭をもっとよく見ようと、身を屈める。

「んぅ……」

　心臓がドクンッと跳ね上がった。これほど驚いたことが、いままでにあっただろうか。

　唸うなり声を上げたあとすぐに花蓮は目を開けた。寝起きでぼうっとしているのか、しばらくなにも喋しゃべらなかった。

「あ、ぅ――……っ」

　愛莉はパクパクと口を動かし、慌あわてふためく。

（べっ、べつに、カレンにヘンなことしようとしてたわけじゃないんだから！）

　心の中で、自分自身に向かって叫んだあと、

「わっ、私のベッドに入らないでって、いつも言ってるでしょ！」

　小さな声で花蓮を咎とがめた。すると花蓮はようやく頭がはっきりしたらしく、ふにゃりと笑う。

「だってぇ～。人肌恋しくなるんだもぉん」

「そっ……そんな恰好かっこうで寝るからでしょ」

　愛莉は花蓮から視線を逸らす。

「ちゃんとパジャマを着てれば、人肌が恋しくなんてならない」

「だってこのほうが楽ラクなんだもぉ～ん」

　猫撫で声を出しながら花蓮は愛莉に抱きつく。首と肩のあたりに腕をまわされてしまった。

「ちょっ……やだ、離れて」

　押しのけようとするものの、花蓮は腕に力を入れているのかまったく動かなかった。

（ん……？）

　右腕に、なにか柔らかいものが――。

「っ、ぁ……当たってる……っ！」

「ぅん？　なにが？」

　言うのは躊躇ためらわれたが、はっきりと口にしなければ花蓮は離れてくれないだろう。

「む、胸……」

　小さな虫が鳴くような声で愛莉はポツリと言った。頬に熱が立ち上ってきて、どうしようもなくなる。

　顔を赤くする愛莉を見て花蓮はなにを思ったのか、

「興奮しちゃう？」

　よりいっそう強く胸を押しつけてきた。

「すっ――するわけないでしょ!!」

「なんともないなら、べつにいいじゃない。このままでも」

　花蓮は肩を左右に揺らして、胸の先端を擦こすりつけてくる。

「はぁん……乳首が擦こすれて、きもちぃ」

　もともと熱を帯びていた顔が、さらに火照ほてりを増す。

　愛莉は言葉なく口を動かし、眉根を寄せる。

「～～っ、変態！」

「アイリ、しーっよ。菜那ちゃんと優ちゃんが起きちゃう」

「むぐっ――」

　口を押さえられてしまい、咎とがめられなくなる。

　なおも花蓮は乳首を押しつけ、体を左右に揺らして快感を愉たのしむ。

「ぁん、あぁんっ……」

　甘い声。

　恍惚とした表情。

　荒くなっていく吐息。

　くらくら、どきどき。

　私も、花蓮と同じ表情かおをしているんじゃないかと思った。もし、そうだとしたら――。

「んぷっ」

　愛莉は両手で花蓮の頬を挟んだ。頬の肉を思いきり押し潰す。視界がぼやけるのは、涙目になっているせい。

「いい加減にして」

　毅然と言うつもりだったのに、声が震えてしまった。

　すると花蓮はよくやく、胸を押しつけるのをやめた。

「……Ｓｏｒｒｙごめんなさい」


　体育祭が催される週の天気予報は雨だった。体育祭を翌日に控えても空模様は悪かったので、当日も雨だと思っていた。

　しかしながら、いまは見事な晴れ空が広がっている。そういうわけで、体育館ではなくグラウンドで体育祭が催されることになった。

「グラウンド、まだちょっと湿ってるね」

　グラウンドに出るなり菜那が言った。続いて優も、グラウンドの状態に難色を示す。

「ほんと。砂埃は舞わないけど、靴とかジャージとか汚れそうだし、走りづらそう」

　見上げれば初夏の太陽が燦々さんさんと降り注いでいた。じきにグラウンドの土は乾くだろうけれど、今日中には無理だ。優の言うとおり、湿り気を帯びた土で靴やジャージが汚れてしまうことだろう。

（転ばないように気をつけよう）

　泥だらけになるのはごめんだ。

「アイリ。今日は頑張ろうね」

　このあいだのことなんて――下着姿でベッドに潜り込んできたことを――まるで気にするようすもなく花蓮が言った。

　愛莉は「ん、うん」と上ずった返事をする。

（まったく……どういう神経してるんだか）

　花蓮は図太いというか、なんというか――底知れない。

「みなさん、並んでください」

　体育委員の放送がグラウンドに響く。

　学生たちが並び終わると、開会式となった。学園長先生や来賓の話を聞いたあと、選手宣誓がなされる。そのあとはグラウンドいっぱいに広がって準備運動をして、退場だ。

　グラウンドのまわりに配された学生席の椅子でスポーツドリンクを飲み休憩しつつ、玉入れや綱引きなど、必ず出場しなければならない種目で汗を流した。

　クラス対抗リレーに出るのは選抜者だけだ。愛莉は選ばれなかったので、応援するのみである。

　入場門からグラウンドへ入って行く花蓮を、つい目で追ってしまう。

（はー……最近の私、やっぱりなんかヘン）

　気がつけば花蓮のことを考えている。花蓮の姿を、どうしてかいつも捜してしまう。そうして、すぐに見つける。視力はいいほうだ。

　花蓮の出番はすぐにやってきた。バトンを受け取った花蓮が走り出す。

「花蓮ちゃん、がんばれ～！」

　クラスメイトたちはみんな、一所懸命に花蓮を応援している。ところが愛莉だけは、言葉が出ない。

　声に出して応援するのには抵抗があった。

　――どうして、応援できないの？

　自問自答する。

（ルームメイトで……たぶん、いちばん仲がいいから）

　そうだ。この姫乃浜学園で、なんでも言い合える友達だ。だからきっと、気になるのだ。

（恋人になってだとか、カレンがヘンなこと言うから……惑わされちゃうけど）

　違う、そうではない。

　特別な友人――親友なのだ。

　そう思えば、素直に応援の言葉が出てくる。

「カレンッ、がんばれーっ！」

　学生の応援席とグラウンドのトラックはとても離れているし、こうして声を張り上げて応援しているのは愛莉だけではない。この声援は花蓮の耳には届かないだろうと思っていたが――花蓮の耳がとてもいいということを、すっかり失念していた。

　花蓮が少しだけこちらを振り向いた。視線が絡んで、花蓮の口元が弧を描く。

　ドクン。

　――私の声に、気づいてくれた？

　花蓮はあっという間に走り去った。バトンは瞬く間に次の走者へ渡る。

　クラス対抗リレーを終え、学生席に戻ってきた花蓮は開口一番、満面の笑みで言う。

「アイリ、応援ありがとう。聞こえたよ」

「あ、そう……。お疲れ様」

　愛莉は花蓮と目を合わせることができない。

（アレ……やっぱり私、素直になれない。なんで……？）

　軽快な音楽とともに体育祭はどんどん進んでいき、あっという間にお昼休憩の時間となった。

　愛莉は席を立つ。お弁当は持ってきていない。両親がどこかにレジャーシートを広げて待っているはずだ。

　ふと、その場でお弁当箱を開けようとしている花蓮に目が留まる。

「……お昼、一緒に食べる？　私の両親と一緒でよければ」

　あまり深く考えず提案すると、花蓮はとたんにパァッと晴れやかな表情になった。

「うん！」

　お弁当箱を開けるのをやめて袋に戻し、喜々としたようすで立ち上がる。

「アイリのご両親はどちらに？」

「いまから探す。ええと、入場門のあたりって言ってたから――あ、いた」

　母親が、こちらに向かって小さく手を振っている。

「初めまして、三条 花蓮と申します」

　花蓮は紹介せずとも率先そっせんして挨拶した。

「あらあらまぁまぁ！　美人さんのお友達ねぇ！　いつも愛莉がお世話になっております」

「こちらこそ！　アイリさんにはすごく仲良くしてもらってるんです。ありがとうございます」

　愛莉は顔を引きつらせる。

（アイリ、さん!?）

　脇腹のあたりがぞわっと粟立あわだった。なんだかむずがゆい。

「すみません、私もお昼をご一緒させていただいてもよろしいですか？　あ、お弁当は持ってきておりますので」

「もちろんいいわよ～！　お弁当も、足りなかったらどうぞ、食べて？　たくさん作ってきたから！」

「ありがとうございます」

　花蓮はペコペコと何度も小さく頭を下げながらレジャーシートに座った。

（このコミュ力りょくを最初から発揮すればよかったのに）

　そうすれば、「お高くとまっている」などと陰口を叩かれることもなかっただろう。

（ま、いっか……過ぎたことだし）

　愛莉は花蓮の隣に腰を下ろすなり母親から割り箸を受け取り、豪勢なお弁当にいそいそと手を付けたのだった。


　午後の部、一番初めの種目は障害物競走だ。

（ちょっと食べすぎちゃったな）

　食前よりも明らかに膨ふくらんだお腹を摩さする。こんなことで上手うまく走れるだろうかと少し心配になった。

「アイリ、入場門へ行こう」

　花蓮に催促さいそくされるのは珍しい。たいていは愛莉が「早く行くよ！」と声を掛けるからだ。

「はいはい」

　花蓮は障害物競走がよほど楽しみなのだろうかと、そんなことを考えながら連れ立って歩き、入場門で待機する。

　入場開始のアナウンスと、心躍るような音楽が流れ始めると、皆が小走りでグラウンドに入った。

　愛莉と花蓮は並んで体操座りをして、出番がくるのを待つ。

　待ち長いということはない。先に走った学生たちの仮装は見ているだけで面白い。

「いよいよねっ」

　うきうきとしたようすで花蓮が言った。

「うん――」

　いざ自分の番がきてスタートラインに立つと、どんな仮装をしなければならないのだろうと不安になり、同時に緊張した。

『よ～い、スタート！』

　いっせいに駆け出し、地面の上に伏せてある白いカードを手に取り、くるりとひっくり返してお題を見る。

「引き振袖ふりそで!?」

　思いがけず声に出してしまった。たしか、裾すそがやたらと長い着物のことだ。

（もうーっ、着づらそうなの引いちゃった！）

　心の中で愚痴ぐちりながら衣装テントへ入る。和服は一つしかなかったので、すぐにそれとわかった。

（着付け方なんてわかんない！　あぁもうっ、こうなったらテキトーに……っ）

　悪戦苦闘あくせんくとうしながらなんとか着物を着て、花蓮のほうを振り返る。

「カレンッ、できた!?」

「バッチリよ」

　バチッとウィンクをして、花蓮は腰に左手を当ててポーズを取った。

「似合う？」

　花蓮は真っ白なドレスに身を包んでいた。ラウンドネックに、すっきりとしたＡラインのウェディングドレスだ。

　それが、あまりにも似合っていたので見惚みとれてしまう。ジャージの上から着ればよいものを、ご丁寧にシャツまで脱いで見事に着こなしている。

「アイリ？」

　呼びかけられたことで愛莉は我に返る。

「の、のんびりしてる時間なんてない！　行くよ！」

「はぁ～い」

　闘争心などまるで感じられない呑気のんきな返事を寄越よこして花蓮は走り出す。

『ペアで手を繋つないで走ってください』

　衣装テントを出るなりそんなアナウンスが流れてきた。

　ああ、そうだった。ペアは終始、手を繋つないだまま走ってゴールしなければ失格になるというルールだった。

「カレンッ」

　勢いよく手を差し出すと、花蓮はますますにやけ顔になった。嬉しそうに愛莉の手を掴つかむ。

（こんな顔されたら――なんか、調子狂う）

　どぎまぎしながら花蓮と手を繋つなぎ、最初の障害物を目指して走った。

　ただでさえ動きづらい衣装で網を潜るのは骨が折れた。平均台を渡るのもそうだ。しかも、花蓮と手を繋つないだままなので、よけいに歩きづらい。

　なんとかして平均台を下りたときだった。着物の裾すそを踏んでしまい、転びそうになる。

「……っ！」

　足先に力を入れて踏みとどまることができたものの、足首がおかしな方向に曲がる。

「いっ――……！」

　愛莉の小さな叫びに花蓮はすぐに気がつく。

「足、痛いの!?」

「ん、う……へいき」

　しかし、いざ前へ進もうとすると――やはり、痛い。

　愛莉の顔が痛みに歪ゆがむ。

（このままゴールすれば、一着なのに……！）

　棄権きけんすればそれまでだ。このくらいの痛みなら、どうにか堪こらえてゴールできる。

「平気だから、行こ」

　笑顔でそう言ったが、花蓮には「平気」に見えなかったらしい。

「私に任せて！」

　花蓮が突然、声を荒げるので、愛莉は目を丸くする。

「乗って！　はやくっ」

「えぇっ!?」

「アイリ！」

「は、はいっ」

　気迫きはくに押されて、しゃがみこんでいる花蓮の背に乗る。

　花蓮は愛莉を背負った状態で、よろけながらも立ち上がる。

「私の手、しっかり持ってて！　じゃないと失格になっちゃうから」

「あ、そっか」

　花蓮はのほほんとしているようで、じつはそうではない。『手を繋つないでゴール』という、この障害物競走のルールを忘れていない。

　愛莉はうしろに手をまわして花蓮の手を掴つかんだ。もう片方の手は花蓮の肩に添える。

「行くよ～っ」

　花蓮が左足を一歩、前へ進める。人を背に乗せた状態では俊足しゅんそくもなにもない。ましてこれが体格のよい男性ならまだしも、華奢きゃしゃな女の子だ。

　いまにも転びそうだ。よろよろと左右に揺れながら花蓮は走る。

「カレン……ッ」

　愛莉は花蓮の背で、ただ見守ることしかできない。「大丈夫？」だとか「頑張って」だとか――そんなことは一切、言えなかった。

「はっ、は……っ」

　花蓮の息遣いが荒くなってくる。むき出しのうなじが汗ばんできた。平均台を下りてからゴールまでは百メートルほどだが、やけに長く感じる。

　あと三十メートル。二十メートル、十メートル――。

『ゴ～ル！』

　ゴールテープを切るなり花蓮は愛莉を背に乗せたまま正面から倒れ込んだ。

「カレン！」

　愛莉は慌あわてて花蓮の背から降り、顔を覗のぞき込む。額には汗がにじんでいた。銀色の髪の毛が肌に張り付いている。真っ白だったウェディングドレスは、湿った土で汚れてしまった。

「泥だらけじゃない……！」

　体力ないのに、おんぶして走るなんて――無謀なことするから。

「だって……アイリと一緒に……っ、ｇｏａｌゴォゥル……したかったんだもん……！」

　いまだに整わない息で絶たえ絶だえに花蓮は言った。

　必死な表情かおを目まの当たりにして、二の句が継げなくなる。

「……ありがと、カレン」

　小さな声でしか言えなかった。

　けれどきっと、花蓮の耳には届いてる。

「ふふっ、嬉しい」

　愛莉の手を取りながら花蓮は起き上がる。

「泥まみれなのに？」

「だって、このウェディングドレスとその着物って……どっちも結婚式で着るものでしょう？」

「だ、だから、なに？」

「ふふっ、ふぅ……」

　花蓮は顎あごに手を添えて笑みを深くする。

「ちょっと……その気持ち悪い笑い方、やめて」

「えぇ～っ？　気持ち悪いだなんて、そんなぁ……ひどぉい……！」

　悲壮感を漂わせていた花蓮が、思い出したように「あっ」と叫ぶ。

「アイリ！　早く先生に診てもらわなくちゃ。すみませーん、怪我人です！」

　花蓮が手を挙げると、すぐに保健の先生とそれからクラスの保健委員がやってきた。

　白衣を着た養護教諭が愛莉の足首を診る。

「捻ひねっちゃったみたいね。冷やしておきましょう。テントまで歩ける？　担架たんかもあるけれど――」

「だっ、大丈夫です。歩けます」

　担架で運ばれるなんて、花蓮におんぶされるよりも恥ずかしい。

　花蓮は救護テントまでついてくると言って聞かなかったが、彼女カレンにはまだ出番がたくさん残っているので遠慮してもらった。

　愛莉は救護テントから花蓮を応援することになる。

　いよいよ体育祭のクライマックス、色別対抗リレーだ。このリレーで雌雄しゆうを決する。クラスで一番、足の速い者が選ばれて走る。例年、このリレーは大いに盛り上がるらしい。

（疲れてないといいけど……）

　花蓮は足は速いが如何いかんせん体力がない。私を背負って走ったぶん、体力が削られてしまったのではないかと心配になった。

　花蓮は第二走者だ。トラック上に立ち、第一走者からのバトンを待っている花蓮を、ハラハラドキドキしながら見守る。

　自分が競技に出るときよりも、いまのほうが緊張しているかもしれない。

（もうすぐだ）

　赤いバトンが花蓮に手渡される。バトンはスムーズに渡った。愛莉の心配をよそに、花蓮の俊足しゅんそくは健在だった。

　沈みかけた太陽が、花蓮の真剣な横顔を照らす。風になびく銀色のポニーテールが陽光を反射していて綺麗きれいだった。

　愛莉は救護テントから「頑張れーっ！」と応援した。

　すると一瞬だけ目が合った。バトンを持って走る花蓮と目が合うのは二度目だというのに――やっぱり、心臓が高鳴ってしまう。

　そうして、どうにもこうにも落ち着かなくなる愛莉なのであった。


　体育祭を終えて寮の部屋に戻ると、一日の疲れがドッと溢あふれた。

　愛莉はジャージの上着を脱いだあと、学習机の前の椅子にどっかと腰掛けた。

　トゥルルルル……。

　音がするほうを見る。愛莉と同じように椅子に座っていた花蓮のスマートフォンが、高らかに鳴っていた。

　花蓮はのろのろとした動きで学習机の上のスマートフォンを取り、画面を見て一瞬だけ顔をしかめた。

「Ｈｉ――」

　英語で応答しているところを見ると、電話の相手は海外にいる家族か友人だろうか。

「――Ｙｅａｈ．Ｉｔ＇ｓ　ｇｏｏｄ．Ｓｏ……」

　聞き耳を立てているわけではないが、花蓮の話し声が気になってしまう。

（英語で話してると、別人みたい。なんていうか……変態感が薄れる）

　横目でちらりと花蓮のほうを見ると、視線が絡んだ。

　愛莉はギクッと体を強張こわばらせたあと、椅子から立ち上がり、入浴の準備を始めた。


    
        第三章　アイリとカレンの刑事ごっこ


　梅雨つゆの最中さなか、曇天の休日。

　いつになく物憂ものうげな顔をして学習机の前で頭を抱えている優を見かけた愛莉は声を掛けずにはいられなかった。

「優ちゃん、どうしたの？」

　愛莉が話しかけたからか、花蓮がそばにやってきて「どうしたの～？」と、同じように声を掛けた。

「……何事も、上には上がいるって思うんだよね」

　優は曇天さながらどんよりとした表情のまま言葉を足す。

「私、入試成績はトップだって自信あったのに……違った。二番だった」

　ああ、トップは花蓮か。ちらりと最優秀者カレンを見たが、本人はまるで気にしていない。というか、気づいてすらいないようだった。

「それはまあ、仕方がないし不満もないんだけど」

　優の眉間みけんの皺しわが深くなり、いっそう険しい顔つきになった。

「でも、譲れないものもあるの。私が一番だって、思ってたのに……っ」

　険しさが一変して、今度はいまにも泣き出しそうな顔になる。

「優ちゃん、落ち着いて」

　愛莉は狼狽うろたえながらも必死に優を宥なだめる。

「もしよかったら、もっと詳しく聞かせてくれる？」

　優は言葉もなくおもむろに頷うなずく。瞳にはうっすらと涙の膜が張っていた。

「……菜那に、彼氏ができたかもしれない」

　低く、そして悲壮感の漂った声だった。

「う、うん……？」

　菜那に彼氏ができることの、なにが問題なのだろう。

「私、一番がいいの。菜那の、一番の存在でいたかった――」

「Ｉ　ｋｎｏｗわかるわ！」

　花蓮はコクコクと何度も頷うなずきながら優に同調する。

「それで、菜那ちゃんはいまその彼氏とやらと出掛けてるのね？」

　菜那は朝早くに部屋を出たようだった。

「うん。ショッピングモールで買い物してるはず。私は、ついてきちゃだめって言われて……」

「Ｏｋｅｙオゥケェィ、追跡よ！」

　そう言うなり花蓮はスマートフォンを取り出して、どこかへ電話を掛けた。早口の英語でなにか話している。

「車の手配をしたから、出掛ける準備をするわよ」

「ええーっ？」

「Ｌｅｔ＇ｓ　ｈｕｒｒｙ急ぎましょう！」

　花蓮に急せかされ、慌あわただしく着替えを済ませて部屋を出る。

　エレベーターを降り、エントランスホールから外へ出ると、車寄せにはあからさまに高級とわかる大きな車が停まっていた。黒光りする車を、唖然あぜんとして眺める。

　運転席から体格のよい外国人男性が出てきた。花蓮と英語で話している。早口なので聞き取れない。

「二人とも、乗って」

　促されるまま後部座席に乗り込む。愛莉、花蓮、優の三人が座ってもまだシートには余裕があり、広々としている。

　花蓮は先ほどの会話で行き先を伝えたらしく、外国人男性はまっすぐショッピングモールへ向かった。

（カレンの家って、お金持ち？）

　電話一本でこんな車を用意できるなんて、一般家庭ではちょっと考えられない。

　極めて快適に、車に揺られること約三十分。ショッピングモールに到着する。

（相変わらず、すごい人）

　ショッピングモールは人で溢あふれ返っていた。田舎育ちだから、そういうふうに見えるだけかもしれないが、駐車場はほとんどが車で埋め尽くされているし、専門店の軒のきを歩く人通りも多い。

　花蓮は腰に両手を当てて、ショッピングモールに挑むような眼差まなざしを向ける。

「さて、あとはこの広いショッピングモールでどうやって菜那ちゃんを見つけるか、よね。優ちゃん。菜那ちゃんが行きそうなところ、わかる？」

「うーん……」

　優は腕組みをして思案顔になる。

「このショッピングモールに来たときはいつも、姫乃浜バーガーを食べて帰る。それくらいかな」

　花蓮はスマートフォンで時間を確認する。ちょうど、お昼の十二時をまわったところだった。

「よしっ、行ってみましょう！　優ちゃん、案内してくれる？」

「わかった」

　優を先頭にショッピングモールの屋外通路を歩く。運転手の外国人男性は車で待機している。

（カレンったら、今日はやけにキビキビ行動するじゃない）

　いつもこうなら、世話を焼かずに済むのだが。どうやら花蓮は気分屋だ。

　数分、歩くとハンガーショップに着いた。お昼時ということもあって、とても混んでいた。

「あっ」

　優が声を上げる。その指がさし示す先を見る。

　ハンバーガーを買うレジに並んでいる人の中に菜那の姿があった。すぐ隣にいる男性と、笑顔でなにか話している。

「やっぱり、男の人と一緒だった――」

　ひどくショックを受けたようすで優はガクリと項垂うなだれた。

「待って、優ちゃん。まだ『彼氏』と決まったわけじゃない」

　花蓮は優を元気づけた上で、「尾行しましょう」と提案する。

「尾行って、そんな……」

　いいのだろうか。もしこのことが菜那に知れたら、嫌われかねない。

　ところが優は花蓮の意見にすぐに賛同した。とにかく、菜那のことが気になるらしい。

「あー……じゃあ私は、なにか食べ物でも買ってくる」

「アイリ、アンパンね！」

「アンパン？」

「尾行といったらアンパンでしょう!?」

「あぁ、はいはい……」

　花蓮の妙な意気込みに気圧けおされつつ食品売り場へ行き、アンパンと緑茶を四つずつ買った。いったん車に戻り、外国人男性に手渡すと、男性はカタコトの日本語で「アリガトウ」と言った。

　ハンバーガーショップへ戻ると、菜那は姫乃浜バーガーを食べているところだった。

「アンパン買ってきたよ」

「ありがとっ、アイリ」

「ありがとう」

　通路の陰に隠れてアンパンを食べる。

「ママー、あのお姉ちゃんたちなんであんなところでアンパン食べてるのー？」

　通り際に子どもが言った。愛莉はギクリとして手を止める。子どもの母親は「さあねぇ？」と軽く受け流し、子どもを連れて足早に去っていった。

（は、恥ずかしい……）

　けれど花蓮と優はまったく気にしていないようだった。もぐもぐとアンパンを食べながら菜那の動向を注視している。

　愛莉はバクバクとアンパンを食べ進め、緑茶でお腹に流し込むのだった。

　菜那と男性は姫乃浜バーガーを食べ終わると雑貨屋へ向かった。三人はそのあとをつける。

「……ねえ、私たちも雑貨を選んでるふりしたほうが怪しまれなくない？」

　まわりに白い目で見られるのはもうごめんだ。

「そうねっ」

「たしかに」

　花蓮と優は周辺の雑貨を手に取ったり戻したりしながら菜那のようすを伺うかがった。しかしながら、心ここにあらずだ。

（もうちょっと自然にしてくれればいいのに）

　万引きと間違われないだろうかとヒヤヒヤしながら愛莉は二人を見守った。

　その後も菜那は雑貨屋ばかりを何軒もはしごした。

（菜那ちゃんはなにがほしいんだろ？）

　雑貨屋に入るものの、なにも買わずに別の店へ行ってしまうのだ。ウィンドウショッピングをしているふうでもない。

「優ちゃん。菜那ちゃんがなにを買いに来たのか、聞いてる？」

　優は固い表情でふるふると首を横に振り「聞いてない」と言葉を返す。

　愛莉は「うーん」と唸うなりながら頭を捻ひねった。

　結局、菜那は雑貨屋ばかり五軒ほど巡ったあと、最後の店でなにか一つだけ購入しているようだった。

「もう、帰るみたいね」

　寮則で定められている帰宅時間が迫っている。

「先まわりして寮に戻りましょう！」

　外国人男性の運転する車で寮に戻り、車寄せの近くの壁際に控えて菜那たちが来るのを待つ。

「帰ってきた」

　いち早くそのことに気がついたのは優だ。

　菜那を乗せた男性の乗用車が車寄せに到着する。菜那は車を降り、運転席にいる男性に何事か話しかけている。

「なにを話してるのかな」

　やきもきしたようすで優が言った。

「私、聞こえる。再現するわね」

　さすが、花蓮はやはり耳がいい。

『お兄ちゃん、今日はありがとう』

『ああ。優ちゃん、喜んでくれるといいな』

『うん！』

　花蓮の口から紡がれた言葉に、愛莉と優はポカンと口を開けた。

（お、お兄さん!?）

　愛莉は優を凝視した。菜那と優は幼なじみだ。あの男性が菜那の兄だとしたら、面識があるはずだ。

「――あ」

　優はギクリとして口元を押さえる。

「思い出した……。そうそう――あの人、菜那のお兄さんだ」

「ええぇっ!?」

　仰天する愛莉と花蓮に向かって優は曖昧あいまいに微笑ほほえむ。

「子どものときにしか見たことがなかったから、すぐにはわからなかった。たしか、十歳くらい年上だったと思う。菜那のお兄さんは何年も前に就職で家を出て、それから全然顔を合わせてなかったから……その、存在をすっかり忘れてたというか」

　優は気まずそうに頬を掻かきながら小さな声で「ごめん」と謝り、

「そっか――菜那のご両親は休日も仕事が入ることが多いから、それでお兄さんを呼んだんだ」

　ショッピングモールへは車でしか行けない。歩いていたら往復するだけで日が暮れる。

「優ちゃん、もしかしてもうすぐ誕生日？」

　愛莉が尋ねた。

「ああ、うん……明日」

「じゃあ、菜那ちゃんは優ちゃんの誕生日プレゼントをこっそり買いたかっただけなのね」

「よかったね、優ちゃん」

　花蓮が優の肩をポンッと軽く叩く。

「うんっ……！　愛莉、花蓮。今日はありがとう」

　それから三人は菜那に気づかれないようそそくさと寮の部屋に戻った。三人でどこへ行っていたのかと疑問を持たれては困るからだ。

「ただいま～」

　満面の笑みで部屋に入って来た菜那を、愛莉、花蓮、優の三人は声をそろえて「おかえり」と出迎えた。

　その日の夜、消灯時間が迫っているときだった。

　花蓮はクローゼットの中の制服のポケットをゴソゴソと漁ったあとで「ふぅ」とため息をつく。

「ねぇアイリ。私のリップ、知らない？」

「知らない。……ないの？」

「うーん……もうちょっと探してみる」

　たしかこのあいだも、消しゴムがないと言っていたような気がする。別段、管理が悪いというわけではなさそうなのに、なぜだろう――。

「仕方ないなぁ……私も一緒に探してあげる」

「ありがとっ、アイリ」

　花蓮はぴょんと飛び跳ねて近づいてくる。

「お礼は、ほっぺにちゅーでいい？」

「ノー。まだ見つかってもないし」

「アイリの気持ちに対するお礼よ」

　両手を広げて花蓮が抱きついてくる。

「そんなの、いらないから！　早く探そう」

　花蓮を押しのけた愛莉は、クローゼットの中や学習机の下、部屋の隅々まで小一時間ほど探しまわった。

　――それでも、花蓮のリップは見つからなかった。


　ショッピングモールへ出掛けた翌日は八〇七号室で優の誕生日パーティーをした。

　学習机を四つ突き合わせて、売店で買ったジュースとお菓子――愛莉と花蓮がお金を半分ずつ出し合った――を並べる。

「ハッピーバースデー！」

　すると優は「ありがとう」と言いながらはにかんだ笑みを浮かべた。

「優ちゃんにプレゼントがあるの」

　ほんのりと頬を赤くして菜那が机の引き出しを開ける。菜那がプレゼントを用意していることには皆が知らないふりをした。

（菜那ちゃん、すごく悩んでたみたいだから……楽しみ）

　貰もらうのは自分ではなく優だが、それでも楽しみなのには違いない。興味をそそられる。

　淡いピンク色の不織布で包装されたプレゼントを受け取った優は、菜那と同じく頬を朱に染めた。ウキウキと包みを開ける。

「わぁっ……！」

　包みの中を覗のぞき込むなり優がそんな声を上げるので、いったいどんなプレゼントなのかますます気になった。

　優は愛莉の熱視線に気がついたらしく、不織布の袋に両手を入れて中身を取り出し、顔の高さまで掲かかげてみせた。

「わ、ぁ――……？」

　些いささか反応に困ってしまう。

　顔のまわりに花の冠がついたライオンのぬいぐるみなのだが、その表情がなんとも言えず、ニヒルだ。

　お世辞にも、かわいいとは言えないのだが――。

「すごくかわいいっ……！　菜那、ありがとう」

　嬉しそうに顔をほころばせ、優はぬいぐるみを手にしたまま菜那に抱きつく。それを、菜那は当然のごとく抱きしめ返した。

（かわいい!?　コレが!??）

　愛莉は目を凝らして優の手の中にあるぬいぐるみを見たが、どれだけ凝視してもやはり『かわいい』とは思えない。

（幼なじみだから、趣味がわかる……ってことなのかな）

　嬉しそうに抱き合う二人を見て、絆きずなを感じた。長年の付き合いだからこそわかるなにかがあるのだろう。そういう存在がいるのは、素晴らしいことだと思う。

「アイリッ、私たちも抱き合いましょう！」

　そうして身を乗り出す花蓮を、愛莉は驚いて見やる。

「なんでっ!?」

「だってほら、菜那ちゃんと優ちゃんはこんなにラブラブなんだもの」

「いや、私たちは今日、誕生日でもなんでもないでしょ」

「細かいことは気にしちゃダ～メ」

「細かくないから！　っていうか、それが一番大事だから！」

「アイリィ～ッ」

　花蓮は是非ぜひを無視してくっついてくる。

「はっ、離れてったら！」

「いやぁ～ん」

　どれだけ押しても花蓮は引き下がらず、いっこうに離れてくれない。

「仲良しね～」

　のほほのんとした菜那の声を聞いた愛莉は、「そんなことないんだけど」と小さな声で呟つぶやいて項垂うなだれた。


    
        第四章　アイリとカレンのストーカー事件


　期末テストが終わり、夏休みまであと一週間という浮うわついた時期に、事件は起きた。

　花蓮は「Ｗｈａｔフヮァトゥ!?」と声を上げ、愛莉はその光景を見てただ呆然とした。

　姫乃寮を出て学園の校門を潜り、昇降口で花蓮が自分の靴箱を開けたとたん、大量の写真が溢あふれ出てきて床一面に散った。

「なに、これっ……!?」

　愛莉は写真をかき集めて拾い上げる。映っているのはすべて、花蓮だ。

「うぅん、なかなか上手に撮れてるじゃない」

「そういうことじゃないでしょ！」

　呑気のんきな花蓮を咎とがめつつ、写真を調べる。そのほとんどが、花蓮が廊下を歩いているところや、体育祭で走っているところだった。

『Ｙｏｕ　ａｒｅ　ｍｙ　ｇｏｄｄｅｓｓあなたは私の女神です』

　写真の裏にはすべてこの一文が記してある。愛莉はゾッとする。

「あはは、なにこれ～。女神？　私が？」

「笑いごとじゃないって！　これ、先生に相談したほうがいい」

「アイリ、私のこと心配してくれてるの？」

「そりゃ、心配になるよ。こんな……大量に……。これ、全部隠し撮りでしょ」

「そうねぇ……」

　花蓮は片腕を組み、もう片方の手で顎あごを押さえて「んん」と唸うなる。

「でも私は、アイリのほうが心配」

「なんで？」

「だって、私とアイリはすっごく仲良しでしょ？　だから、この写真を寄越よこしてきた人がアイリに嫉妬して逆恨みしないか、心配なの」

「ナイナイ」

「どうしてーっ!?」

「だって、それならこんな写真を靴箱に入れるより先に私になにかしてくるはずでしょ。変わったことなんて、なんにもないし」

「でも、もしものときは私が守るからねっ、アイリ！　だから、いつでもどこでも一緒にいよぅ？」

「あー、はいはい。とにかく先生のところに行こ」

　愛莉は大量の写真を持って職員室へ行った。

　写真を見せるなり担任の先生は深刻な面持ちになった。

「三条さんのご家族の方に連絡しておいたほうがいいかしら」

「いいえ、家族には連絡しないでください。実害があるわけではないですから」

　花蓮が即答したので、愛莉は驚いたものの、なにも言えなかった。

　先生は首を傾げながら「そう？」と答える。

　頷うなずく花蓮の横顔にはどこか険けんがあった。一応、連絡しておいたほうがいいのでは――などと、提言できそうにもない。

（家族には心配かけたくない、ってこと……？）

　そのあたりの事情はよくわからないが、あからさまに「触れないで」という雰囲気だ。愛莉はなにも追及しなかった。

　授業中もずっと、愛莉はモヤモヤしたままだった。いっぽうの花蓮はまったく気にしていないようすだ。

（もう……自分カレンのことなのに、図太いんだから）

　いや、あるいは気にしないふりをしているのだろうか。そう考えると、花蓮のことがわからなくなってくる。

（私、カレンのこと……知ってるようで、なにも知らない）

　少なくともこの学園では一番親しいはずなのに、花蓮の心の内が計り知れない。


　寮の部屋に戻ると、愛莉は花蓮の了承を得た上で菜那と優に写真のことを話した。

「えぇっ、そんなことがっ？　やだ、だれだろうね？　怖い」

　菜那は自分自身の両腕を抱えて震え上がった。

「少なくとも、犯人は花蓮の周辺にいる人間じゃ――ないね」

　優は至って冷静だ。愛莉は「なんで？」と疑問を呈する。

「だって、花蓮の近くにいる人だったら『女神』なんて絶対言わない。だって、コレだよ？」

　優がおもむろに指さす。花蓮は愛莉の肩に頭を乗せてもたれかかり、存分に寛くつろいでいた。

「優ちゃん、『コレ』ってどういうこと？」

　花蓮が尋ねる。

「愛莉の愛犬みたいってこと」

「あぁ、なるほど！」

「納得してどうすんの！　もう、離れてったら」

「ぃやん」

　離れて、と言えば言うほど花蓮は腕に力を込めてくっついてくるので、手に負えない。

　優は愛莉と花蓮に構わず話し続ける。

「この写真を送ってきた人物はきっと花蓮に幻想を抱いてる。ほら、花蓮って見た目はいいからね。入試成績トップだったし、体育祭でも大活躍してたし……すごく目立ってる。だから、他のクラスかあるいは学年が違ってて――花蓮の本性を知らないだれかの仕業」

　愛莉と花蓮、そして菜那も皆がパチパチと手を叩いた。

「すごいっ、優ちゃん探偵みたい！」

　菜那が絶賛すると、優は頬を赤くして「ちょっと考えればだれだってわかる」と呟つぶやいた。


　入浴中、愛莉は他人の視線が気になって仕方がなかった。花蓮が、ほかのだれかに見られているような気がしてならないのだ。

（考えすぎだとは思うけど）

　だれもかれも怪しく見えてきてしまう。これでは疑心暗鬼ぎしんあんきだ。

　入浴を終えて八〇七号室に戻る。菜那たちはジュースでも買いに行っているのか、不在だった。

「アイリったら……私のこと、そんなに気になるの？」

　ベッドに入ろうとしていると、唐突に花蓮が声を掛けてきた。

「……気になる」

　小さな声で返すと、花蓮は両手を挙げて喜びを露あらわにする。

「本当!?　アイリ――やっと、私の気持ちに応こたえてくれる気になったのね！」

「ふゎっ!?」

　抱きつかれたかと思った次の瞬間には視界が揺らぎ、ドサッと大きな音を立ててベッドに仰向けになった。

　押し倒された愛莉は目を白黒させて花蓮を見上げる。

　垂れてくる銀色の髪はまだ少し濡れていた。それがやけに色っぽい。

　黙っていればたしかに――女神に見えないことも、ない。

「アイリ」

　艶つやと憂うれいを帯びた表情で花蓮が迫ってくる。

「――ちっ、違う違う！　あの写真のこと！　カレンも、もっと気をつけたほうがいいと思う」

「違うの？　残念……」

　花蓮はあからさまに落胆する。

「でも、気をつけるって言ってもどうしようもないしぃ……。それより私は、アイリとの仲を進めたい」

「仲を進めるって――これ以上、進みようがないでしょ。私とカレンはとってもいい『お友達』」

「やぁん、つれなぁい……。でも、そんなところも好き」

「おやすみ。私のベッドに入ってこないでね」

「Ｙｅｓはいとは言えなぁ～い」

「…………」

　愛莉は無言で花蓮をベッドから追い出し、シャッと小気味こぎみよい音を立てて勢いよくカーテンを閉めた。


　目覚めてすぐ、違和感を覚える。

　私のベッドの中にだれかがいるという違和感では、ない。その逆だ。

（カレン……？）

　二段ベッドの上段で寝ているはずの花蓮の気配が、感じられない。

　愛莉はゆっくりとベッドカーテンを開け、外へ出た。背伸びをして、ベッドの上段を覗き込む。カーテンは開け放たれていた。その中にはだれもいない。もぬけの殻からだ。

（どこに行ったんだろ……？）

　まだ陽ひも昇っていないというのに、花蓮はいったいどこへ行ってしまったのだろう。

　言いようのない不安に心を掻かき立てられた愛莉はパジャマのまま部屋を出た。

　きょろきょろとあたりを見まわして花蓮を捜す。廊下の、見える範囲にはいなかった。

（お風呂は、いまの時間は鍵が掛かってるはずだし……）

　定められた時間以外の入浴は禁止されている。

　ほかに、花蓮が行きそうな場所は――。

　愛莉はひとまずエレベーターホールへ向かって歩いた。そうしてすぐに銀色頭を見つけ、ホッと安堵あんどする。

　花蓮はエレベーター前のオープンスペースで窓の外を眺めていた。

　なんとなく、話しかけづらい。花蓮は一人きりで階下を眺めているだけなのに、声を掛けるのが躊躇ためらわれた。

「どうしたの……？」

　意を決して話しかけると、花蓮はゆっくりとこちらを振り返って微笑した。

「ちょっと、早く目が覚めちゃったから」

　口元は弧を描いているものの、消沈しょうちんしているように見える。

「もしかして、眠れなかった？」

「んん……少し、ね」

　よく見れば、目の下が黒ずんでいる。

（カレンは――図太ずぶとくなんか、ない）

　本当はきっと、とても繊細せんさいなのだ。

　愛莉はスリッパの音を極力きょくりょく、響かせないようにひたひたと歩いて花蓮の隣に立った。

（……おとなしいと、調子狂う）

　元気のない花蓮は、見ていて痛々しい。いつもの変態ぶりは影を潜ひそめている。

　愛莉はのろのろと右手を動かして、花蓮の左手を掴つかんだ。花蓮の両肩がピクッと跳ねる。

「大丈夫。私がついてる」

　花蓮のために、なにができるのかわからない。

　なんの役にも立たないかもしれない。

　それでも、元気づけたかった。一人ではないのだと、伝えたかった。

　花蓮はなにも喋しゃべらない。その『無言』に不安を煽あおられる。

（私じゃ、やっぱり……頼りないって思われた？）

　おそるおそる花蓮のほうを見やるのと同時に、掴つかんだ手をギュッと握り返された。

　花蓮は破顔して「うん」と呟つぶやく。愛莉は、小さく息をついた。

　少しでも、花蓮の不安を取り除けただろうか。

　でも、まだなにも解決していないし、その糸口すら見つかっていない。

（絶対、見つけだす）

　花蓮を悩ませる者の存在が許せない。見つけだして、もう二度とあんなことをしないでと声を大にして言いたい。

　愛莉と花蓮は手を繋つないだまま、昇りゆく朝陽を眺めた。


　愛莉はある作戦を練っていた。名付けて『カレンといちゃいちゃして犯人をあぶりだそう』作戦である。

　いつか花蓮が『アイリに危害が及ぶかも』と言っていたが、それを逆手さかてに取ることにした。

（私とカレンがすごく仲がいいって思わせたら、なにか仕掛けてくるかもしれない）

　校内を歩くときは常に手を繋つなぎ、体育では必ずペアで準備運動をした。

「愛莉ちゃん、ようやく花蓮ちゃんの愛に応こたえる気になったんだね」

　音楽室から教室へと移動する道すがら、クラスメイトにそんなことを言われた。

「えっ!?　あ、あぁ……うん、まぁ……」

　ここで「違う」などと否定してしまったら、花蓮のストーカーを突き止められなくなるかもしれないと思い、愛莉は曖昧あいまいに笑うことでやり過ごした。

「アイリ、ちょっと」

　繋つないでいた手をクイッと花蓮に引っ張られる。

「うん？」

　廊下からは見えない、階段の陰に二人で入る。内緒話をしたいのだろうか。

「アイリ、私……嬉しい」

　うっとりとした上目遣いで見つめられた愛莉は、心の中で「まずい」と叫んだ。

「――ッ、カレン！　前にも言ったけど、これは『ふり』だからね!?」

「うん、わかってる。写真を送ってきた人を見つけるための『作戦』だってことは、わかってるの。でも、そうまでして犯人を見つけようとしてくれるアイリの気持ちが……嬉しいの」

　頬を薔薇色ばらいろに染め、胸の前で手を組み合わせ、どこか恥ずかしそうに花蓮はもじもじと体を捩よじる。

「ねぇ、キスしよ……アイリ」

　その言葉があまりにも唐突で、なんの脈絡もないものだから、頭で理解するのに少し時間がかかった。

「……へっ!?」

　頓狂とんきょうな声を上げるころには壁に体を押しつけられていた。

「ほら、いまだってだれかに見られてるかもしれないし。仲いいとこ、アピールしなきゃ」

「なっ……！」

　いくらなんでも、『キス』までするのは仲がよすぎだ。そこまでする必要は、絶対にない。

「あっ、あー……っ！　次、体育じゃない？　早く着替えなくちゃ」

　すると花蓮はとたんに不満顔になって、残念そうに「はぅん」と呟つぶやいて唇を尖らせた。


　お昼休み。

　愛莉は売店でパンを買うべく、花蓮と二人でレジの列に並んでいた。

「ん？　あれっ？」

　花蓮は制服の胸ポケットやスカートのポケットを手探りしながら慌あわてふためく。

「どうしたの？」

「ＩＣカード学生証が、ない」

「えっ!?」

　もうあと数人で会計だ。ＩＣカードがなければ支払いができない。

「じゃ、とりあえず私がまとめて払うから」

「うん……ごめんね、アイリ」

　パンを買い、急いで教室に戻って鞄の中を探すものの、ＩＣカードは見つからない。

　放課後になり、寮の部屋を二人で探しまわったがやはり見つからず、落とし物として職員室に届けられている可能性を信じてふたたび学園へ行ったが、ＩＣカードが花蓮の手に戻ることはなかった。

　姫乃寮の八〇七号室で、花蓮の机の上をもう一度調べたあと、愛莉は青ざめる。

「もしかして――盗られた？」

　ＩＣカードは顔写真つきなので、本人でなければ使えない。だから不正使用されることはないと思うが、花蓮のＩＣカードを盗んだ犯人の目的はきっと、金銭的な悪用ではない。

　ハッとして顔を上げる。

　いままでだって、花蓮はよく探し物をしていたではないか

「カレンッ――」

　愛莉は口を開いたが、しかし言うのは憚はばかられた。

（いままでに失くしたものも全部、だれかの仕業しわざなんじゃ……っ）

　しかしこれは推測の域を出ないし、花蓮に伝えたところで不安な気持ちに拍車をかけるだけだ。

（カレンも、そう思ってるかもしれないけど）

　話題にしたところでなんの生産性もないので、口には出さないほうがいいだろう。

「もうちょっと、探してみよう」

　愛莉は気を取り直して部屋を出た。

　オープンスペースや浴室を隅々まで必死に探しまわったが、どこにもない。

「アイリ、ありがとう。でも、もう……いいよ。再発行してもらうから」

　花蓮の憔悴しょうすいしきった顔を見て、愛莉はやるせない気持ちになった。

「……よくないっ！」

　そこはかとない怒りが沸々ふつふつと込み上げてくる。

　愛莉はギリッと奥歯を鳴らした。

「だって……落としたんじゃないんなら花蓮のＩＣカードは盗まれたってことでしょ。盗んだ犯人を見つけなくちゃ――再発行してもまた、盗まれちゃうかもしれない」

　花蓮に執拗しつようにつきまとうストーカーをなんとしても捕まえなければ。このままではいたちごっこだ。

（絶対、絶対……捕まえるっ）

　両手に硬い握りこぶしを作る。

（私に危害を加えてこないところをみると、犯人はきっとすごく気弱なんだ）

　コソコソと花蓮のものを盗むなんて、許せない。

　犯人を突き止めて――なにもかも、取り戻す。


　愛莉と花蓮は暗く狭い空間に二人でいた。

　互いになにも喋しゃべらずに息を潜ひそめ、僅わずかな隙間から外の――教室のようすを伺うかがう。

（ここでこうして見張っていればきっと、犯人が現れる）

　ストーカーをおびき寄せる餌エサは、机の上に無防備に置いた花蓮のジャージだ。名前が見えるように置いておいた。

「ねぇ……ジャージあんなので大丈夫なのかなぁ？　もっと、高価なもののほうが――」

　すぐそばで、不安げに花蓮が呟つぶやいた。愛莉は小声で返す。

「ジャージで充分よ。むしろそのほうがいいんだってば」

「どうして？」

「ストーカーは、金目の物がほしいんじゃないの。カレンが使っていたり、身に着けたりしてるものがほしいのよ」

「そういうもの？」

　愛莉がコクコクと何度も頷うなずくと、花蓮はようやく納得したようだった。それから、「はぁ」と大きなため息をつく。

「あぁん……アイリィ……。こうして密室で密着してると、私……興奮するぅ」

「はっ!?」

　いま私たちは、ふだんは掃除用具が入れられているロッカーに二人で収まっている。肩や腰、太ももが隙間なく触れ合っている状態だ。

「みょっ、妙な気を起こしてる場合じゃないのっ！」

「はぁ……はぁあん……」

「ヘンな息遣い、やめてっ」

「だって、仕方がないじゃなぁい。アイリとこんなに……」

「――シッ！」

「んぐっ」

　愛莉は慌あわてて花蓮の口を押さえた。見知らぬ学生が教室に入ってきたからだ。

（うちのクラスの子じゃ、ない）

　きょろきょろとあたりを伺うかがっていて、いかにも怪しい。

　学生はふらふらとした足取りで、吸い寄せられるように花蓮の机へ辿たどり着く。見知らぬ学生彼女の他に――掃除用具ロッカーに潜ひそんでいる私たちを除いて――教室にはだれもいなかった。

　学生の手が、机の上に無造作に置かれた花蓮のジャージに伸びる。

　心臓が、壊れそうなくらいドクンドクンと鳴った。

　学生が花蓮のジャージを胸に抱いて身を翻ひるがえしたところで、愛莉は内側から勢いよくロッカーの扉を蹴破けやぶった。

　バァンッという大きな音とともに愛莉はロッカーを飛び出した。驚きつつも逃亡を図はかろうとする学生の両腕を掴つかみ、背中で捻ひねり上げた。学生の手からジャージが抜け落ちる。

　愛莉は学生を壁際に追い込む。

「カレン、カメラ」

　呼びかけるとすぐに、花蓮は学生にスマートフォンを向け、動画を撮り始めた。あらかじめ打合せしていたことだ。愛莉は犯人を取り押さえる、花蓮は証拠を掴つかむ――と、役割分担をしていた。

　愛莉は険しい表情で学生に詰め寄る。

「いまから動画を撮るけど、いい？」

　学生はいまにも泣き出しそうな顔で、一度だけ首を縦に振った。

「カレンに大量の隠し撮り写真を送りつけたのは、あなた？」

　分厚ぶあつい眼鏡を掛けた学生ストーカーは小さくコクリと頷うなずく。

「ＩＣカードを盗んだのも？」

　学生ストーカーは先ほどと同じように頷うなずいた。しかしその、どこか曖昧あいまいな態度が愛莉は気に食わなかった。

「はっきり言ってくれない？」

　憤りを抑え、平静を装う。本当は怒鳴り散らして問い詰めたいところだが、「脅迫きょうはくされた」などと言われては元も子もない。

「そ、そうです……」

　愛莉は「ふぅ」と息をついて、花蓮に目配せをした。花蓮は動画の撮影をやめる。

　学生ストーカーはもう逃げる気はないらしく、項垂うなだれてその場に座り込んだ。

「……どうしてそんなことしたの？」

　学生ストーカーの両肩がピクッと跳ねる。

「さ、三条さんが……素敵だから……」

　俯うつむいたまま発せられた声は弱々しく、くぐもっていた。

「だからって、やっていいことと悪いことがあるでしょ！　カレンはあの写真のせいで眠れなくなったし、ＩＣカードがなくなってすごく困ってた！」

　学生ストーカーは顔を上げ、瞳に涙を浮かべ、虫の鳴くようなか細い声で「ごめんなさい」と謝った。

「……カレン、どうする？」

　学生ストーカーのやっていたことは犯罪だ。法的に訴えればきっと、停学では済まない。

　花蓮は顎あごに手を当ててなにやら考え込んだあと、

「私に夢中になってくれるのは嬉しいんだけど、私は――あなたが考えているのとはちょっと違うと思う。だって私、アイリの愛犬だから」

　学生ストーカーは上ずった声で「あ、愛犬……？」と尋ね返す。

「そう。アイリが行くところにはどこへでもついていくし、アイリの命令ならなんだってする。それに私、アイリの下着の匂いを嗅かぐのが日課なの。もちろん、使用済みのね」

「――はっ!?」

　まったく予想していなかった花蓮の発言に度肝を抜かれる。それは、学生ストーカーも同じのようだった。

「あなたの女神になれなくって、ごめんなさいね。それと、あなたが持ってる私の物……返してほしい、全部」

　穏やかな声音で花蓮が言うと、学生ストーカーはスカートのポケットからＩＣカードやリップ、消しゴムやシャープペンシルを次々と出して床に並べた。

「よくもまぁこんなに……」

　愛莉が言うと、学生ストーカーはすっかり縮み上がって、

「本当に、本当にごめんなさい……！　もう、しませんから」

　そうして逃げるように教室を出て行く。

「……いいの？」

「うん、いい。失くしたものはみんな戻ってきたし、もうしないって言ってたし。なにより、私に幻滅したみたいだし――もう大丈夫」

「カレンがいいなら、いいけど――って、そうだった！」

　愛莉は顔色を変えて花蓮を問いただす。

「さっきの話！　本当なの!?」

「なにが？」

「わっ、私の……その、下着の匂いを嗅かいでるっていう……」

　花蓮はいやにわざとらしく「あぁ～」と言う。

「さぁ、どうでしょう？」

　首を傾げて流し目を寄越よこしてくる花蓮を、どうしてかそれ以上は言及げんきゅうできない。

「アイリ。私のこと、守ってくれてありがとう」

　それまでとぼけ顔だった花蓮が急に真面目な表情になるものだから、愛莉は調子を崩さずにはいられない。

「守ったっていうか……ストーカーを捕まえたかっただけだから」

「私のために、でしょ？」

　なにも言えなくなった。

　違う――と口答えしたところで、言いわけのようにしかならない。

「はぁ、それにしてもカッコよかったなぁ……あのときのアイリ」

　学生ストーカーの腕を捻ひねり上げて花蓮のジャージを取り戻したときのことだろう。

「どうしてあんな、ＳＰみたいなことできるの？」

「合気道を習ってたの。私が住んでたところ、田舎で通学距離が長かったから……。不審者に遭遇しても対応できるように、って」

「かっこいい～！」

　花蓮は胸の前で手を組み合わせて、エメラルドグリーンの瞳をいっそうキラキラと輝かせる。

「ねぇ、私にもワザをかけて？」

「いっ、イヤ」

「どうしてぇ？」

「――ひゃっ！」

　真正面から抱きつかれてよろけてしまったものの、両足を広げることでなんとかしてその場に踏みとどまった。

「～～っ!!」

　とろんとした整った顔が目の前にある。そしてその瑞々みずみずしい唇が、

「ぁっ、おっぱい当たっちゃった」

　などと言うものだから、その箇所を意識せずにはいられなくなった。

　胸同士を、突き合わせる恰好になっている。

　柔らかい。

　それに、いい匂いがする。

「……っ、ふ」

　走ったわけでもないのに息が整わない。

　ドッドッドッドッドッと、普段の倍以上のスピードで心臓が脈を刻んでいる。

　動揺を示すこの心臓の音が、胸の膨ふくらみを通って伝わってしまっているのでは――。

「あぁあーっ、もう！」

　愛莉は上を向いてそう叫び、花蓮の肩を掴つかんで引き剥はがす。それでもなお花蓮が身を寄せてこようとするので、彼女カレンの右腕を両手で捻ひねり上げた。

「いいぃ、痛いっ、アイリ！」

「だって、カレンがくっついてくるから……ッ！」

　必死だった。このときのことは、よく覚えていない。

　ただ、ひどく動揺しているのだけは確かだった。

「……でも、幸せぇ」

　涙ぐんだ花蓮の幸せそうな声が、やけに耳に残った。

　明後日からは、長い長い夏休み。


    
        第五章　アイリとカレンの夏休み


　みーん、みーん。

　ちりん、ちりん。

　――ああ、夏を感じる。

「んん……」

　愛莉は布団の上で寝返りを打つ。暑いけれど、まだ寝ていたい。起きられない。

　姫乃寮で規則正しい生活を送っていた反動なのか、夏休みに入り実家に帰省するととたんに堕落だらくした。

　朝寝坊や夜更かしは当たり前だし、両親が仕事で不在がちなのをいいことに、食事の時間だってまちまちだ。

　もう陽ひが昇って久しいというのに、愛莉は朝食も取らずに眠り続けていた。

　ピンポン。

　だれかが、チャイムを押す音。

　指でボタンを押している時間が短いと、チャイムは間延びしないからそんな音になる。

　聞きなれないチャイムの押され方だった。

　ピンポン、ピンポン、ピンポン。

　ああ、こんな押し方をするのはきっとせっかちな人か、あるいは急いでいる人だ。

「んもぅ……だれ……？」

　この家にはいま私しかいない。ゆえに、私が布団から出て玄関まで行くしかない。

（出たくないな……）

　居留守を使ってしまおうかとも思った。

（でも、居留守がバレたら……お母さんに怒られる）

　なにせ田舎だ。おばちゃんたちの情報網はＳＮＳに少しも劣らない。

　愛莉は寝ぼけ眼まなこで「はぁ～い」と大きな返事をして部屋を出た。廊下を歩きながら手櫛てぐしで髪の毛を整える。服装はまあ、スウェットなのでギリギリＯＫだろう。

「どちらさまでしょうか～」

　そう言いながら、玄関の引き戸を開ける。カラカラと乾いた音が響く。

「……来ちゃった」

　口の端から小さく舌を覗のぞかせて、「てへっ」と言わんばかりに花蓮は小首を傾げる。愛莉はとたんに目覚め、そして瞬時にフリーズした。

「なっ、なん、なんでっ!?」

「アイリ……！　久しぶりね」

「なに言ってるの、昨日別れたばっかりじゃない!!」

「そう、一日ぶり！　あぁ、アイリが恋しくて私……ぜんっぜん眠れなかったのぉ～！」

　花蓮は両手を広げて押し入ってくる。

「わわっ！」

　とっさに避けると、花蓮は玄関の上がり框がまちに正面から倒れ込んだ。

「いたぁい……！　どうして避けるのっ!?」

「避けないほうがオカシイでしょ！」

　息巻いてそう言うと、花蓮は板張りの床に座り込んだまま「ひどぉい」と呟つぶやいて身をくねらせ、左手で右肘を摩さすった。

「……怪我ケガしたの？」

　屈かがんで、花蓮の右肘を覗のぞき込む。赤くなっている。

「んもう……こんな、薄着だから」

　花蓮が着ているのはノースリーブの白いワンピースだ。

　とはいえ、怪我をさせてしまったのには違いない。

「ごめ――」

「アイリは悪くない。いきなり迫られたら、避けるのが当たり前だもん」

　花蓮は何事もなかったように笑って立ち上がり、玄関先にあった大きなキャリーケースをゴロゴロと押して運んできた。

「よいしょっと。荷物はどこに置けばいいかしら」

「……はい？」

　なんだかイヤな予感がする。

「ねぇ、ご家族の方は？　ご挨拶しなくっちゃ」

「いや、いまだれもいないけど――なんの挨拶をするつもり？」

「なんのって、それは――……えっ？　じゃあ、いまここには私とアイリの二人だけ!?」

　花蓮は両頬を手のひらで押さえて「どうしましょう！」と叫ぶ。

「あぁあん、緊張してきちゃった」

「そうですか。ではお引き取りください」

「どうしてぇ!?」

　花蓮の背を押して玄関から外へ出そうとする。しかし花蓮は梃子てこでも動かない。

「せめて、ご家族の方が帰ってくるまでいさせて……！」

「もー、仕方ないなぁ……。じゃあ、どうぞ？」

「わぁい。お邪魔しまぁ～す」

　白いワンピースを着た花蓮が、大きなキャリーケースを押しながら日本家屋の廊下を歩いている。なんとも言えない、妙な光景だった。

　居間に着くなり花蓮は嬉しそうに「わぁっ」と声を上げた。

「畳だわ！」

「畳の部屋ばっかりだよ。適当テキトーに座って」

　花蓮は興味津々きょうみしんしんといったようすできょろきょろとあたりを見まわして、「失礼しまーす」などと口にして畳の上に座った。

　畳に座るのに「失礼します」とは大袈裟おおげさだと思ったが、口には出さなかった。

　居間と台所は続き間になっている。愛莉は台所へ行き、冷蔵庫から麦茶のガラスポットを取り出してグラスに注いだ。

　麦茶のガラスポットを冷蔵庫に戻すついでに中を物色する。

「ゼリーくらいしかないけど、食べる？」

「食べる！」

「わかった」

　黒い丸盆に、キンキンに冷えた麦茶と市販のカップゼリーを二人ぶん載のせて居間へ運ぶ。

「はい、スプーン」

「ありがとう」

　花蓮は手のひらをピタリと合わせて「いただきます」をしたあと、おそるおそるといったようすでカップゼリーのシールを開けた。

「わっ、零れちゃった」

　この手のゼリーはたいてい、シールのギリギリのところまで中身が詰められているものだ。

「んもう、ヘタなんだから」

　テーブルの上に散ったゼリーの飛沫ひまつを布巾ふきんでサッと拭く。

「ごめぇん」

「……もしかして、こういうの食べるの――初めて？」

「うん」

「はー……カレンって、やっぱりお嬢様そうなんだね」

「えっ、なに、やっぱりって!?」

「零こぼしてもいいよ、気にしないで。私も、子どもの頃は上手く食べられなかった」

「それって、私が子どもだってことーっ？」

「まぁまぁ。お嬢様のお口に合うとよろしいのですが」

　慇懃無礼いんぎんぶれいに言うと、花蓮は唇を尖らせた。尖った口のままスプーンでゼリーを掬すくい、口へ運ぶ。

「ほわぁ……おいしぃ……！」

「普通フツーのみかんゼリーだけどね」

「アイリと一緒に食べるものだったら、なんでも格別なの！」

「あ、そう……」

　愛莉は手際よくカップゼリーのシールを開けて、一口食べる。

（なんか……私も、いつもより美味しく感じる。ヘンなの）

　けれどどうしてか、そうとは口に出せない。私はいつからこんなにも素直でなくなってしまったのだろう。

　愛莉は「コホン」と咳払いをしたあとで、

「それで、なにしに来たの？」

「アイリに会いに」

「……それで？」

「ぅん？　どうもしないよ？　あぁ、したいことはいっぱいあるけどぉ～」

「しないから！」

「まだなにも言ってないのにぃ」

「どうせろくなことじゃないでしょ」

「むぅ……」

　花蓮はみかんとゼリーが入ったカップの中で不満げにスプーンを踊らせていたが、急に真面目な顔つきになって言う。

「会いたかったから来たの。ただ、それだけ」

　そうして無邪気な笑顔を向けられると、とたんに胸の鼓動が強くなる。

　心臓がドキドキと脈を刻み、この空間に花蓮がいること、そして二人きりなのだということをいやに意識してしまう。

「わ、私も……その……」

『ただいまぁ～』

　玄関のほうからカラカラッという引き戸が開く音が聞こえてきた。

「――あぁっ、お母さんだ」

　愛莉は目を白黒させて、テーブルに両手をついて立ち上がった。

「えぇっ、アイリ！　なにか言いかけてたでしょ」

「な、なんでもないよ」

　花蓮にぎこちない笑顔を向けて母親を出迎えにいく。普段は出迎えなんてしないけれど、花蓮が来ていることを先に伝えなければと思ってそうした。

「あっ、お邪魔してます！」

　母親が来るなり花蓮は立ち上がり、深々と頭を下げた。

「いらっしゃ～い、よく来てくれたわね！」

　母親は買い物袋を台所のテーブルに置いて、「なんにもないけど、ゆっくりしていってね」と言葉を足した。

「ありがとうございます」

　花蓮は些いささか緊張した面持ちで笑って、キャリーケースの中から次々と土産らしきものを出す。

「これ、お土産です。もしよかったら」

　外国産と思おぼしきチョコレートやワインを母親に差し出した。見るからに高級品だ。

　母親は「あらっ、いいの？　こんなにたくさん」と言いながらも、花蓮が「ぜひどうぞ」と言うので、申し訳なさそうな顔をして土産を受け取った。

「ありがとうね、花蓮ちゃん」

　花蓮は笑顔で「とんでもございません」と首を小さく横に振る。

「あの、アイリさんのお母様。ご相談がございまして……」

「あら、なぁに？」

「夏休みのあいだ、私をここに置いていただけないしょうか……！」

「えっ!?」

「どうぞうどうぞ、狭いし古い家だけど！」

「えぇえっ!?」

　花蓮の思いもよらぬ発言と、そしてそれを二つ返事で快諾かいだくした母親に驚愕きょうがくの眼差まなざしを向ける。

「部屋はたくさんあるから、花蓮ちゃんさえよければ！　うちは大歓迎よ。ねぇ、愛莉」

「え、えっと……うぅ、まぁ……」

「なぁに、歯切れの悪い」

「うぅ……いや、いいんだけどっ」

　愛莉は顔を背そむけて俯うつむいた。

　夏休みはまだ始まったばかりだ。それなのに、これからずっと一緒だなんて――。

　嫌なわけではない。むしろ、喜んでいる自分がいる。花蓮と一緒のほうが、きっとずっと楽しい。

　けれど、漠然ばくぜんとした不安に襲われる。この長い休みのあいだに、なにかが起こってしまうのではないかという不安だ。

（……ううん。いままでだってずっと一緒だったんだから）

　生活拠点が学園から実家に移ったというだけだ。いまさら『なにか』起こるわけがない――と、愛莉は半なかば無理やり自分を納得させる。

「愛莉、夕方になったら花蓮ちゃんに村を案内して差し上げなさい。なんにもないところだけど、景色だけはいいから」

　余所行よそいきの顔で嬉しそうに微笑ほほえむ花蓮を横目で眺めながら愛莉は小さな声で「はーい」と返事をした。


　茜色の空の下もと、青々とした稲が風に揺れていた。

　遠くで聞こえる蝉セミの声が、夏の夕暮れを情緒的じょうちょてきに演出する。

「素敵……！」

　花蓮は白いワンピースの裾すそをなびかせ、小道の真ん中をくるくると回りながら歩いた。

「それはよかった」

　愛莉にとっては見慣れた田んぼ道だが、花蓮には新鮮らしい。

「ここがアイリの生まれ育った場所だと思うと、ますますステキッ」

　満面の笑みでそんなことを言われると、どう反応すればよいのかわからなくなる。

　愛莉は頬を夕焼けと同じ色に染めて下を向いた。

「……駄菓子屋さんにでも行く？」

「行く！」

「けっこう歩くけど」

　花蓮の顔がほんの少しだけ引きつる。

「……行く!!」

　駄菓子屋へ行くのに両手に握りこぶしを作らなければいけないほど覚悟がいるのかと、おかしくなって愛莉は「ははっ」と軽快に笑った。

　ところが花蓮は愛莉が笑ったのが不満だったらしく、ぷぅっと頬を膨ふくらませた。

「なによぉ、アイリ～。……けっこうって、どのくらい？」

「二十分くらい」

「なんだ、そのくらいなら平気。歩ける」

「往復すると四十分だけど」

「……平気。歩けるっ」

　花蓮はまたしても両手に握りこぶしを作って意気込んだ。つい笑ってしまいそうになったが、口元を押さえて田んぼを眺めることで笑いを堪こらえた。

　歩くこと二十分。駄菓子屋に到着する。

　水色に白色のラインが入ったビニール素材の軒屋根のきやねは相変わらずだ。木造の小さな店だがいつも手入れが行き届いていて清潔感がある。

「こんにちは」

　開けっ放しの玄関から中へ入るとすぐに、馴染みのおばちゃんが迎えてくれる。

「おや愛莉ちゃん、久しぶりだねぇ。新しい学校にはもう慣れた？」

「うん、慣れたよ。すごく楽しい。おばちゃん、ラムネ二つちょうだい」

「はいよ」

　愛莉はショートパンツのポケットからコインケースを取り出す。しかし愛莉が払うよりも先に、花蓮が千円札をおばちゃんに手渡した。

「うん？　このへんじゃ見ない顔だねぇ」

「アイリの親友のカレンです。よろしくお願いします」

「そうかい、よろしくねぇ。はい、ラムネ」

「ありがとうございます」

　それから、おばちゃんと世間話をして店を出た。

　店先の赤いベンチに花蓮と並んで座る。

（親友――）

　急に、先ほどの花蓮の言葉が思い出された。なんだかくすぐったい。

「……恋人、って挨拶するほうがよかった？」

「まっ、まさか！」

　しどろもどろしながらラムネの瓶を握りしめる。よく冷えている。

（私が考えてたこと、なんでわかったんだろ）

　たまたまかもしれないけれど――考えを読まれたみたいで、落ち着かない。

　愛莉は横目で花蓮を見やる。ラムネの瓶が目に入る。

「そうだ、カレン。お金――」

「いいのいいの。ほら、このあいだアイリが私のぶんのパンも買ってくれたでしょ」

　――ああ、カレンのＩＣカードが盗まれたときか。

「だから、今日は私のオゴリ」

「ありがと。じゃ、いただきます」

　二人はラムネの瓶をコツンと合わせて乾杯する。

「ところでアイリ。これ、どうやって飲むの？」

「ビー玉を下に落とすの」

　愛莉がやってみせると、花蓮も同じようにキャップの一部を外してビー玉を押した。

　カチャンッと涼しげな音が響いてビー玉が落ち、ラムネがシュワシュワと泡立つ。

「わっ！　なにこれ、楽しい……！　もう一本、買ってこようかな」

「えー？　とりあえず、それ飲んでからにしたら？」

「そうねっ」

　花蓮はラムネの瓶を両手で持ち、豪快に呷あおる。

「んん～っ、美味しい！　生き返る」

「そんなに歩き疲れてたの？」

「違うけど～、生き返ったの～」

　ふたたび花蓮はぐびぐびとラムネを飲み始める。愛莉は花蓮の動く喉元を見つめる。その飲みっぷりには感心するばかりだ。

「ぷはぁ……。ほんと、素敵なところ」

「なんにもないけどね」

「だからいいんじゃない。なんか、こう……時間がゆっくり経つような気がする」

　ラムネの瓶を揺らしてカラン、カランとビー玉を弄もてあそびながら花蓮は言う。

「アイリと、永ながく過ごせるような気がするの」

　不意に、下から顔を覗のぞき込まれた。いきなり花蓮の顔が間近に迫ったのもそうだけれど、白いワンピースの胸元から深い谷間が見えて、ドキリとする。

「アイリ？　ほっぺが赤いよ？」

　愛莉はなにも答えらえなかった。

（カレンの胸を見て顔が赤くなったなんて……！）

　そんなこと、口が裂けても言えない。

　自分でも、おかしな反応をしているとわかっている。わかっているが、顔色まではコントロールできない。

「……暑いからかな」

　愛莉は飲んでいたラムネの瓶を頬に押し当てた。飲み干してしまったあとなので、瓶はさほど冷たくない。

　花蓮はなにを言うでもなく「ふふっ」と笑ってラムネを飲む。

「はぁ、お腹いっぱいになっちゃった」

「そうでしょうね」

「また明日も来よう？」

「……うん」

　それから二人は毎日のように駄菓子屋へ通ってラムネを飲んだ。

　することといえばそれくらいなのだが、花蓮はずっと楽しそうだった。

（私も、楽しい）

　花蓮は『ゆっくりと時間が経つ』と言っていたが愛莉にとってはそうではない。花蓮との日々は飛ぶように過ぎていった。

　あっという間に、夏の長休みも残すところ一週間となる。

　今日は村を挙げての夏祭り。

　夏の終わりを惜しむように催もよおされる、休みのあいだ唯一の大きなイベントである。

　会場となる神社へ花蓮と二人で赴おもむく。陽ひはもうだいぶん傾いている。

　境内けいだいには盆踊りのための会場が設けられ、そこへ向かって無数の提灯ちょうちんが飾り立てられていた。

　小さな村の祭りだ。出店の数はそう多くはないが、参道は人で賑にぎわっていて活気がある。

「アイリの浴衣姿、すごくいい……」

　唐突に、どこか惚ほうけたようすで花蓮が言った。

　赤い布地に大輪の菊模様が散りばめられた浴衣を見下ろす。

（ちょっと子どもっぽいかなって思ったけど）

　褒められて悪い気がするはずもなく、愛莉は短く「ありがと」と言葉を返した。

「……カレンも、似合ってる」

　白地に紫色の桔梗が描かれたシックな装いの花蓮をしげしげと見る。

　この浴衣は愛莉の母親のものだ。ほかに、もっと派手な浴衣もあったのだが、花蓮はこの落ち着いた風合いのものを選んだ。

　二人は出店をまわり、わたあめやフライドポテトをつまみながら歩く。

　お祭りで食べる物というのはどうしてこう、美味しいのだろう。

「愛莉～っ！　久しぶり」

　旧友に声を掛けられた。祭りにくれば必ず知人に会う。

「ああ、みんな。うん、久しぶり。元気だった？」

「元気、元気！　あれ、そちらは？」

　女友達は皆、花蓮に釘付けだ。

「いまの学校の友達。夏休みのあいだ、私の家に遊びに来てる」

　花蓮はどうしてかぎこちない笑顔になって「カレンです」とだけ自己紹介した。

「そうなんだ～、よろしく！　ねえ、一緒にまわろうよ」

「うん。カレン、いい？」

　すると花蓮は張り付けたような笑顔で「もちろん」と答える。

（なんか、機嫌悪くなった……？）

　そう思うのは、私が花蓮のことをよく知っているから。旧友たちは気がつかないだろう。

　その後、昔なじみの女友達と出店をまわっているあいだずっと、花蓮は物憂げだった。


　陽ひが落ちて薄暗くなった林道りんどうを、愛莉と花蓮は並んで歩く。

　祭りはまだ続いているが、あまり帰りが遅くなると両親に心配をかける。

「……カレン。怒ってる？」

　話しかけるのには少し勇気が必要だった。トクン、トクンとにわかに胸が鳴る。

「怒ってないよ。アイリのお友達にヤキモチ妬いてるだけ。それと、私のこと……友達って言うから……ちょっと、傷ついてる」

「だ、だって……友達だし」

　恋人では、断じてない。

　ところが、花蓮の気に障ったのはそういうことではなかった。

「Ｂｅｓｔ親友　ｆｒｉｅｎｄでしょ？」

　大したことはない、ちょっとしたニュアンスの違いだ。

（些細ささいなことだと思うけど……カレンにとっては、違うんだ）

　それで花蓮を傷つけてしまったのなら申し訳ないと思った。

「ごめん」

　すぐに謝ると、とたんに花蓮の表情が明るさを取り戻す。

「いいの。いまはまた、アイリを独り占めしてるから」

「独り占め、って……」

　ここで照れるのは、おかしいだろうか。

　いったいなにが、親友として『普通』のことなのかを見失いそうになる。

　木の葉を揺らすカサカサッという音が突如として響いた。

「きゃっ！」

　花蓮は顔色を変えて悲鳴を上げた。

「鳥かなにかだよ」

「そ、そうなの？」

　周囲を見まわしながら花蓮が腕にしがみついてくる。

　林の中は薄暗くて不気味だけれど、何度も通ったことのある道なので怖くはない。

「そうだ、気分転換に写真でも撮りましょ」

「それ、どういう気分転換？」

「記念よ、記念！」

　花蓮は手に提さげていた巾着きんちゃくからスマートフォンを取り出し、空に向かって掲げる。

　画面に映し出される、浴衣姿の愛莉と花蓮。カシャッ、カシャッというシャッター音は、静寂な林道にはやけに際立って聞こえる。

「ふふぅ……」

　いましがた撮影した写真を見て花蓮は顔をほころばせた。

「これ、インチュタにアップしてもいい？」

「えっ、なんで!?」

　インチュタとは、スマートフォンで画像や動画を共有できるＳＮＳソーシャルネットワークサービスのことだ。

「いいでしょ？　べつにやましいことしてるんじゃないんだし。ちょっとくっついて写真を撮るなんて、女の子同士なら普通じゃない」

　花蓮はスマートフォンで口元を隠す。

「あぁそれとも、やましいことしてるところ……アップする？」

　口が隠れていても、そこが弧を描いているのは明らかだった。

「しないから」

「じゃ、アップしていいのねっ！」

「……ご自由にどうぞ」

「やったぁ」

　喜々としたようすで花蓮はスマートフォンの画面を操作する。写真のアップを終えたのか、微笑ほほえんだままスマートフォンを巾着きんちゃくに戻した。

「ねぇ、私ね……ブラ、つけてないの」

　翡翠色ひすいいろの瞳が、じいっと見つめてくる。

　愛莉は一瞬、花蓮の言葉の意味が理解できなかった。

「なっ――!?」

　つい、花蓮の胸元を見てしまいそうになったが、そんなことをしてはいけない、と自分自身が引き留める。

「アイリのお母様に、窮屈きゅうくつだからって言って浴衣を着る前にブラは外しておいたの。触って、もらいたくて……アイリに」

　花蓮は巾着を手首に引っ掛けたまま衣擦きぬずれの音を奏でて両手を胸元へ持っていく。

　その手を、目で追ってはいけない。

　わかっているのに、視線を誘導される。

　花蓮が深呼吸をしたのがわかった。長く息を吐き出して、膨ふくらみの真ん中をそれぞれ押す。

「んっ、んん……」

　艶なまめかしい声。

　それはきっと、『親友』が耳にしてはいけない声。

「ほら、見て……尖ってきたの、わかる？」

「……っ!!」

　愛莉はビクッと全身を弾ませた。

　見なければよいものを、瞳は花蓮の胸元を捉とらえてしまう。吸い寄せられているようだった。

　白い浴衣だからか、そこが尖っているのがよくわかった。薄桃色が透けているようにも見える。

「やっ、やめなさいよ、そんなこと……！」

「どうして？」

　花蓮がにじり寄ってくる。下駄で地面を擦すって後ずさる。背中になにかが当たった。木の幹だ。これ以上はうしろへ行けない。逃げられない。

「アイリに、弄いじってもらいたい……」

　しだいにエメラルドグリーンの双眸そうぼうが潤んでいく。

　心なしか花蓮の息遣いが荒い。いや、それは私もかもしれない。

「ね？　服の上からで、いいの」

　愛莉は口を大きく開けたものの、なにも言えなかった。

　それをしてしまったらきっと、一線を越える。

『親友』ではなくなってしまう――。

「弄いじってくれるまで、私――ここから動かない」

　花蓮の目は据すわっていた。その声音と表情から、真剣さが伝わってくる。

（カレン……本気なの……？）

　ふざけているとは思えなかった。

　切羽詰まったような花蓮の顔。

　二人の距離が、どんどん縮んでいく。

「アイリ」

　呼びかけられて、崩れ落ちたのは――理性。

　花蓮のそこに触れてみたいという欲求が、本当はもっとずっと前からあったのかもしれない。

（触るまで、動かないなんて言うから……！）

　だから、手を伸ばすのだ。

　だから、仕方なくそうするのだ――と、自分自身に言いわけをする。

　花蓮の膨ふくらみへ向かって伸ばした右手は僅わずかに震えていた。緊張からか、あるいは背徳感からか。きっと両方だ。

　薄暗いせいで上手く距離感が掴つかめない。軽く触れるつもりだったのに、指先は思いのほか花蓮の胸に沈み込んだ。

「ぁんっ……」

　膨ふくらみの上のほうを少し押しただけだというのに、どうしてそんなに色っぽい声を出すのだろう。

　愛莉は慎重に指先を滑らせて、ぷっくりと盛り上がっている部分を目指す。

　浴衣の生地の摩擦を、これほど如実に感じたことはいままでにない。全神経が指先に集中しているようだった。

　研ぎ澄まされているのは指先だけではない。聴覚だって、いやに過敏になっている。花蓮の「ん、んっ」という吐息交じりの小さな声を、この耳は聞き逃してくれない。

　膨ふくらみの、もっとも尖った部分に触れるまで、あと数センチ。

　大きく息を吸い込むのと同時に、指先がその突起に当たる。

「ふぁっ！」

　花蓮の頭がガクンッと大きく上下した。おくれ毛を垂らしてハーフアップになっている銀の髪がゆらゆらと揺らめく。

（……硬い）

　息をするのを忘れそうになった。不本意ながら、夢中になっていたのだと思う。

　花蓮の硬い乳首を、浴衣越しにツン、ツンと押す。

「ぁっ、はぁっ……！」

　小さな突起を、ほんの少しの力で突つついているだけだ。それなのに花蓮は体をくねらせて身悶みもだえする。

（擦こすったら……どうかな）

　花蓮はどんな反応を見せるだろう。

　指先を上下左右に小刻みに動かして、尖りの表面をすりすりと擦こする。

「はぅ、んっ！　あぅう……っ」

　喘あえぐ声が、だんだんと大きくなってきた。

（どうしよ……なんか、楽しい……？）

　そんなこと、思ってはいけない。

　しぶしぶ花蓮の胸に触っているはずなのに、楽しいなんて――思ってはいけない。

「アイリィ……私……きもちいぃ……！」

　薄暗闇のなかでもはっきりそうとわかるほど花蓮の頬は紅潮こうちょうしていた。

　心を無にしなければ。

　そして、早く終わらせなければ。

（終わらせるって……どうやって？）

　自問しても答えが返ってくるはずもなく、愛莉は困惑する。困惑しながらも指先を動かしていた。

「あぁん、もぅっ……たまらない！」

　急に大声を出したかと思えば、花蓮は赤い頬を両手で押さえた。手のひらは頬を滑り、衿元えりもとへと落ちていく。

　花蓮は浴衣の衿えりを左右に開き、二つの膨ふくらみを外へと逃がす。

　そのようすを、なにを言うでもなくただ眺めていた。

　思考回路が、まともに働いていなかった。

「――っ、な!?」

　花蓮が胸を露あらわにして数十秒が経ってようやく愛莉は声を上げる。

「こっ、ここ、どこだと思ってるの！　早くしまって」

「いやぁん！」

　花蓮が首を大きく横に振る。すると、むき出しの乳房も連動してふるふると揺れた。

「見て、こんなに硬くなってる。アイリに、指で弾いてもらいたくてたまらない……っ！」

　自みずからの手で乳房を掴つかみ、先端を際立たせる花蓮から目が離せなくなる。

「コリコリって、して？」

　薄暗闇に響く、甘い声の誘惑。

　愛莉はその箇所に手を伸ばしかけたが、真上からガサガザッと木の葉が擦こすれる音がしたことで我に返った。

「できるわけ、ないでしょ……!?」

　上を見れば、鳥が空へと飛び立ったところだった。

　乳首に手を触れる触れないの前に、ここは屋外だ。外で胸を晒さらしているなんて、非常識かつ危険極まりない。

「どうして？　じかに触るのは、だめなの？」

「だめに決まってるでしょ！　……へんたいっ」

　辛辣しんらつな言葉を浴びせれば引き下がると思った。

　ところが、そうはいかない。

「変態でもなんでもいい。アイリ、お願い。指で摘つまみ上げて。じゃなきゃ私、このままで帰る」

「このまま、って」

　――胸をはだけさせた状態で家まで帰るつもり？

　冗談じゃない。しかし、花蓮ならやりかねない。

　花蓮が、胸を露あらわにしたまま田舎道を歩く姿を想像する。人通りなんてほとんどないけれど、他人に花蓮のあられもない姿を見られるかもしれないと思うと、お腹の底がズゥンと重くなった。

「……ちょっとだけ、だからね」

　唸うなるような声で前置きして、愛莉は花蓮の胸蕾むねつぼみに手を伸ばす。

「二つとも、ね？」

　念を押されてしまっては仕方がない。愛莉は眉根を寄せて、両手の指で花蓮の乳頭をキュッと摘つまんだ。

　その感触はきっと一生、忘れない。

「はい、おしまい！」

　パッと手を放すと、花蓮は「えぇ～っ!?」と声を上げて盛大に残念がった。

「アイリ、アイリッ……！　キス、していい？」

「なっ、そんな――次から次に」

　愛莉は無言で首を横に振る。

　だって、いまならまだ後戻りできると思うから。

「したいの、お願い」

　潤みを帯びたエメラルドグリーンが、必死に訴えかけてくる。

（だめ、でしょ……！　キスなんてっ）

　『親友』というものに拘こだわるとしたら、絶対に交わしてはいけないものだ。

　花蓮の秘めたところに浴衣越しだけでなくじかに触れてしまったいま、考えても仕方のないことのような気もするが――。

「キス、したら……胸をしまう？」

　ふと頭に浮かんだことを、深く考えず口に出した。

　するとすぐに花蓮はコクリと頷うなずく。

　愛莉はゴクッと喉を鳴らしたあと、花蓮の頬に片手を添えた。

　意識的に、顔の距離を縮める。

　息が当たる。どちらの息が、荒いのだろう。

　触れるだけのキスだった。

　これは、花蓮に言うことを聞かせるためのもの。

　ただ、それだけ。

　ほかに、意味なんてない。だから、花蓮の唇の柔らかさなんて忘れてしまおう。覚えていては、いけないものだ。

　愛莉は勢いよく顔をうしろへ引き戻す。

「今度こそ本当におしまい！　ちゃんと着て！　帰るよ!!」

　無理やり浴衣の衿えりを合わせて胸を覆い隠した。

　早く隠さなければ、目の毒だ。

（か、隠すのは花蓮のためなんだから！）

　自分のためではない、と言い聞かせる。

　いっぽう花蓮は「やぅん」と啼ないて、さも残念そうに桃色の唇を尖らせた。

　愛莉はわき目もふらず、真っすぐ家へと帰る。途中でまた花蓮が妙な気を起こしてしまったらきっと、今度こそ手に負えない。

　それは花蓮のためなのか、あるいは自分のためなのか――。

「よけいなことは考えない！」

　あともう数メートルで家に着くというころになって愛莉は叫んだ。

　ギョッとする花蓮を横目に、愛莉は心の中で「しまった」と呟つぶやいて口を押さえる。

　心の声が外に漏れてしまった。

　もうずっと、平常心ではない。

　花蓮に触れたときからずっと、心がかき乱されている。

　家に着いてもなお、心臓の高鳴りは収まらなかった。なにをするにもそわそわとして落ち着かず、布団に入ってもなかなか寝つけない。

（なんなの？　私……）

　興奮、しているのだろうか。

　それは、いったいどういう類たぐいの『興奮』なのか。

（だめだ、考えちゃダメ）

　愛莉はギュッと強く目を瞑つむった。

　ふだんはまったく気にならないのに、時計の秒針がカチ、カチ、カチと進む音がやけに大きく感じる。

　襖ふすまが開く音がした。

　目を閉じていてもそれがわかった。

　大きく目を見開く。

　部屋の襖ふすまはやはり、開いている。

　そして、そこに立つ人の姿を見て愛莉は大声を上げそうになった。

　自分の口を慌あわてて押さえる。そうでもしなければ本当に叫んでしまうところだった。

「アイリったら、まだ起きてたの？」

　秘めるべき箇所が見事に透けた下着姿の花蓮が、畳の上をひたひたと歩いて近づいてくる。

　愛莉は口をパクパクと動かして、

「こらーっ！　カレンッ、なんて恰好かっこうっ……！」

　小声で咎とがめ、視線を逸らす。

「だって、アイリがすぐ隣の部屋にいると思うと眠れなくて……っ！」

　咎とがめられても花蓮は態度を変えない。愛莉の布団に潜り込もうとする。

「ふだんから二段ベッドの上下で寝てるでしょうが！」

「それはそれ、これはこ～れ」

「私の布団に入ってこないで！」

「えぇーっ」

　花蓮は顔に不満をにじませて膝を抱える。畳の上にちょこんと体操座りをする花蓮を、直視できない。

　だって、薄暗くてもよくわかる。透けた下着なんて意味がなく、ほとんど全裸なのだ。面と向かって見るなんて、絶対にできない。

「ねぇ……アイリはなにもしなくていいから、見ててくれない？」

　いましがた『見るなんてできない』と思ったばかりなのにそんな提案をされ、面食らう。

「なにを？」

　一応、尋ねる。

「私が、一人でするところ」

「だから、なにを」

　花蓮はなにも答えない。

　黙り込まれると、どうしたのだろうと気になってしまう。

　顔の向きはそのままで、瞳だけを花蓮のほうへと動かした。

「――！」

　今夜は、そういえば満月だった。だから、いつもより部屋の中が明るい。

　窓から射し込む月明りに照らされた花蓮の淫みだらな姿は鮮烈せんれつだった。

　花蓮は両足を大きく左右に広げていた。足の付け根を、まるで見せつけるように突き出している。透けたショーツの向こう側にあるそこに、ちょうど月明りが当たっている。きらきらと光って見えたのは、なぜだろう。

　愛莉はぽかんと口を開ける。

　よくそんなに脚が開くものだ――などと、感心している場合ではない。

「なっ、なに考えてんの!?」

「アイリのこと」

　花蓮は言葉を絞り出す。

「アイリのこと考えながら、ひとりえっちするの」

「ひとりじゃ、ないじゃん……！」

　目の前に私がいる。

「でもアイリは手伝ってくれないから、やっぱりひとりだよ」

　そう言うなり花蓮は薄いブラジャーの上から乳首を押し、ショーツの端から中へと手を突っ込んだ。

「～～っ」

　愛莉は性急に顔を背そむけ、枕に顔を突っ伏す。

（これは、絶対に見ちゃだめなやつ！）

　自分自身に何度もそう言い聞かせて、固く目を瞑つむった。

「アイリィ……」

　見てはだめ。いっそう強く目を閉じる。

「ん、んふ……」

　聞いてはだめ。両手で耳を塞ぐ。

「は、ん……ぁあぁ……っ」

　それでも、花蓮の言動は私の意識を捉とらえて離さない。

　見ないように、聞かないようにしていても、頭の中には花蓮の姿が鮮明に浮かび上がり、嬌声を発している。

　これでは、目と耳を塞いでいる意味がない。

　意味がないのなら、見聞きしていいのではないか。

　それはまるで、悪魔の囁ささやき。愛莉はその罠に、堕おちて嵌はまる。

　枕に埋うずめていた顔を、ゆっくりと横へずらす。

「ぁう、はぁうっ……」

　指先で乳首を嬲なぶり、もう片方の手指で足の付け根を擦こすり立てる花蓮の姿が目に飛び込んでくる。

（なんて顔、してるの）

　花蓮は恍惚とした表情を浮かべ、気持ちよさそうに「ふぅ、んんぅっ」と喘あえぐ。

「もっと見て、アイリ……！　私、興奮する……！」

　愛莉はビクッと肩を揺らした。

　横目で、気づかれないように見ていたつもりだが、花蓮はこの視線をしっかり意識していたのだ。

「み、見てないっ」

　いまさらだ。

　いまさら、心苦しい言いわけだ。

「じゃあ、よく見えるところに行くね？」

「ぅえっ!?」

　花蓮は自身の胸が愛莉の顔の前にくるようにして横たわる。

　目の前に、透けた乳頭がある。瞼まぶたで視界を覆い隠せば見なくて済むのに、瞳は見開いたままになる。閉じられなかった。

　尖りきった乳首の片方を、花蓮は二本の指で挟み、右へ左へと捻ひねりまわす。

　瞬まばたきをするのを忘れてしまう。花蓮の指と、それから揺れ動く乳頭を凝視する。

「ぁ、イッちゃぅ……んぅ、はぅうんっ……!!」

　花蓮の体がビクン、ビクンッと脈打つ。それを、愛莉は呆然と眺める。

　花蓮の表情の変化はめまぐるしかった。

　眉根を寄せて下唇を噛んだかと思えば、その次の瞬間には口を半開きにして微笑する。そのあとは、エメラルドグリーンの瞳を覗のぞかせて満足げに笑った。

「はぁ……。アイリ、お布団に入れて」

「ゃ、ちょっ……」

　嫌がる素振りを見せても、花蓮は構わず布団の中に入ってくる。愛莉が心から嫌がっているのではないと、わかっているようだった。

　あられもない恰好のまま、くっついてくる。薄布に覆われた豊かな乳房が腕に当たる。その先端がいまだに尖っているのが、感覚でわかる。

「……離れて、って言わないの？」

　それは私が聞きたい。

　愛莉はなにも答えられない。

「なんだか、またムラムラしてきちゃった」

　花蓮は体を左右に揺らして、乳首を腕に擦こすりつけてくる。

「それっ、やめて……！」

「それ、って――どれのこと？」

「だ、だから、そのっ……」

「乳首をアイリの腕に擦こすりつけること？」

　愛莉は無言でコクコクと頷うなずく。

「どうして？」

「――はっ？」

　そこで疑問を呈されるとは思いもしなかった。

「アイリの肌、すべすべできもちぃんだもん。ブラを外して、じかに擦こすりつけたい……」

「だめだめ、絶対にだめっ！」

　そんなことをされたらまずい。

　いまの時点でだって、非常にまずい。

「えぇえっ～……」

「……っ、ぅ」

　吐息交じりの声を耳に吹き込むのはやめてほしい。

　自分が自分でいられなくなりそうで怖い。

　いや、もう手遅れなのだろうか――。

「私、嬉しい。アイリと、ほんの少しだけどｓｅｘｕａｌセェクシュアルな関係になれて」

　愛莉は両手で頭を抱えた。

（ほんの少しじゃ、ないでしょ……！）

　目を閉じてもやはり、花蓮の存在をまざまざと感じる。

（も――どうすれば、いいの？）

　私の乳首も尖ってきてる。

　足の付け根が、ドクドクと脈づいている。


    
        第六章　アイリとカレンの一大事


　長いはずの夏休みはあっという間に終わり、新学期が始まった。

　私たちの仲は、変わったような、変わらないような――よくわからない。

「Ｎｏ　ｗａｙいやよ！」

　新学期が始まって一週間が経った放課後のことだった。

　八〇七号室にコール音が響く。毎度おなじみ、花蓮の電話が鳴っている。言わずもがな英語で応答していた花蓮だが、急にそんな叫び声を上げて電話を切ってしまったのだ。

「カレン、どうしたの？」

　花蓮は険しい顔のままビクリとしてこちらを振り返る。

「な、なんでもない」

「……そう……？」

　ではなぜ、スマートフォンの電源を切るのだろう。

（お母さんと喧嘩ケンカした……とか？）

　そういえば、花蓮の両親についてはまったく知らない。花蓮は両親の話をいっさいしない。

（無理に聞き出すのもね……）

　話したければ自分から話すだろう。そのときを待とう。

　とはいえ、花蓮の顔が青ざめたままなのが気になる。

「……もしなにか困ってたら、話だけでも聞くからね」

　学習机に向かったまま、小さな声で語りかける。

「アイリ……」

　ふだんなら飛びついてくるのに、花蓮は動かない。

　首を傾げて、どこか切なげに微笑ほほえむ花蓮の顔を見て、愛莉はよけいに不安を煽られた。


　一日の授業を終えて校門から外へ出るなり、その人と遭遇した。

「……！」

　説明されずとも、白いパンツスーツを着て腕組みをしているこの女性が花蓮の血縁者だとわかった。銀色の長い髪とエメラルドグリーンの瞳は花蓮と瓜二うりふたつだ。

　その女性に、じいっと見つめられ、たじろいでしまう。

「……インチュタに映ってた子ね」

　花蓮以上に流暢りゅうちょうな日本語で女性が言った。エメラルドグリーンの瞳がスッと細くなる。

「あなたの女好きには困ったものだわ。やっぱり、女子校になんて行かせるべきじゃなかった」

　花蓮は愛莉の腕にギュッとしがみついて肩を竦すくめる。愛莉は、その手を振りほどかなかった。

「レイラ！　私、イヤだって言ったわ」

　花蓮の声は僅わずかに震えていた。

「あなたの意思は関係ない。いまからでも荷物をまとめておきなさい」

　吐き捨てるように言って、女性――レイラは足早に立ち去る。愛莉はなにも言えず、そのうしろ姿をただ見送るばかりだった。

「ちょっと……カレン、どういうこと!?」

　花蓮のほうを向き直り、両肩をそっと掴つかんで問いただす。花蓮は翡翠色ひすいいろの瞳に涙を溜めて俯うつむく。その口はなにも語らない。

　話したくないのだろうかとも思ったが、今回ばかりはそういうわけにはいかない。

「部屋に戻ったら、詳しく聞かせて。お願い」

　すると花蓮は、いまにも泣き出しそうな顔のままコクンと一回だけ頷うなずいた。


　八〇七号室に着くなり愛莉はホットココアを淹れた。少しでも話しやすい雰囲気を作ろうと思った。

　ほどよく冷めたマグカップを花蓮に手渡す。猫舌の花蓮に熱々あつあつのココアは厳禁だ。

「Ｔｈａｎｋｓありがと」

「うん」

　ベッドのカーテンを開けて端に腰掛ける。花蓮は隣に座ってココアを一口だけ啜すすった。それから、ポツリ、ポツリと語り始める。

　先ほどの女性の名前はレイラ・アボット。花蓮の叔母おばなのだという。両親は早くに離婚していて、母親は一年前に他界した。母親の口癖は『男を信用してはいけない』だったそうだ。

「学費を出してくれてるのはパパだけど、会うことはあんまりないの。だから、レイラが私の保護者」

　花蓮は淡々と話し続ける。

「レイラに……転校しなさい、って言われてる」

「……っ！」

　薄々そういうことではないかと思っていたが、確固たる事実として突きつけられるとショックが倍増する。

「なんで、急にそんな話になったの？」

「私のママね、パパと別れたあとは女の人とばっかり付き合うようになったの。それで、女の人にプレゼントを贈るためにいっぱい働いて……働きすぎて、死んじゃった」

　愛莉はなにも言葉を返すことができなかった。

　ホットココアが入ったマグカップが急に冷めていったような錯覚に陥る。

「生活に困ってたわけじゃないの。パパから養育費を貰もらってたし。ただ、ママは自分で稼いだお金でその女の人にプレゼントをしたかっただけなの」

　花蓮が目を伏せる。エメラルドグリーンの瞳が翳かげる。

「レイラは……私がママみたいに、女の子を好きになるのが怖いんだと思う」

　愛莉の、マグカップを持つ手がピクッと震えて、中のココアがゆらゆらと揺れる。

　――そうだね、女の子が女の子を好きになるなんておかしいよ。

　少し前の私ならきっと、そう言っていたことだろう。

　しかしながら、いまは違う。そういう考えには、ならない。

「でも、その……女の子同士で付き合ったっていうのは、あんまり関係なくない？」

　花蓮の母親が亡くなった原因が過労だとすれば、女性同士で付き合っていたということは関係ない。

（そりゃ、お金持ちの男性と付き合えば働く必要なんてないのかもしれないけど）

　男性の中にだってお金のない人はいるだろう。レイラの母親の死に関して、性別は大きな問題ではない。

「そうね……アイリの言うとおり。レイラが、そうだと思い込んでるだけ」

「カレンのお父さんは、なんて言ってるの？」

「レイラに任せる、って」

　愛莉は口を大きく開けたものの、言いたいことをグッと堪こらえ、自分自身を落ち着かせるためにホットココアを一気に飲み干した。

（カレンのお父さん――自分の娘に興味がないのっ!?）

　人任せにせず花蓮と向き合ってほしいと思ったが、さすがにそこまで口を出すわけにはいかない。花蓮には花蓮の家の事情がある。無責任に、むやみやたらに立ち入るのはよくない。

（カレンの家の問題、だけど……）

　このままなにもしなかったら、花蓮は転校させられてしまう。

「カレンは、他所よその学校になんて行きたくないんだよね？」

「アイリと離れたくない」

　飾り気のない、真っすぐな言葉。

「……私だって、カレンと離れたくない」

　諦めたように――悲しげに笑う花蓮を、見ていられなかった。

　愛莉は空からになったマグカップに視線を落とす。

（先生に相談してみよう。花蓮の意思を尊重してもらえるように）

　いまのところそれくらいしか、できることが思いつかない。歯がゆい――。


　翌日、愛莉は授業が始まる前に一人で職員室へ向かった。花蓮はというと、昨夜はほとんど眠れなかったらしく朝寝坊をして、まだ寮で身支度中だ。

　職員室の前で扉をノックしようとしていると、ガラガラッと勢いよく引き戸が開いた。

「あっ――！」

　思いがけず叫び声を上げてしまったのは、目の前に花蓮の叔母おば、レイラが現れたからだ。

　レイラは愛莉を見るなり眉を顰ひそめ、職員室に向かって会釈えしゃくをして引き戸を閉めた。

「あのっ。私、カレンのルームメイトで高屋敷 愛莉と申します。いま、少しよろしいですか」

　そのまま立ち去ろうとするレイラを呼び止める。

　先生に相談するよりも、レイララスボスを説得するほうが手っ取り早い。

「いったいなんの用かしら。私、忙しいの。手短かにお願いできる？」

　長身の美女に凄すごまれた愛莉はすっかり委縮いしゅくしてしまう。

（怯んでちゃだめだ。落ち着け、私！）

　愛莉は「すぅ、はぁ」と息を整える。

「カレンと、もう一度きちんと話し合っていただけませんか」

「話し合って、どうするっていうの？」

「カレンは転校なんてしたくないって言ってます」

「そのようね」

「カレンの意思を無視していきなり転校だなんて、ひどいです」

「あなたになにがわかるっていうの？　私はあの子に、母親と同じ轍てつを踏ませたくないだけよ」

　愛莉はキュッと下唇を噛んだ。

　花蓮と同じエメラルドグリーンの瞳を見据える。同じ色のはずなのに、この人レイラの瞳はいやに冷ややかだ。温もりが、まったく感じられない。

「女の子同士で付き合うのが、どうしていけないんですか」

　つい最近まで『女の子同士でなんて』と思っていたはずなのに。

「好きだって気持ちに正直になっちゃ、いけないんですかっ？」

　私はカレンが好き。

　カレンがいない毎日なんて、考えられない――。

　それが、正直な気持ちだった。

　まさかこんな状況で自覚するなんて、思いもしなかった。

　しかし、認めてしまえば気が楽になった。

　花蓮は、親友よりももっと大切で、ずっと一緒にいたい存在なのだ。離はなれ離ばなれになんて、絶対になりたくない。

「……本気で、あの子のことが好きなの？」

「はい」

　愛莉はレイラから目を逸らさなかった。もしも視線を外したら、先ほどの言葉が嘘だと思われてしまうような気がした。

「姫乃浜の洞穴ほらあなを知ってる？」

　唐突にレイラが言った。

「洞穴ほらあな……？」

　おうむ返ししたあとで、愛莉は海岸沿いにある洞窟どうくつを思い出した。入学する前、父親が運転する車の中で見掛けた、岩壁にぽっかりと開いていた穴のことだろう。

「はい、わかります。……姫乃浜このあたりにお詳しいんですね」

「祖父母の家が姫乃浜にあったから、幼いころよく遊びにきてたのよ。花蓮から聞いてないの？」

　レイラはクスッと嘲笑ちょうしょうする。不愉快だが、知らなかったのには違いないので反論できなかった。

「あの洞穴ほらあなは迷路になっていてね。昔から、それはもうたくさんの人が亡くなっているそうよ。いまでも亡なき骸がらが残っているとか……。だから、絶対に入ってはいけないと祖父母にきつく言われていたものだわ」

　レイラは一歩、二歩と窓際へ歩き、外を眺める。

「でもね、洞穴ほらあなのいちばん奥には、それはそれは綺麗キレイな花が咲いているそうなの。その花を取ってきてくれたら、花蓮の転校を取りやめてもいい」

　窓のほうを向いていたレイラが、ゆっくりと振り返る。

「どう？」

　できないでしょう、と言わんばかりだった。それが悔しくて「わかりました」と即答すると、レイラは急に満面の笑みになった。その笑顔に、かえって不安を掻かき立てられる。

「じゃあ、今日――さっそく取ってきてもらいましょうか。洞穴ほらあなの、入り口までは一緒に行ってあげる。夕方、寮の前で待ってるわ」

　愛莉は嫌味なくらい大きな声ではっきりと「どうぞよろしくお願いします」と言った。

　レイラのうしろ姿を見送った愛莉はくるりと一回転して教室へ向かう。先生に相談する手間が省けてレイラに直接、交渉できたのはよかったが、このまま上手く事が運ぶとは思えなかった。

「――わっ!?」

　廊下の角を曲がったところでだれかにぶつかりそうになった。

「あぁ、菜那ちゃんに優ちゃん。職員室に用事？」

「うん、日誌を取りに」

「そっか、日直なんだ？　頑張ってね」

「あ、愛莉ちゃん――」

「ぅん？」

　菜那に呼び止められ、立ち止まる。

「……なんでもないよ」

　呼び止めたのは菜那だというのに、優がそう言うものだから、愛莉はますます首を傾げた。

「そう？　また寮でね」

　愛莉は二人に手を振りその場を立ち去る。

　菜那と優は顔を見合わせて、二人して不安げな面持ちになって愛莉を見送った。


　放課後になると、愛莉は急いで寮の部屋へ戻った。

　引き出しの最下段にしまっていたダンボール箱の中から蓄光シールとコンパス、それから小型の懐中電灯を取り出す。ウォークラリーで遭難したあと、インターネットで購入した物だ。

　もしものための備えをこんなにも早く使う日がくるとは思っていなかった。

（これで、きっと迷わない）

　愛莉は手早く着替えを済ませ、迷子対策グッズをリュックに詰めて八〇七号室を出た。

　姫乃寮のエントランスホールへ着くと、そこにはレイラがいた。

「お待たせしました」

「来てくれてよかった。逃げ出しちゃったのかと思ったわ」

　愛莉は顔を引きつらせて「まさか」と言う。

（んもうっ……いちいち癪しゃくに障る言い方なんだから）

　顔は花蓮とそっくりだが、性格はだいぶん違うようだ。

　レイラが運転する車で姫乃浜海岸へ向かう。そのあいだ、愛莉とレイラは互いに一言も喋しゃべらなかった。

　二十分ほどで洞穴ほらあなに到着する。

　陽ひが沈みかけた姫乃浜に、さざ波の音がどこか物悲しく響く。

　洞穴ほらあなの入り口に立ち、中を覗のぞく。真っ暗だ。閉所や暗所が苦手だったら絶対に立ち入れない。

「やめてもいいのよ？」

　なにがおかしいのか、クスクスと笑いながらレイラが言った。

「やめません。行ってきます」

　幸さいわい、閉所も暗所もへっちゃらだ。村育ちをナメてもらっては困る。

（洞穴ほらあななんて、村にもいっぱいあったし）

　愛莉は右手に懐中電灯、左手に蓄光シールを持って洞穴ほらあなに入った。

　進み始めて間もないころは地面が海水で濡れていたが、奥に進むにつれて乾いた岩に変わった。

　分かれ道には岩壁にシールを貼って目印にした。

　どれだけ進んでも真っ暗で少々怖いけれど、レイラが言っていたような亡なき骸がらなんてないし、それほど入り組んでもいないから、小さな子どもでなければ迷わない。

（レイラさんは私を試しただけなんだ）

　怖がらせて、諦めさせるのが目的だったのだろう。

（……っていうか、こんな真っ暗なところに花なんて咲いてるのかな）

　もしや、その話も嘘なのではと疑い始めたときだった。

　岩壁の角を曲がると急に視界が拓ひらけて明るくなった。

　潮風が吹き込み、髪の毛を揺らす。

　目の前に広がる光景に、愛莉は息を呑のんだ。

　そこには光が射し込み、白い小さな草花が風に揺られていた。地面には緑色の草が生い茂っている。暗い岩壁ばかり見てきたから、そこが楽園のように思えた。

（これだ……！）

　愛莉は顔をほころばせ、さっそく白い花を摘つむ。花弁がとても小さいので草のようにも見えたが、ほかに花らしきものはないのできっとこれのことだろう。

　何本か摘つんで、来た道を戻る。岩壁に貼り付けていたシールを回収しながらだったので、復路のほうが時間がかかった。

　出口に着くころにはすっかりあたりが暗くなっていた。

「取ってきましたっ」

　愛莉はレイラの眼前にずいっと白い花を見せつける。レイラはそれを、しかめっ面で見下ろした。

「なぁに、これ。ただの草じゃない」

　その言葉に、愕然がくぜんとする。

「小さいけど……花がついてます。それに、これのほかは草ばかりでした」

「あら、そうなの？　残念ねぇ……。転校を取りやめる条件は、『綺麗キレイな花』だから」

「そんな……！」

　それはあまりに横暴おうぼうだ。

（レイラさん――洞穴ほらあなの奥には花がないことを知ってた……!?）

　もしそうだとしたら、愛莉が洞穴ほらあなの中に行こうが行くまいが結果は同じだ。

　端はなから、花蓮の転校を取りやめる気などなかったのだ。

　愛莉は奥歯を噛み締める。

　なにか、なにか交渉の余地はないだろうか。

（うぅ……なにも思い浮かばない）

　自分の頭の回転がよかったらと心底、思った。

「――アイリ！」

　すぐそばから聞こえた呼び声。振り返らなくても、だれに呼ばれたのかわかる。

　声がしたほうを見やれば、花蓮のほかに菜那と優の姿もあった。三人が駆け寄り、愛莉のまわりを取り囲む。

「アイリ！　心配したんだから……！」

　瞳に涙を浮かべて花蓮が抱きついてくる。

　愛莉は、なぜ花蓮たちがここへ来たのかわからなかった。

（レイラさんが呼んだ……わけじゃ、なさそう）

　レイラは怪訝けげんな顔をしている。

（あ――）

　ふと思い出したのは、職員室の角で菜那と優に会ったことだ。あのとき、もしかしたら二人はレイラとの会話を聞いていたのかもしれない。

「わぁ、きれいな花！　これ、どうしたの？」

　些いささか大袈裟おおげさに菜那が言った。どうやら、いましがたレイラと交わした会話も聞かれていたらしい。

「愛莉ったら、一人で無茶して。いったいだれに言われてこんなことを？　危険行為の強要罪に問われてもおかしくない」

　優はレイラに向かって険しい視線を投げかける。するとレイラは苦虫を噛み潰したような顔になった。

　愛莉に抱きついていた花蓮が顔を上げる。

「レイラ。ママが死んじゃったのは、女の人と付き合ったからじゃ、ない。ママは、たくさん働いて大変そうだったけど……でも、幸せだっていつも言ってた」

　花蓮はきっと、勇気を振り絞って発言したのだと思う。

　だって、体が震えてる。

　愛莉は花蓮の体をぎゅうっと抱きしめた。心が少しでも落ち着くように、制服の背をゆっくりと撫で上げる。

　ザザ、ザザァという波の音が心を感傷的にする。

　レイラの瞳がみるみるうちに潤んでいく。

「……好きにしなさい！」

　そう吐き捨てて、レイラは背を向けて行ってしまった。

「よかった……のかな」

　愛莉がポツリと言うと、花蓮と菜那、優は声をそろえて「よかったの！」と言って笑った。

「帰ろう？　みんなの八〇七号室に」

　花蓮を先頭に、路肩に停まっていた黒い車まで歩く。中から運転手の男性が出てきた。いつかショッピングモールへ行ったときと同じ、外国人男性だ。

「コンニチハ」

　カタコトの日本語で挨拶された。愛莉が「こんにちは」と返すと、男性はニッと笑って運転席に戻った。


    
        終　章　アイリとカレンの攻防戦


　休日、愛莉は窓からうろこ雲を眺めた。朝晩は以前よりも冷えるようになってきた。

「おはよう、アイリ」

　ベッドの上段から花蓮が顔を出した。愛莉が「おはよう」と返すと、

「今日は二人きりね」

　満面の笑みで花蓮が言った。

「……そうだね」

　菜那と優は朝早くに出掛けてしまった。帰りは夜になるのだという。だから、いま八〇七号室には愛莉と花蓮の二人だけしかいない。

「ね～ぇ、アイリ。なにして遊ぶ？」

　花蓮はベッドの柵に両手をついて首を傾げる。パジャマの胸元は首下のボタンがいくつか外れていて、そこから谷間が覗のぞいている。

　愛莉はぐるんと勢いよく顔をあらぬほうに向けた。

「……っさ、散歩に行こっか」

「おさんぽぉ～？」

「イヤなら私一人で行ってくる」

「いゃん、私も行く！」

　そう言うなり花蓮はベッドから起き上がり、バタバタと着替え始める。そのあいだずっと、愛莉は窓から外を眺めていた。

　花蓮の姿を視界に入れないようにしていたのに、

「私の生着替え、もっと近くで見ていいよ？」

　ブラジャーとショーツだけになった花蓮が歩み寄ってくるので、愛莉は「早く服を着てっ」と声を荒げる。

「はいはぃ～」

　つまらなそうに返事をして、花蓮はワンピースを着た。秋らしさが漂う、ダークブラウンのニットワンピースだ。

「……ちょっと、スカート短すぎじゃない？」

　愛莉が苦言を呈すると、

「そう？　普通じゃない？」

　花蓮はくるりと一回転してみせる。

「下にショートパンツ履いたら？」

「えぇ～っ、ゴロゴロするからヤだぁ」

　愛莉は唇を一文字にして腕組みをする。なんとかして花蓮を言いくるめられないだろうかと考えを巡らせたが、良案は思いつかなかった。

「じゃ……行こっか」

「うん！」

　寮の部屋を出て、二人で並んで廊下を歩き、エレベーターのボタンを押す。

「カレンはさ、自分がまわりからどう見られてるのか、もっと意識したほうがいいと思う」

「意識してるよ？」

「だったらもっと、危機感を持ったほうがいいよ」

「それって、私が魅力的すぎて人目を引くってこと？」

　愛莉は視線を彷徨さまよわせたあと、小さく頷うなずいた。

「ゃんっ、アイリったら！　でも安心して？　私はアイリだけのものだから」

「そっ、そういうことじゃなくて――」

「じゃあ、なぁに？」

「う……」

　言葉に詰まる。なにも言えなくなる。

（そう……なのかな）

　私は結局、なにが言いたかったのだろう。花蓮の言うとおり、「あなたは私のものなんだから露出は控えて」と主張しかったのだろうか――。

　ポーン、と電子音が響いて、エレベーターの扉が開く。

「いっ、行こ！」

　愛莉は両手両足が同時に前へ出る勢いでエレベーターに乗った。そのようすを見て花蓮はクスッと笑う。

　寮から姫乃浜までは歩いて十五分ほどで着く。愛莉と花蓮はたわいない話をしながら海岸まで歩いた。

「ねぇねぇアイリィ～。私に、なにか言いたいことはなぁい？」

「スカートが短い」

「そうじゃな・く・て！　もっとほかに、あるでしょ？」

「……ありません」

　鮮烈なエメラルドグリーンの瞳がじいっと見つめてくる。視線が痛い。

「私じゃなくて海を見てっ」

　指さすとそこにはどこまでも続く海があった。

　真っ白な砂浜と穏やかな海面に、昇りかけた太陽の光が当たり、なにもかもがきらきらと光り輝いている。

　その光景に二人はすぐに目を奪われた。

　言うなら、いまだ。

　いましかない。

　いまを逃したらきっと、ずっと伝えられないままになる。

　愛莉は花蓮の正面にまわり込み、その手を取った。

　心臓が、いまだかつてないというくらいにドキドキと鳴っている。それが一秒ごとにどんどん増していくようだった。

　愛莉は大きく息を吸い込む。

「カレン、好き。私の恋人になって」

　潮の香りを纏まとった海風が二人のあいだを吹き抜ける。

　潮風に刺激されたのか、翡翠色ひすいいろの瞳からぼろぼろと大粒の涙が溢あふれ出てきた。

「アイリ……ッ！」

　花蓮が胸に飛び込んでくる。両手は、繋つなぎ合わせたままだ。

「嘘じゃないよね？　夢じゃ、ないよねっ……？」

　震え声で問われた。愛莉はすぐに答える。

「嘘じゃないし、夢じゃない」

　透き通るような瞳から溢あふれた涙が滝のように連なって白い頬の上を滑り落ちていく。

「ひ、っく……うぅ……やっと、言ってもらえたぁ……っ」

　しゃくり上げる花蓮を前に、愛莉はどうすればよいのかわからない。

「ご、ごめん。もったいぶってたわけじゃないんだけど……その、雰囲気とか……大事かなって」

　銀色の髪の毛を、よしよしという具合に撫でる。すると花蓮は幾分いくぶんか落ち着いたらしく、泣き止んだ。

「んもぅ、アイリったら」

　潤みを帯びた瞳で見つめられる。

「好き。好きすぎて、おかしくなりそう」

　花蓮は悩ましげに、長く息を吐き出す。

　胸の前にあった、組み合わせていた手に互いの胸が当たる。

　どちらからともなく顔を近づける。鼻先がぶつかりそうになったので、少しだけ顔を傾けた。

「ん――」

　二人の吐息が鼻から抜けて、唇同士が重なり合う。

　いつか交わした一瞬のものとは比べものにならない。花蓮の唇の柔らかさを実感する。

　同時に、とてつもない幸福感に包まれた。「幸せ！」と叫び出したいくらいだ。

「んん、幸せ」

　花蓮が言った。愛莉は何度か瞬まばたきしたあとで「ふふっ」と笑った。

（同じこと、考えてた）

　それが嬉しくて、口元がほころぶ。

「アイリ……全身に触りたい。触らせて？」

「はっ!?」

　花蓮の顔は真剣そのものだ。

「ま、待って、こっ……ここ、で？」

「アイリッ――」

　いまにも唇が触れそうな至近距離のまま、胸に両手をあてがわれる。

「ちょっ、待って、カレン……！」

　よく考えたら、屋外で身を寄せ合ってキスをしているのだって大問題だ。

「部屋に戻ろう」

「部屋に戻ったら、私とエッチしてくれる？」

「エッ――」

　恥ずかしくて、みなまで言えない。

「ん、んん……」

　曖昧あいまいな返事しかできなかった。

　花蓮とそういうことをしたくないわけじゃ、ない。

　むしろ、触れ合いたい気持ちは多分たぶんにある。

　ただただ、恥ずかしいのである。

「見て。私のココ、もうこんなに濡れてる」

　花蓮はおもむろにニットスカートをめくって、見せつけてくる。

「だからっ、ココどこだと思ってるの！」

「だれも見てない」

「見てるかもしれないっ」

「私の大事なトコロを他人に見られるのが、そんなにイヤ？」

　挑発的な笑みをたたえて花蓮が訊きいてきた。

「……イヤ」

　愛莉は口を尖らせる。

「私だけ、なんだから」

　言葉を足すと、ふたたび花蓮と唇が重なる。先ほどよりも長い。

「ん、んっ……だめ、だってば。ここじゃ――」

「そうね……。アイリのこんな顔、私だって他人には見せたくない」

「えっ!?」

　私はいまどんな顔をしているのだろう。慌あわてて頬を押さえたものの、それだけでは自分の顔がどうなっているのかわからない。

「すっごくエッチな顔してる」

「ええぇっ!?」

「ほら、戻ろ！」

　花蓮に手を引かれて小走りする。

「ちょっと、そんなに走ってたんじゃ疲れるんじゃない？」

　私は体力に自信があるからいいけれど、花蓮は違う。

「うぅん、たしかに。体力は温存しておかなくちゃね、アイリのためにっ」

　花蓮は片目を瞑つむって意味ありげにウィンクする。

（エッチって……どんなことするんだろ）

　そういう経験がまったくないし、知識もないので想像がつかない。

（カレンは、どうなのかな……？）

　他人と『そういう』経験があるのだろうか。

「ね、ねぇ……カレン」

「私も初めてだよ」

　質問する前に答えを出されて面食らう。

「私が訊きこうとしてたこと、なんでわかったの？」

「アイリの顔を見てたら、わかる」

　愛莉の頬が赤みを増す。

（やだ、なんか……すごく恥ずかしい）

　私の考えていることなんて、お見通しなの？

　そう思うと、いたたまれなくなる。砂浜の上に立っているせいか、足元がおぼつかない。ふわふわする。

　夢見心地のまま姫乃寮の八〇七号室に戻る。

　扉を閉めるなり、花蓮に両腕を掴つかまれた。切なげな表情で見つめられる。

（私って……カレンが考えてること、よくわかってない、かも）

　花蓮がなぜいま眉根を寄せているのか、わからないのだ。

　両頬を手で覆われる。普段よりも温かい気がする。

　ちゅっ、と一回だけキスをした。

「菜那ちゃんたち……夕方まで戻ってこないって」

　とろんとした表情で花蓮が言った。とたんに胸が大きくドクッと高鳴る。

（それは、つまり――）

　花蓮の細い指先が上唇と下唇をぐるりと一周した。愛莉の耳の下から顎あごにかけて手を添えて、ふたたび唇を寄せる。

「ふ……っ」

　指で辿たどられただけでも唇は熱を持った。そこへ、柔らかな唇を押しつけられればますます火照ほてる。

　こうして唇を重ね合わせるだけでも刺激的なのに、花蓮はそれ以上のことを仕掛けてくる。

「――ンッ!?」

　ぬるりとした、なにか生温かいものが唇を這はった。その正体はわかりきっているのに、混乱してしまって、それがなんなのかすぐには把握できない。

「ぁう、んっ……カレンッ」

「んん？　なぁに」

　そう答えたあとすぐ、花蓮は舌なめずりをしてふたたび愛莉の口をペロリと舐め上げた。

「ひゃっ……！」

「イヤだった？」

　不安げな、どこか哀しげな笑み。

　愛莉は首を横に何度も振りながら「イヤじゃ、ない」と小さな声で返す。

　花蓮の笑みが深くなる。

　唇はちゅ、ちゅっと触れては離れ、そのあと舌が口腔に入り込んでくる。

「んふっ……ん、んっ」

　花蓮の舌が口の中を忙せわしなく動きまわる。上顎うわあごや歯列しれつを辿たどり、舌の根元をくすぐられる。

　それだけならまだよかった。花蓮に胸を鷲掴わしづかみにされて揉みまわされるので、どこに意識を集中させればよいのかわからなくなる。

「んん、うぅっ……！」

　花蓮の舌に舌を嬲なぶられるたび、ゾクゾクとしたなにかが全身に波紋する。

（どうしよう――すごく、気持ちいい）

　二つの膨ふくらみをゆっくりと揉みまわす花蓮の手も、心地がよくてたまらない。

（でも、いいのかな……。いくら菜那ちゃんと優ちゃんがいないからって、寮の部屋でこんなこと）

　愛莉がうっすらと目を開けると、

「……迷ってる？」

　花蓮が急に舌を引き抜いてそう言うものだから、愛莉は目を白黒させた。

（また考え読まれた！）

　頬が熱を帯びて赤くなる。

「アイリは私がほしくない？」

　それはひどく妖艶ようえんな囁ささやき声。

「私は、アイリの全部がほしくてたまらない。ずっとずっと、ほしかった」

　縋すがるような視線だった。そんな熱っぽい眼差まなざしを向けられては、篭絡ろうらくされないはずがない。

「ほし……い」

　口が勝手に言葉を紡つむぐ。

「ぜんぶ、知りたい――」

　花蓮の頬に両手で触れる。滑なめらかで、肌理キメが細かくて、もちもちしている。手のひらに吸いつくような肌だ。いつまでも触れていたくなる。胸の膨ふくらみのほうは、もっと――。

（……って、そんなこと……！　私、変態みたいじゃないっ）

　愛莉が一人、首を横に振るので花蓮は微笑ほほえんだまま「どうしたの？」と尋ねた。

「や、その……ええと」

　花蓮は悠然とした笑みを浮かべて首を斜めに動かす。

　それはまるで、なにもかも見透かしているよう。

　どうせ、花蓮には私の考えていることなんてお見通しなのだ。それならば、正直に言ってしまおう。

「カレンの胸は触り心地がいいからいつまでも触っていたくなるんだろうなって思って」

　一息にそう言うと、どういうわけか花蓮の頬が瞬く間に赤く染まった。どうやら予想していなかった答えらしい。

「ゃん、もぅっ……アイリったら！」

　赤い顔で花蓮は唇を尖らせる。

「いいよ……いっぱい、触って」

　そうしてニットワンピースの裾すそを鎖骨のところまで一気に引き上げる。淡いピンク色のレースがあしらわれたフロントホックのブラジャーが露あらわになる。

　ブラジャーの向こう側にある谷間の深さには、いつ見ても感心させられる。

「アイリ、はやくぅ」

　見つめてばかりいて触れないのが不満だったらしく、花蓮が急せかしてきた。

「ん――うん」

　あらためて、そこに触れるとなるとやはり緊張する。愛莉は小さく「すぅ、はぁ」と息を整えて、魅惑的な膨ふくらみに両手を伸ばした。

　フロントホックで外しやすいはずなのに、なかなかそれができない。極度に緊張しているせいだ。

「焦らしちゃ、やぁん」

「そ、そういうつもりじゃ……ないんだけど」

　ホックを外すことだけに集中する。そうしてなんとかしてフロントホックを弾くと、膨ふくらみの圧あつに押されるようにしてブラジャーがハラリと両側に開いた。

　明るみに出た花蓮の乳房を凝視する。薄桃色の先端はすでに尖っていた。

「乳首……尖ってるね」

　何気なく、思ったままを口に出すと、花蓮の肌が瞬く間に上気した。

「だって、興奮してるもん。アイリに触ってもらえると思うと、それだけで……すごく興奮しちゃうの」

　花蓮は恥ずかしそうにもじもじと腰をくねらせる。

（かわいい）

　なにをしていてもかわいらしいと常々思っていたが、照れている姿はまた一段といい。

　愛莉は二つの大きな膨ふくらみの下方かほうをそっと両手で掬すくった。柔らかな乳房がふにゃりと歪ゆがんでその形を変える。

「ぁんっ……」

　吐息交じりの花蓮の声に、いっそう性欲を刺激される。愛莉は乳房を鷲掴わしづかみにした。手のひら全体でその柔らかさを満喫するためだ。

「ひゃん、んっ……あぁ……！」

　上下左右に揉みまわす。豊満な乳房なので、どんな形にもできる。

　二つとも押し上げるのもいいし、左右に分けるのもいい。

（やばい……楽しい）

　自分の乳房ではこんなふうにならない。ゆえに、楽しくて仕方がない。

「やぁっ、あぅん……！　アイリ、激しぃ……！」

「ご、ごめん。痛かった？」

「痛くは、ない。でも……」

「でも？」

　花蓮は口元に手を当てて視線を彷徨さまよわせる。

「そんなに激しくされると、これだけで……イッちゃいそうになるの」

　愛莉は両手を動かすのをやめて固まる。

（イッちゃう、っていうのは……）

　夏の夜、花蓮が見せてくれたアレのことだ。

（でもアレって、すっごく気持ちがよくないと――ならないんだよね？）

　愛莉は花蓮の顔を覗のぞき込む。

「……いま、すっごく気持ちいいってこと？」

　おずおずと尋ねると、花蓮はすぐにコクンと大きく頷うなずいた。

　つられて、こちらまで顔が熱くなる。

「もうっ……かわいいんだから」

　いたずら心で、膨ふくらみの先端を指でツンッと突つついた。

「ひあぁっ!!」

　花蓮が大声を上げるので、かえってビックリしてしまう。

「不意打ち、だめっ！」

「不意打ちって、そんな……」

　苦笑して、花蓮の胸の先をジイッと見つめる。先ほどよりもよけいに尖ったような気がする。

「でも、もっと……して」

　艶つやっぽい声でねだられると、あらゆる欲に火が付く。

「……仕方ないなぁ」

　愛莉は口を半開きにして息を吐き出し、ぷっくりと膨ふくらんだ薄桃色の胸蕾むねつぼみを指の腹で擦こするようにして押した。

「ぁ、っん、はぅ……っ」

　花蓮は眉根を寄せて、腰をくねらせながら身悶みもだえする。ふだんとはまったく違う、艶なまめかしい表情を見下ろして愛莉は「はぁ」と短く息を吐き出した。

「カレンのそういう顔……なんか、大人っぽい」

「んふ、ぅ……？」

　大きく鮮やかなエメラルドグリーンの瞳が上目遣いで見つめてくる。

「アイリも、だよ」

「……私、どんな顔してる？」

「ンン……攻め顔」

「なに、それ」

　愛莉はクスッと笑って、薄桃色の硬い先端を指先でこちょこちょとくすぐった。

「ゃん、それ……だめぇっ……。んっ、はぅん……！」

「こちょこちょされるの、キライ？」

「キライじゃ、ないけどぉっ……んぅ、うぅっ」

　カレンは耐えるように下唇を噛む。

「もどかしぃ……！」

　興奮した面持ちではぁ、はぁと荒く息をして、

「ねぇ、もっと――強く、して」

「いいの？　痛くない？」

「痛くない。だから……おねがぁい」

　エメラルドグリーンの瞳が小さく左右に揺れる。花蓮はつくづくねだり上手だと思う。

　愛莉は乳頭を二本の指で挟んで軽く引っ張り上げた。それから、指の腹で擦こすり合わせる。ようすを見ながら胸飾りを弄いじる。

「あっ、あぁ……イイ……アイリィ」

　花蓮は気持ちよさそうに身をよじる。

「きもちぃよぅ……！」

　心なしかよけいに乳首が硬く尖った。

（私も同じだ）

　触れられてもいない。それなのに、私の乳首も服の下で同じ状態になっている。

　花蓮は喘ぎながら言う。

「はぁ、あぁんっ……。アイリ……！　私も触っていい？」

　愛莉の両肩がピクッと弾む。

　ああ、やっぱり花蓮は私の考えがわかるんだ。

「いい、よ」

　すると花蓮はふにゃりと破顔して、性急な手つきで愛莉のブラウスのボタンを外していった。開け広げになった襟合わせから中へと両手を突っ込み、背のホックをプチンッと弾く。

「……っ」

　ブラジャーのホックが外れると、とたんに心許こころもとなくなる。同時に、たとえようのない感情がふつふつと湧き起こる。

　胸が無防備になったというのに、そのことに性的な興奮を覚えているのだ。触れられることを期待して、胸の尖りがいっそう鋭さを増す。

　花蓮の両手がブラジャーの端を摘つまんで押し上げる。

　見られたくない。でも、見られたい。矛盾むじゅんしている。

　翡翠色ひすいいろが、薄桃色を凝視している。恥ずかしいけれど、見るのをやめてほしいとは思わなかった。

「ぁ……っん」

　乳輪の端を指で擦こすられる。じれったさを伴った快感が全身にひた走る。

（ヘンなの――）

　抵抗感がまったくない。こうして触れられるのがごく自然なことに思えてくる。

　それはきっと、心のどこかでずっと望んでいたから。

　触れられたいと、本当はずっと願っていたのだ。

　愛莉と花蓮は互いの乳首を突つつき合う。

「なんか、すごく……いけないことを、してるような……」

　薄桃色の尖りきった箇所を突つついて、突つつかれて――興奮がどんどん高まっていくものの、比例して背徳感も増す。

「うん。いけないこと、してる。でも……だれも、見てない。私たちだけのヒミツだから、大丈夫」

「んぁっ……！」

　二つの乳頭をキュッと摘つままれ、四方に捻ひねりまわされる。

　愛莉は仕返しとばかりに花蓮の乳首も同じようにした。

「ぁん、やぁあん……っ」

　悶もだえながらも、懸命に指を動かす。二人ともだ。

　必死に、互いを高め合う。

　しだいに、立っていられなくなった。

「アイリ、ベッドに行こ？」

　二人はベッドの下段になだれ込む。愛莉がカーテンを閉めようとすると、

「だめ。暗くしたら、アイリの全身が見えづらくなる」

「い、いいじゃない……。暗いほうが」

　明るいところでジロジロと全身を見られるのは堪こたえる。

「ヤだ、だめ。見たいの、じっくり」

「～～っ！」

　花蓮に押し倒される。胸同士がぶつかって重なる。

「はぁん、どうしよう……これだけで、きもちぃ」

「ン、ンン……私、も」

　乳首が花蓮の胸に当たっている。それだけで興奮が高まるし、体がひとりでに動いて、乳頭を花蓮の肌に擦こすりつけてしまう。

「硬い――アイリの乳首」

「カレンだって」

　花蓮の胸の先端がどこにあるのか、目で見ずとも感覚でわかった。それほど、硬くて存在感がある。

「乳首同士、擦こすり合いっこしよぅ？」

　淫みだらな提案だというのに愛莉は「うん」と返事をしてすぐにそれを受け入れた。

　花蓮は愛莉の両肩の横に手をついて体を浮かせる。

　主導権は花蓮にある。二つの敏感な先端がいつぶつかり合うのかは、花蓮にしかわからない。

　早く乳首同士を重ねたいのに、花蓮はなかなかそうしようとしない。

（カレンが言ったのに）

　愛莉は不満げに恋人を見上げた。

「……ものほうしそうな顔」

　楽しげに笑って花蓮は言い足す。

「乳首がちゃんと当たるように、アイリのおっぱいを両手で動かして？」

　胸元を見やればたしかに、このまま花蓮が下がってきても乳首同士は当たらない。

「ん――うん」

　愛莉はおずおずと自分の両胸を掴つかみ、花蓮の乳首と重なるように位置を調整した。

「あぁん、もう……！　もっと焦らそうと思ってたのに――私のほうがだめみたい」

　吐き捨てるように言って、花蓮が体を低くする。四つの薄桃色の蕾つぼみが、互いを弾くようにぶつかった。

「あぁあぁっ！」

「ひぁあんっ！」

　それぞれ喘いで、乳首同士が重なった歓よろこびを噛み締める。

「アイリ、動かして。私も動くから」

　言われるまま、掴つかんでいた自分の乳房を上下左右に動かした。心地よい摩擦が生まれ、快感が膨ふくれ上がっていく。

「コッチも一緒に弄いじったら、きっともっときもちぃ」

　惚ほうけたような顔だ。花蓮はすっかり快楽に耽ふけっている。

（でも、私もそう）

　理性は麻痺まひして、いっぽうで性感には機敏きびんだ。

　愛莉は自らＧパンのベルトを外してファスナーを下ろした。ショーツまで脱いでしまうのはさすがに恥ずかしかったので、履いたままだ。

「パンツの端っこから指を入れられたい派？」

　それはいったいなんの派閥はばつなのだ。

「そ、そういうわけじゃ……。脱ぐのが、恥ずかしいっていうだけ」

「そうなの？　じゃあ、今日は脱がずにしよっかぁ」

　屈託くったくのない笑みを浮かべて花蓮は愛莉のショーツのクロッチ部分を擦こすり立てる。

「あ、ぁっ」

「きもちぃ？」

「ん、ふぅ……っ」

「ちょっと濡れてる」

「……！」

　そういう花蓮はどうなのだ。

　愛莉は手探りで花蓮のショーツを弄まさぐる。

「ひゃ、ぁんっ！」

「……カレンだって、濡れてる」

　ショーツのクロッチ部分は湿っていた。

「私とアイリ、同じね」

「うん……」

　ちゅっ、と軽くくちづけられる。乳首同士を嬲なぶりながら、懸命に手指を動かして脚の付け根の豆粒を擦こする。

（あぁ、なにこれっ……。気持ち、いぃ）

　ショーツ越しでも、その小さな豆粒を擦こすられると気持ちがよくて、意識がどこかへ飛んでいってしまいそうになる。

「アイリッ……きもちぃよぅ……！」

「わたし、もっ……」

「直接、触ろ？」

　花蓮の指がショーツの内側へと潜り込んでくる。

「んっ、んんぅ」

　自分ですらじかに触れたことのない箇所に花蓮の指が届く。けれど抵抗感はまったくといっていいほどなかった。むしろ、触れられて歓よろこんでいる。

（私も、触らなくちゃ）

　よく見えないので、指の感覚に頼るしかない。ショーツ生地を撫で、その端を見つけ、中へと侵入する。

　ぬるりとしたなにかに指が当たると、

「ふゎあぁっ！」

　ひときわ大きな声で花蓮が喘ぐので、失敗してしまっただろうかとあせる。

「ごっ、ごめん」

　すると花蓮はぶんぶんと首を横に振って否定する。

「うぅん、きもちいぃの……！　もっと――いっぱい擦こすって、アイリ。私も同じようにするから」

　二人は互いの瞳を見つめ合って頷うなずき、指を動かす。

　ぬめる指先と、もたらされる快楽で、全身が沸騰する思いだった。

「ゃだ、もう、だめかもっ……！」

　瞳に涙を溜めて花蓮が言った。

「んうぅ、うっ……わたし、だって……も――あぁ、あぁあっ……！」

「ひぁ、あぁっ……イッちゃう、だめ、だめ、だめぇえぇっ――!!」

　大きな脈動に包まれる。自分がそうなのか、花蓮がビクンビクンと体を脈打たせているのかわからなかった。

「アイリィッ……私、まだ足りない」

　潤みを帯び、透き通るように澄んだ翡翠色ひすいいろの瞳が訴えかけてくる。

「カレン……ッ」

　愛莉は花蓮の両頬を手のひらで覆い、キスをする。くちづけることすら躊躇ためらわれていたのが嘘のように、花蓮の秘所を弄いじりまわした。

　性戯は何度も繰り返される。どれだけ絶頂したことだろう。

　最後のほうはなにもかもが曖昧あいまいになって、眠ってしまった。


　身動きが取れなくて、目が覚めた。

　うしろから羽交はがい絞じめにされている。これでは逃げられない。

「ゃっ、カレン……！」

「ふふっ。いいでしょ？　アイリ」

　脇を通って前にきた花蓮の手指が乳首を押し上げる。愛莉は身を捩よじるばかりで、どうすることもできない。

　ああ、これはもう一巻の終わりだ。

　振り払おうと思えばできるのに、その意思が自分の中にない。

　困ったものである。


    
        番外編　カレンとアイリの秘め事


　三条 花蓮は未明、二段ベッドを抜け出してすぐ下のベッドに潜り込んだ。

　愛莉は一度、眠り込むとめったなことでは起きないから、許可を得ていなくても添い寝するのは簡単だ。

　　恋人の穏やかな寝顔を間近で見つめていると、どうしてかこれまでの出来事が思い出された。

　ウォークラリーではわざと遭難した。

　だって、愛莉と二人きりになりたかったから。それでも、愛莉は決して私を責めなかった。それどころか、励まして導いてくれた。この、どうしようもなく馬鹿な私を。

　わからないふり、困ったふりをする。

　だって、愛莉に助けてもらいたいから。愛莉はいつだって手を差し伸べてくれる。

　愛莉は用心深い性格だ。保守的なところがある。それでも、私の気持ちに応こたえてくれたのが嬉しい。

（でも――）

　このところしきりに、運転手のサムに「友人と出掛けないのか」と尋ねられる。サムは愛莉に気があるようなのだ。

（アイリは私だけのものなんだから）

　優しくて、よく気のつく愛莉はみんなから好かれる。恋人が人気者なのは嬉しいけれど、そのぶん気が気ではない。

「私だけ見ていて、アイリ」

　呟つぶやいたあとで、眠っている愛莉の唇を奪う。

　起こしてしまわないように、軽くくちづけるつもりだったのに、ついしっかりと唇を食んでしまった。

　愛莉が目を覚ます。

「ぁ……ごめん、起こしちゃったね」

　すぐに謝る。愛莉は「はぁ」と大きくため息をついた。

「もう、また私のベッドに不法侵入して」

「だって、好きなんだもん」

　もう一度キスをする。

　しかし、そうして何度キスをしても心の中にモヤモヤとしたものが漂っていた。

「アイリは――私とサムだったら、どっちが大事!?」

「なんなの、急に。サムって、だれ？」

「Ｄｒｉｖｅｒ運転手よ！」

「運転手って……ああ、あの男の人？　あの人、サムっていうの？」

　花蓮はコクコクと頷うなずく。

　愛莉はまたも「はぁぁ」とため息をついた。

「名前も知らなかったくらいなんだよ？」

「でもサムは、アイリのこと気に入ってる。アイリから貰もらったアンパンが、すごく美味しかったって」

「アンパン？」

「菜那ちゃんを追ってショッピングモールに行ったときよ！　サムにアンパンを渡したでしょう？」

「そうだっけ？」

「そう！　んもぅ……」

　花蓮は頬を膨ふくらませて愛莉に詰め寄る。

「アイリのそういう優しいところ……すごく好きだし、イイトコロだと思うけど……っ！　でも、できれば私だけに向けてほしい」

　愛莉は困り顔になってしまったが、それでも構わず言葉を続ける。

「ひとりじめしたいの。私にだけ、優しくして？」

　頬と頬をピタリと隙間なく合わせた。愛莉の頬の温もりが伝わってくる。心地よい。

「カレンは……特別、だよ」

　照れたようすで愛莉は言葉を紡つむぐ。

　あまり見ない表情だからか、よけいに愛しさが増す。

　なにか考えるよりも先に顔が動いて、愛莉の口を塞いでいた。

「んんっ……！」

　パジャマの上から乳房を揉み込む。最近、愛莉は眠るときにブラジャーをつけていない。

「乳首はドコかしら」

　膨ふくらみ全体を撫でまわし、真ん中の棘とげをパジャマ越しに摘つまむ。

「ん、んゃっ……ちょっと、カレン！」

「なぁに？」

「やっ……やめて」

「でも、私が触りやすいようにブラつけてないんじゃないの？」

「ちっ、違う」

「どうかしらぁ～？」

　パジャマのボタンをプチプチと外してはだけさせ、キャミソールの肩紐を強引に下へずらす。

「あ、んも……ぅっ」

　乳房の片方を押し上げてキャミソールの外に出して掴つかみ、先端を際立たせて舌を這はわせる。

「んぁぅ、うぅん……！」

　乳首はすぐに凝こり固まって、舐めやすい形になる。

「やっ、やめてったら」

「えぇ～っ？　アイリの乳首は私に舐められる気まんまんなのにぃ」

　減らず口を叩いて、花蓮はふたたび乳頭をベロリと舐め上げた。

「あぁあっ!!」

　愛莉の全身がビクンッと色好いろよい反応を示す。

　花蓮は調子づいて、薄桃色の蕾つぼみを丸ごと口に食はんで舐め転がした。

「ふぁあ、あぁっ」

　喘ぎ、身悶みもだえしながらも愛莉は反撃してくる。パジャマの裾すそから愛莉の両手が侵入してきて乳房を掴つかむ。すぐにぐにゃぐにゃと揉みしだかれる。

「ンン、ンッ……」

　乳首を嬲なぶられるとそれだけでたまらなくなる。快感を満喫しながら、花蓮は舌を蛇行させて愛莉の乳頭をいじめた。

（んん、幸せ――）

　愛莉の乳首を舐める悦よろこびと自分のものを弄いじられる悦よろこびに浸る。

　花蓮はちゅぷっと水音を立ててから顔を上げた。

「ねぇ、アイリ……？　今日こそ、舐めさせて」

「だっ、だめだってば」

　箇所を明言しなかったのに拒絶されてしまう。

（でも、私がどこのことを言ってるのかすぐにわかったってことは）

　愛莉も、意識しているのだ、その箇所を。

　花蓮は口の端を吊り上げて言う。

「いやぁん！　約束したじゃない、次は絶対って。菜那ちゃんたちは外泊で不在なんだし」

「だからってそんな――！　そっ、それに、約束なんてしたっけ」

「したわ。間違いない」

　本当はそんな約束していないが、勢いで押し通す。

　迷いのない態度を見せたからか、愛莉は容易たやすく折れた。

「……じゃあ、私も舐める。カレンのを」

「んぅ、Ｏｋｅｙ」

　花蓮はさっそく体を回転させて身を屈かがめ、愛莉のパジャマのズボンを中のショーツごと膝のあたりまで引き下ろした。

　すると愛莉もまた、仕返しと言わんばかりに同じことをしてくる。

　互いの秘所が曝さらけ出ると、性的なムードが濃くなった。

　花蓮は愛莉の秘部をまじまじと観察する。

「アイリ、蕩とろけてる。舐められるって、想像しただけでこんなになっちゃった？」

　蜜口からトロリとした液体が溢あふれ出して肌を濡らしている。

「……っ、カレンだって――同じなんだから」

　花蓮は「ふふっ」と笑って舌を出し、割れ目の真ん中にある珠玉をペロリと一舐めする。

「あぁあぁあっ！」

　愛莉の体が横揺れする。裂け目の中の突起が幾分か膨ふくらんだような気がする。

　もう一度そこを舐めようとしていると、生温かいなにかが蜜の溢あふれ口を抉えぐった。

「ふぁあっ!?」

　声を上げて下を見る。愛莉の舌が秘所に刺さっている。

「ゃあんっ、アイリったら……！」

　恋人アイリはときおり大胆だ。でも、そういうところも――好き。

　花蓮は「んん、んぅ」と喘ぎながら舌を出し、愛莉の膣口と花芽を舌で舐めしゃぶった。

　ぴちゃぴちゃ、くちゅくちゅ。

　卑猥な水音は夜が明けても、陽が高く昇ってもなお、八〇七号室に響き渡っていた。
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